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本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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『推おし』、という言葉を、あなたは普ふ段だんどのように使っているだろうか。




『イヨッ、姉ちゃん見てってこれ！　一推しのイワシだよこれ！』

『この流行に乗って我が社の新商品を推していきましょう』

『ツアーファイナルライブ……推して参る』




　あ、最後のは同類の台詞せりふですかね。

　──まあ大体、『推し』と発言する場面は右記の感じになるかと思う。自分が『素す敵てきだ』と思うものを見み出いだし、それを誰だれかにアピールする行こう為い。またはその『素敵なもの』自体への敬けい称しょう。あーいい。私なんて呼吸するように言ってたもんね、「これが私の推したちです！」って……。

　そんなふうに連呼する私の原動力はただ一つ、『尊み』だ。

　素敵なものは素敵すぎて見てるだけで幸せになるし自分の脳内でこねくり回してると高こう揚よう感で体温上がってくるしお金でもなんでも推しの支し援えんになるならいくらでも注ぎ込めるし……とにかく推しがいる人生は豊かなのだ。だから私はそのことに感謝し、常つね日ひ頃ごろから推したちのことを見守り、そして何かあるたびに『尊い……』と両手を合わせて拝んでいたのである。

　そんな私の性しょう分ぶんは、異世界に転生しても変わることがなかった。

　そう私は、ファンタジー世界に生まれ直した今でさえ、推しからの尊みで生きているのである。
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　山あいに広がる要よう塞さい国家、アハト・オーアイン。

　王の住まう宮きゅう殿でんと騎き士したちが詰つめている城じょう砦さい、そして賑にぎわう城下町。城じょう壁へきに囲まれた石造りの国は今、大きな大きな正門を開き、遠えん征せいから帰ってきた騎士隊を領内へと迎むかえ入いれていた。

「──三騎士様たちのお帰りだ！」

　華はな々ばなしい凱がい旋せんを遠目に見ながら、若い青年が声をあげる。並み居る屈くっ強きょうな兵士たちの先頭では、オーアインが誇ほこる聖騎士長三名が馬上から民たみ草くさに手を振ふっていた。三人ともその鎧よろいには汚よごれも傷もなく、精せい悍かんで端たん正せいな顔には疲ひ労ろうの色など欠片かけらもない。

　行列の先頭を行くのは、騎士団序列第一位『金きん狼ろう』のヴァルガー・アレクシスだ。

　彼は現王家の分家の出で、約１８０センチという長身と、さらに王族の系けい譜ふを表す鮮あざやかな長い金きん髪ぱつが印象的だった。流石さすがに出しゅっ征せいの折には髪かみを一つに縛しばっているが、結んだ髪を兜かぶとの後ろから出してたなびかせて走る姿は、『まるで稲いな妻ずまのよう』と評判だ。三騎士の中では最年長だが、とはいえ未いまだ二十五歳であり、端正ながら男性らしいしっかりとした顔つきは絶世の美男と言って差さし支つかえない。

　そして彼の後ろに続く二人のうち、兜を被かぶっていないのが序列第二位の『紅こう竜りゅう』グリム・サラマンダで、フルフェイスの兜を被っているのが序列第三位の『蒼そう鷹よう』ヒヨウ・ザックローだ。

　二十一歳のサラマンダは長身のアレクシスよりもさらに大きいのだが、筋肉ダルマではなくアスリート然として引ひき締しまった体たい軀くをしている。彼はこの国では極きわめて珍めずらしい燃えるような赤あか髪がみであり、それを短く切きり揃そろえた無骨な顔と、鋭するどい眼光はいかにも恐おそろしげだ。しかし、漢おとこらしさに溢あふれるその姿は、実直で誠実な偉い丈じょう夫ふと呼ばれるに相応ふさわしかった。

　そして、二は十た歳ちのザックローは他の二人に比べると小こ柄がらで細身ではあったが、馬の上で揺ゆれるその姿に無む駄だな微び動どうや緊きん張ちょうは一切ない。薄うすいフルフェイスマスクの下は今は明らかでないが、国民は彼が綺き麗れいな黒くろ髪かみで、若者らしく人ひと懐なつこい笑えみを浮うかべることを知っている。それは年相応の幼さと、一方で百ひゃく戦せん錬れん磨まの利り巧こうさを兼かね備そなえた妖よう艶えんな美び貌ぼうであり、彼を百年に一人の美少年──と言われると本人は「もうガキじゃねぇ」と不ふ機き嫌げんになるので──美青年と讃たたえる声は後を絶たないほどだ。

　国の誇る三聖騎士。彼らはなおも軍列を率いながら、大通りを真っ二つに割って進み続けた。彼らの目的地は当然寝ねぐらである城砦であり、そしてその横にそびえ立つ、王や貴族たちの王宮でもある。

　──そこに『私』もいた。

　王宮の謁えっ見けん室で、王と妃きさきの御ご前ぜんで、お二人の見守る前で。『オーアインの聖女』エナ・ミレーナは、厳おごそかなローブを身にまとって佇たたずんでいた。ウェーブした栗くり色いろの長ちょう髪はつと、ほっそりとした身体からだ。絶世の美女、というわけではないが、肌はだ艶つやがよく小こ綺ぎ麗れいに化け粧しょうを施ほどこされた顔は、まだ幼さを残しながらも聖女の風格を漂ただよわせている。

　そして、程ほどなくミレーナたちの待つ部屋の扉とびらが開き、兵たちを引き連れた三騎士が誇らしげな顔をして入ってきた。

　王と妃が彼らに手を上げて労を労ねぎらい、騎士たちもお辞じ儀ぎを返す。それを見て、ミレーナこと『私』も深く頭を下げ、自分の前に並んだ騎士たちに恭うやうやしく労いの言葉をかけたのである。

「お帰りなさいませ、騎士様がた。先の遠征、ご無事で何よりです」

「顔をお上げください、聖女様」

　凛りんと通る声でアレクシスが言う。それを聞いて身体を起こした私に、騎士たちはにこりと笑って口々に感謝の言葉をかけてきた。

「この度たびの遠征も、貴女あなたの祈いのりのおかげで我らは無敵の働きを為なすことができました。いつも通りのお力ながら、それ故ゆえに感謝に堪たえません」

　礼れい儀ぎ正ただしくそう告げるのはアレクシスで、

「……ありがとう、ございました。本当に……」

　静かに、けれど力強く口にするのはサラマンダ、

「ありがとうございました聖女様！　オレ……ああいや、私たちの働きぶりは見ていただけましたでしょうか！」

　そう明るく話すのはザックローだ。

　軽い調子のザックローをサラマンダが睨にらみつけたが、アレクシスが軽く咳せき払ばらいをすると、二人ともすぐにピシッと姿勢を正す。二人の仲が悪いのはいつものことだったので、その様子を見た王も王おう妃ひもクスクス笑っていた。お二人と同じく、私もふふっと笑って三人に言葉を返す。

「ええ。僭せん越えつながら、今回の皆みな様さまのご活かつ躍やくも、千里眼で見させていただきましたわ」

「おぉっ、あの奇き跡せきの力で！」

　ザックローがパッと嬉うれしそうに言う。それに続いて、アレクシスも満足そうに笑みを零こぼした。

「それは重ちょう畳じょうです。では、我々の活躍については今いま更さら説明するまでもないでしょうか」

「…………」

　アレクシスの言葉に、サラマンダも静かに熱っぽい視線を私に向ける。ザックローも前のめりになっていて、そんな二人を見たアレクシスは優やさしく微ほほ笑えんだ。

　目の前に立つ三人の聖騎士を見ながら、私もまた笑う。

「……ええ。ヴァルガー・アレクシス様、グリム・サラマンダ様、ヒヨウ・ザックロー様。皆様は、この度の戦場でも──」










　めっっっっっちゃ激げき烈れつに尊かったです!!!!!!!!!!!!!!
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　遥はるか彼方かなたを見み渡わたす、【千里眼の奇跡】。

　有事の際に騎士たちを強力な奇跡で守ること、そして戦場で剣けんを振るう彼らの姿を王たちにお見せすることが、『オーアインの聖女』たる私の役目の一つだ──しかし、当の私は大義名分を盾たてに、自らの『推し』である三騎士たちに熱い視線を注ぐ作業に余念がなかったのである。

　以下、邪じゃ教きょう団のアジトである古代遺い跡せきに踏ふみ込んだ三騎士を見守ってる時の、私の脳内モノローグになります。




（……きた突とつ入にゅう！　あー大だい丈じょう夫ぶかな……信じてるけどもしもってことは……ってうわっ！　いきなりこんな大おお仕じ掛かけのトラップ!?　あ、気付いてくれた……よかった罠わな探知の奇跡かけといて──アッ!?　今アレク、『感謝します聖女様』って言った!?　あーもう律りち儀ぎ！　そんな奇跡いくらでもかけてあげるっての！　……ハッ、こっちではサラマンダ様が部下を守ってる！　ああほらもう、ビビリの新兵くんが恋こいする乙おと女めみたいになってるじゃん！　そういうとこやぞ!!　……あ、こっちではヒヨウきゅんが抜ぬけ道みちに気付いて……ってそのまま独走!?　危な……いやいやいや何その動き!?　どこの忍にん者じゃかアサシンですか!?　ああでも、後続の仲間のためにトラップ解除してくれてるんだ……健けな気げだねーヒヨウきゅん……）




　大体いつもこんな感じ。で、ここらへんで王様から「聖女様、具合はいかがですか」と声をかけられるのもいつものことだったりする。いやあの、確かに鼻息荒あらかったし口パクパクさせてたし表情もキモい感じになってたと思うんですけど、すみません大丈夫です王様……それただ興奮してただけなんで……。

　やがて、先行していたザックローと合流したアレクシスとサラマンダは、各小隊を率いて遺跡の最深部に足を踏み入れた（サラマンダがザックローの独走を叱しっ責せきし、二人のいがみ合いをアレクシスが止めてからだったけど）。

　そこでは今まさに邪じゃ神しんの眷けん属ぞく召しょう喚かんの儀ぎが行われていた。聖騎士たちの到とう着ちゃくと同時に、床ゆかの魔ま法ほう陣じんからは禍まが々まがしい光とともに首のない巨きょ人じんが現れたのだ。

　アハト・オーアインでは、民たみに殉じゅん教きょうや破は壊かいを強しいるような思想の宗教を『邪教』とし、その信しん仰こうのために悪行を働く信徒のことを『邪教徒と』と呼んでいる。そんな彼らは折に触ふれ、自分たちの命や魔ま力りょくを捧ささげて儀ぎ式しきを行い、彼方から『邪神』と呼ばれる強大なモンスターを喚よび出していた。今回アレクシスたちは彼らの動向を事前にキャッチし、それを阻そ止ししようと出しゅつ撃げきしていたのである──が、どうやらギリギリ間に合わなかったらしい。

　首がないのに、背筋を凍こおらせるような咆ほう哮こうが巨人の軀からだから轟とどろく。足を竦すくませた兵たちの前で、しかし三騎士は怯ひるむことなく前に一歩を進めた。

【退たい魔まの奇跡】が宿った剣を掲かかげて、ヴァルガー・アレクシスが高らかに叫さけぶ。

「聞け！　国に、そして世界にあだなす邪教徒たちよ！　我々はアハト・オーアインが誇る聖騎士隊！　神の名に於おいて貴様らを調ちょう伏ぶくする！」

　その宣言とともに、アレクシスは巨人に向けて剣を振るった。すると、輝かがやく刀身からは鋭い光が迸ほとばしり、巨人の軀に深い傷をつけたのである。

　──グオオオオッ！

「恐れるな、兵たちよ！　我々には聖女様の加護がある！　その剣を振るい、オーアインの威い光こうを示せ!!」

　士気を鼓舞し、『金狼』が先せん陣じんを切って巨人へと駆かけ出だす。それを見て、さっきまで萎い縮しゅくしていた兵たちは瞬しゅん時じに奮い立ち、我らがリーダーを死なすまいと地面を蹴けった。

　もちろん、彼らの前を行くのは序列二位三位のサラマンダとザックローだ。

「オレたちも行くぞ『紅竜』っ！」

「言われずとも分かっている『蒼鷹』……！」

　バチバチと火花を散らしながら、しかし抜ばつ群ぐんの連れん携けいで巨人に斬きりかかる二人の聖騎士。

　嵐あらしのような斬ざん撃げきを前にして、巨人は反はん撃げきしつつも次し第だいに傷を増やしていった。やがて、巨人が怒ど声せいとともに遺跡を強く叩たたくと、衝しょう撃げきで地面は揺れ、天てん井じょうが崩ほう落らくする。それを見た三騎士は、それぞれのそばにいた負傷者たちのもとに駆けつけた。

　アレクシスは防護の呪じゅ文もんを唱となえ。

　サラマンダは降ってくる瓦が礫れきを拳こぶしで破壊し。

　ザックローは軽かろやかに負傷者を背負って安全地帯へと逃にげ果おおせた。

　土つち煙けむりが舞まい、程なく落ち着く。深い深い遺跡の地下には太陽の光が差し込み、無傷かつ堂々と立つ三人の聖騎士たちを照らしていた。

「……刮かつ目もくせよ、そして記き憶おくに焼きつけよ。これが我がオーアインの聖騎士隊と──聖女様の奇跡の力だ」

　アレクシスの声を聴きいて、呆ぼう然ぜんとする邪教徒と満まん身しん創そう痍いの巨人。

　なおも騎士たちは光を背にして、高らかに鬨ときの声こえをあげていた──。
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（………………尊い……………………………）

　▲ジョブレベルが上がりました。
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「聖女様？」

「ハッ！」

　アレクシスに声をかけられて、『私』は慌あわてて目を瞬しばたたく。

「大丈夫ですか？　名だたる『オーアインの聖女』とはいえ、あれだけの奇跡を使った後ですから、さぞお疲つかれでしょう」

「あ、いえいえいえ！　私なら……ェヘン、『わたくし』なら問題ありませんので。御お心こころ遣づかいありがとうございます」

「それならいいのですが……」

　なおも私に心配そうな目を向けるアレクシスたち三騎士。いや、これはただの尊みの過か剰じょう摂せっ取しゅによるトリップで、身体の方は本当に大丈夫なんです。そう言うとまた別の意味でヤバそうだけど。っていうか私がヤバい奴やつなのはその通りなんだけど。

　──『オーアインの聖女』ことエナ・ミレーナ。しかしその正体は、江え波なみレナなるごくごく平へい凡ぼんな人間が転生した姿なのだ。

　生まれは栃木、育ちは埼玉、職場は東京。奇跡も魔法もない世界で私は、典型的なお上りさんとして社会の歯車に徹てっしていた。そんな私はある時アッサリと命を落とし、次に気がついた時にはこのファンタジー世界で農民の娘むすめをやっていたのである。そして今となっては、なんの因果か国が誇る聖女様をやらせてもらってもいる。

　前世では神も仏も信用してなかった私がなぜ、という感じだが……肝かん心じんなのはこの世界の『ルール』が、私が元いた世界とあまりにかけ離はなれていることだった。そしてさらに重要なことは、前世の私が友人の大半をドン引きさせるほどのアイドルオタクだったことなのである。

　かつての私はブラックじみた仕事の合間に、箱推し（グループのメンバー全員が好きでグループごと応おう援えんするファン、あるいはその生き様のこと）していたアイドルグループの出演番組を擦すり切れるまで見たり、ライブチケットを死しに物もの狂ぐるいで求め彷徨さまよったり、物ぶっ販ぱんに並びまくって一月分の給料を溶とかしたりしていた。それ以外にも、隙すきあらばＳＮＳでアイドルたちの動向をチェックしたり同好の士しと熱く語り合ったり解かい釈しゃく違ちがいと血みどろの殴なぐり合あいをしたり……あー懐なつかしき限界ドルオタとしての日々。

　で、そんな感じだったからこそ、この世界で三騎士様たちに惚ほれ込んだ瞬しゅん間かん、私はとてつもない聖女として覚かく醒せいすることになったのである。

　ざっくり説明すると、

　聖騎士たちを『推し』として応援したり『尊さ』を感じる。

　→聖騎士は神力の代行者で神の化け身しん。

　→聖騎士を崇あがめること＝神を崇めること。

　→聖騎士への尊みの強さ＝神への信仰の強さ。

　→神は信仰が強い人間に力を授さずける。

　→聖騎士への尊みが高まるほど聖女のレベルが上がる……というわけなのである。

　旧名：江波レナ、享きょう年ねん三十二歳。

　そして今。私は十八歳の『オーアインの聖女』エナ・ミレーナとして、三騎士様たちを箱推ししつつ、彼らのそばに仕えているのだった。




　ひとしきり労いと報告を交かわし合ったところで、アレクシスが「さて」と私に言った。

「お疲れのところ申し訳ありません、聖女様。今回もまた、部下たちに癒いやしの奇跡を施してはいただけないでしょうか？　我々が今回も無傷で帰ってこられたのは、彼らの働きのおかげに他なりません。命に別状のある者はないのですが、それでも傷を負った者は少なくないのです」

「ええ、もちろん。それでは今すぐにでも奇跡を……」

　そうアレクシスに答えた私の脳のう裏りに、キラリと見慣れない文字が躍おどった。

　……【癒しの奇跡ＥＸ】？　あれ、私が使える回復の奇跡って最大が【癒しの奇跡Ⅳ】じゃなかったっけ。あ、ひょっとして今回の尊みで新しく覚えたのかな!?　ウッヒョーありがとう神！　粋いきなことしてくれるじゃん！　じゃあ早さっ速そく、新しく覚えたこの奇跡を……。

　と、祝詞のりとを唱えだした私の足元から、大きな魔法陣が広がる。

　それを見た騎士たちが「おぉ」と歓かん喜きの表情を浮かべた。いつもの通りなら、部屋いっぱいに広がった魔法陣が光って消えると、騎士たちみんなの傷が綺麗に塞ふさがっているはずなのだ。

　──しかし今回は、魔法陣は部屋の壁かべを越こえてさらに大きく広がっていた。

「……え……？」

　ザックローがギョッとして目を瞬く。サラマンダが慌てて窓の外を見ると、謁見室を中心に広がる魔法陣は周りの建物を透とう過かして広がり続け、遂ついには王宮の敷しき地ち全体を包むほどに巨きょ大だいなものとなっていたのだ。

　ちなみに、そんな彼らの動どう揺ようは、集中する私の耳には入ってこない。

「せ、聖女様、これは──」

　アレクシスが口を開いた瞬間、魔法陣は太陽のような閃せん光こうを放ち、大きな大きな光の柱が、オーアインの王宮を包み込んでいた──。










拝はい啓けい　この世界の神様。

【癒しの奇跡ＥＸ】、すごい範はん囲いの広さと効果でした。王宮にいた人みんなの傷が指のさかむけに至るまで治ったし、王様のリウマチも治ってたし。

　ただ、あの眩まぶしさはダメだと思います。私の推しの目にダメージを与あたえたあの奇跡は金輪際使いませんのでおとといきやがりませまったくもう。


敬具　









　追つい伸しん

　そういえば【千里眼の奇跡】に録画機能って付きませんかね？







[image: ２　推しの悩みを聞くことになったんだけど分かりみが深すぎてヤバい]




　この世界でも有数の軍事力を誇ほこり、方々にその威い光こうを轟とどろかせている大国アハト・オーアイン。そんなオーアインには、回復や守護の奇き跡せきを得意とする者の役職として『修道士モンク』や『聖女』があり、彼らは街の聖堂で民たみに奉ほう仕ししたり、冒ぼう険けん者に同行してその力を振ふるっていた。ただ、そんな彼らの役職とは別に、この国には『オーアインの聖女』なる役職があるのである。

『オーアインの聖女』は国王直属の女性神官であり、最強の軍隊である聖せい騎き士し隊の面々ですら、無礼を働けば処断待ったなしの存在と言われている。そしてその職務は、広域かつ長時間作用する奇跡を行使して、聖騎士たちに加護を与あたえることなのだ。

　オーアインの聖騎士たちは、末まっ端たんに至るまで尋じん常じょうでない練度に鍛きたえ上あげられている。そのうえ聖女の奇跡まで合わさると、これはもう手がつけられないくらいの無敵軍団誕生だ。そんなわけで『オーアインの聖女』はこの国の切り札なのだけど、一方でその職務はあまりにも過か酷こくなことでも知られていた。

　かつてある聖女は、一度騎士たち全員に癒いやしの奇跡を捧ささげると、ぱったり気を失い三日三晩目覚めなかったそうだ。また別の聖女は、山と見み紛まがうほど巨きょ大だいなドラゴンがどこからか飛来した時に、騎士たち全員に強力な炎ほのお避よけの奇跡を与え、自身は魔ま法ほう陣じんの光の中に消えてしまったという。

　とどのつまり、奇跡とは魔法の一種なのだ。自分のＭＰ魔力を超こえて強力な奇跡を行使することになれば、そこには相応の対価が必要になる。しかもたちが悪いことに、聖女が祈いのれば奇跡は必ずもたらされるのだ。つまり【ＭＰが足りない！】と不発になることはなく、『じゃあ願いは叶かなえたから貰もらうもん（ＨＰ体力というか寿じゅ命みょう？）貰ってくね』というシステム。あーヤダヤダ。この世界の神って消費者金きん融ゆうみたい。

　ちなみに、この世界の神職は神への敬意によってその力を得るため、一いっ般ぱん的にそういう素養のある人たちは、聖堂やら礼拝堂やらで祈りを捧げてジョブレベルを上げている。

　聞くところによると、今までの『オーアインの聖女』たちも毎日のように長時間の祈りを捧げていて、自分のジョブレベルを、ひいてはＭＰを上げ、有事の際に自分が死なないようにしていたそうだ──けれど、たとえ私が同じ立場だったら、お役目のためというよりも、自分が消えたくないが故ゆえの祈りになってしまう気がする。

　いやもちろん、前までの聖女様たちが同じように思っていたかどうかは分かんないけどね！　ただ、もしも今までの聖女たちの祈りに我が身可か愛わいさが滲にじんでいたのだとしたら、そりゃあ私の尊みの方がなんぼかマシと言えるのかもしれない。

　──そう。私ことエナ・ミレーナは、今までの聖女たちとは一線を画す、『唯ゆい一いつにして真性の聖女』なのである。いやダサいなこの肩かた書がき。王様から貰ったものだけど。




　　　[image: くぎり]




「ミレーナ様、こちらの本でよろしかったですか？」

「ええ、ありがとうソラ。この歴史書が読みたかったのよ」

　オーアイン王城、北の塔とう。ここには王国の歴史書から城下町で刊行された出版物まで、あらゆる書物を網もう羅らしている大図書館があった。

　前世で言えば国会図書館みたいなものだけど、あっちはお金を払はらえば誰だれでも使えたのに対して、こっちは王族や元老院の大物くらいしか自由に入れない。聖騎士たちですら立ち入るには許可証が必要らしく、その厳重さは折り紙付きだ。

　まっ、『オーアインの聖女』たる私なら、顔パスでいつでも入れるんですけどね！　しかもお手伝いさんの侍じ女じょまで連れて!!　特権階級バンザイ!!!!

「……ミレーナ様？」

「はいっ！　あ、ご、ごめんなさいねソラ。早く受け取らないと重いわよね」

「いえ大だい丈じょう夫ぶです！　ミレーナ様のためならこれくらいへっちゃらです！」

　そう言って、ソラは本を持ちながら、俗ぞくっぽい表情を浮うかべていた私ににっこり笑いかけてくれた。




　養護院からスカウトしてきた、ソラという十二歳の女の子が私の侍女だ。少し前までは瘦やせっぽちでオドオドした子だったけれど、私と時間を過ごすにつれ、ぷにぷにとして元気いっぱいの女の子になった。今ではショートカットの髪かみを風に揺ゆらしつつ、天使の笑え顔がおで私の世話を焼いてくれている──ちなみにスカウト理由はアレクのことが大好きだったから。他にも理由はあるんですけど一番はそれ！　あと二番目の理由は優やさしそうで、私が何かやらかしても許してくれそうだったからです!!

　いやほんと、私がキモオタムーブを決めた時でも毎回笑顔でスルーしてくれる文字通りの天使様なんだよなぁ……もしこの子をいじめるような奴やつがいたら全力でブン殴なぐるんでよろしくお願いします。




　さて、そんなソラから歴史書を受け取って、私はパラパラと中のページに目を通した。

「ああこれこれ……現王家がどうやって本家と分家に分かれたのか、そこが気になっていたのよね。ありがとうソラ」

「えへへ……やっぱり、ミレーナ様はすごいです！」

　ふふ、と満足げに笑う私と、唐とう突とつに私を賛美するソラ。私が「へ？」と間の抜ぬけた声をあげると、彼女は目をキラキラさせながら私に告げた。

「だって、お仕えして随ずい分ぶん経たちますけど、ミレーナ様は本当に勤勉で……！　聖女様はいっぱいお祈りしないと大変なんだってお聞きしていたのに、ミレーナ様は朝晩二回のお祈りだけじゃないですか。その他の時間は本をお読みになったり街に出たり……きっとそういう、民や国を愛する心がミレーナ様の力の源なんですね！」

「……ええ、そうかもしれません。神はいつでも私たちのことを見守っているのだから」

　無む邪じゃ気きに笑うソラを見て、私も微ほほ笑えみを浮かべながら彼女の頭を撫なでた。猫ねこのように目を細めるソラを見て、私はほっこりするとともに内心でチクチク良心が痛むのを感じる。

　いやまあ、本を読んだり街にお忍しのびで出で掛かけるの、全部自分のためだから……『推おし』であるアレクの生おい立たちを探さぐったり、サラマンダ様やヒヨウきゅんの評判を町人や吟ぎん遊ゆう詩し人じんに聞きに行ってるだけだから……あと三騎士のブロマイド版画とか同人誌創作伝記買いに行ってるだけだから……国からの給料で……。




　そう。私は三騎士への尊みを感じれば感じるほどに、神への信しん仰こう心が上がったとみなされて、聖女としてのジョブレベルも上がっていくのである。

　そしてジョブレベルが上がるということは、この世界におけるステータスもどんどん上がっていくということだ。ここでいうステータスっていうのは地位とか名めい誉よのことではなく、文字通り能力値のことね。ＭＰ魔力（魔法とか奇跡を使うと減るエネルギータンクの総量みたいなやつ）とか。

　もちろん、聖女としてのステータスが上がったからといって、ムキムキのマッチョになるわけはない。むしろ私は運動不足気味で、ＨＰ体力や筋力、素す早ばやさなんかはそこらの子どもと同じくらいだ。

　しかしその一方、常人ならよくて二桁けたくらいのＭＰに関しては、三桁どころか四桁間近まで伸のびている。そのためどれだけ大きな奇跡を使ってもピンピン元気という有り様だ。加えて、奇跡や魔法の効力に関係する魔ま導どう力も普ふ通つうの人の五百倍くらいあり、一般聖女ならちょっとした傷を治せる程度の奇跡でも、私が唱えれば身体からだ中の悪い部分が全部治るというチートぶり。

　魔法耐たい性せいに至っては、アレクたち聖騎士たちが耐性付きの鎧よろいを着たとしても全く及およばないほど強固なのだ。よって私に魔法による毒や催さい眠みんは一いっ切さい無効。まあ実際の炎ほのおで焼かれたら普通に燃えるし、水に沈しずめられたら溺おぼれるんだけどね。使えないな魔法耐性……。

　ちなみにソラが言った通りで、私は一日のスケジュールの中に礼拝の時間をほとんど取っていない。というのも、礼拝堂でブツブツ祈っているよりアレクたちのことを考えながら行動している方が遥はるかに早くレベルが上がるからだ。そう考えると昔の聖女たちが哀あわれに思えてくるが、これは前世から『推し』を『尊ぶ』という概がい念ねんを持ち込めた私の専売特許なのかもしれない。

　まあ、なぜ私がこの世界に（しかも前世で『箱推し』していた記き憶おくを持って）転生したのかは未いまだ謎なぞなんだけどね……とはいえ、私も今のところは気分よく生きられているし、その副産物の聖女パワーはみんなの役に立っている。

　そんなわけで、今日も私は「やることはやってるから!!」と内心言い訳しつつ、ソラを連れて特権階級を濫らん用ようしているのであった。ぐへへ。




　──と、そんなモノローグを垂れ流しながら私がうんうんと頷うなずいている時だった。

「おや？　もしかして、そこにいらっしゃるのは……」

　突とつ然ぜん、私とソラの立つ書しょ棚だなの向こうから凛りんとした声が聞こえてきた。ソラは「えっ？」と瞬まばたきし、同時に私も「!?!?!?」とその場で飛び上がる。

　ひょいと棚たなの角からこちらに顔を出してきたのは、『金きん狼ろう』こと騎士団序列第一位、ヴァルガー・アレクシスその人だったのだ。

　普ふ段だんの鎧姿ではなく白地のシャツに、厳おごそかな緑色のローブを羽織っている。今は下ろしている長い艶つややかな金きん髪ぱつが、窓からの日差しを受けて眩まぶしく光る。逞たくましさと美しさを両立させた端たん正せいな顔が、優しげな表情とともに私たちの前に現れる。

「アアアアレクシス様!?!?!?!?」

「うわぁぁっ！　アレクシス様だ！」

「どうも、ミレーナ様。公務以外の場でお会いするのは初めてですね」

　そう言って、端正な顔でニコリと笑うアレクと、アイドルに出会ったかのように興奮して飛とび跳はねるソラ。一方の私は、ガクガク震ふるえながら危あやうく白目を剝むきそうになっていた。

「……ミレーナ様？」

「ははははい！　すみません、大丈夫ですはい、すみません！」

　キョトンとしているアレクに、バグったプログラムみたいな返事をする私。いやあの、公務の場では死ぬほどシミュレーションしてるから平気なんですよ。それをこんな、いきなり推しと対面することになったらこうなりますって。バグりますって頭。

　聞けば、今日のアレクは私と同じく非番で、読みたい本を求めて図書館にやって来たらしい。アワアワしながら最低限の挨あい拶さつをした私に、アレクは優しく微笑んで「立ち話もなんですし、そちらに腰こしを下ろしましょうか」と、私たちを手近なテーブルへ誘さそった。

　図書館の中に設けられた、簡素な四人がけの木机。私とソラが隣となり同士に座り、対面にはアレクが座る。彼が机き上じょうに置いたのは数冊の政治に関わる本で、それを見たソラは「うわぁ〜」と感かん嘆たんの声をあげた。

「アレク様もミレーナ様と同じで、勉強熱心でいらっしゃるんですね！　休みでもこんなにたくさんご本を……！」

「ああ……君は確か、ソラといったか。いつも我々の聖女様を助けてくれてありがとう。これからもよろしく頼たのむ」

「……!!」

　アレクにそう言われて、眼めを爛らん々らんと輝かがやかせて私の方を見るソラ。あーだから、そういうとこやぞアレクくんよ。天下の聖騎士長様が、ただの聖女の付き人に優しい言葉をかけて、あまつさえ名前まで覚えてるとは。

　当然ソラは歓かん喜きの極きわみみたいな顔をしてアレクと私を交こう互ごに見てくる。うんうん、それもまた尊みだね。私は生なま温ぬるい微笑みを浮かべながらソラの頭を撫でてあげた。

　ただそこで、アレクが私にぽつりと言う。

「ところで……聖女様は、王家の歴史に興味がおありなのですね」

「……あっ」

　バッと、反射的に本の表紙をひっくり返す私。

　いや別に、後ろめたいことはないんですよ？　ただアレクから見れば、私の持っていた本は自身のルーツに関わるもので間ま違ちがいない。『現王家の分家の出』という彼の出自は周知の事実なのだけれど、もしも彼がそれを詮せん索さくされるのを嫌いやがっていたりしたら……私のせいで対面の『推し』が嫌な気持ちになってしまうかもしれない。それはファンとしては切腹級のやらかしだ。

「……分家の歴史、ですか……フフ。私は別に、自分の出自について調べられたからといって、目くじらを立てることはありませんよ、ミレーナ様」

　しかし、ダラダラと冷ひや汗あせを流す私に、アレクはふっと笑ってそう言った。

「確かに、私は直系の王族ではありません。神権を託たくされ、脈々とその血を繫つないでいる王の系けい譜ふではない……けれど、私は今の自分に満足しているのです。聖騎士として、神権の代行者として剣けんを振るい、そして貴女あなたがたを……このオーアインという国を守っている。これ以上の名誉を望むのは神への無礼というものでしょう」

「アレクシス様……」




　アアアアアアア尊いいいいいいい!!!!!!!!

　▲ジョブレベルが上がりました。




　はーこれだよこれ！　アレクくんの全方位最強優しみキャノン！　そりゃ二次創作創作伝記でもエルフとかコボルト助ける役になるわけだよ!!　さすが老ろう若にゃく男なん女にょに一番人気の『金狼』!!!!　好き!!!!!!

　──などと興奮していた私。しかし、はっと我に返ると、アレクは私の本を見て、そして自分が持ってきた本を見下ろして、ふうと息を吐ついていた。その顔には影かげが差しており……疲ひ労ろう感？ が滲んでいるのが感じられた。

「……アレク様？」

「っと、すみません……ひょっとして今、溜ため息いきが漏もれてしまっていましたか」

「ええまあ……」

「アレクシス様、お疲つかれなんですか？」

　ズバッと、子どもながらの純じゅん粋すいさでアレクに尋たずねるソラ。ああこら、と制止しようとした私に、アレクは苦笑いして「いいですよ、その通りですから」と答えた。

「申し訳ありません。市し井せいの平和の象しょう徴ちょうたる聖騎士がこのような態度を見せるなど……本当はあってはならないのに」

「でもでも、お休みすることだって大切ですよ！」そう言ってソラが潑はつ剌らつと力説する。

「昔、私が頑がん張ばりすぎて倒たおれそうになった時、ミレーナ様はちゃんと休みなさいって言ってくれたんです！　それで少しお休みを貰ったら、それまでがウソみたいに元気になったんですから！」

「ほう……」

「ああもう、やめてソラ、そんなこと……」

　馴なれ馴れしいくらいにポンポンと言葉を放るソラを見て、私は気き恥はずかしさ半分、ジェラシー半分で彼女の口を押さえた。くそう子どもめ、私なんか緊きん張ちょうで口の中パサパサだっていうのに元気にお喋しゃべりしちゃってよう……！

　ただ、そんな大人げない私を見て、アレクはハハハと笑ってくれた。

「いや、流石さすがは聖女様ですね。お優しい、それに謙けん虚きょでいらっしゃる。侍女に、いや誰かにちゃんと休めと言えるのは……貴女様を置いて他にはいないでしょう」

「……アレクシス様……」

　ソラの口に手を当てながら、同時にじっとアレクの顔を見つめる私。ああ、彼は男性ではあるけれど、聖騎士のトップという威い厳げんを守るためか、いつもそれなりに化け粧しょうをして身み綺ぎ麗れいにしていた。その化粧のせいで気付くのが遅おくれたけれど、今日の彼の顔は少しやつれている。先の遠えん征せい帰りに見たような、エネルギーに満ちた顔つき、という感じではない。

　こんな推しの顔も味わい深くていい……じゃなくて。かつてブラック企き業ぎょうに勤めていた身からすれば、推しがそんなふうに消しょう耗もうしているところなんて見たくはないのだ。

　私はなけなしの勇気を振り絞しぼって、できるだけ聞き取りやすい声を出して、自分からアレクに言葉を放った。

「あ、あの、私にとって当然なんです。働き過ぎたら休むというのは……私は貴方あなたにもそうあってほしいんです。できないのであれば、それはどうにかすべきことだと思います」

「…………」

「何かおありだったんですか、アレクシス様。わ、私でよければ、お聞きしますけど」

「……貴女にそう言われて、断れる者はこの国にはいませんよ」

　そう言って、また苦笑いを浮かべるアレク。

　程ほどなくして、彼の口からは先日の元老院会議の顚てん末まつと、それに伴ともなう彼の心境が語られた。内容を私なりに嚙かみ砕くだいて要約すると、大体以下のような感じである。







　現王「ワシと妃きさきの間に子どもできんのじゃけど」

　現王家「分家の出だけどアレクめっちゃ良くない？　次期王でよくない？」

　現王派「良いい……」「良い……」「良い……」

　王の弟「いやアレクは良いけど継けい承しょう順的には俺の息むす子こが次期王だから」

　王弟派「そうだそうだ！」「そうだそうだ！」

　現王派「いやアレク良いって王弟も言ってんじゃん！」

　王弟派「それとこれとは違うんだよバーカ！　アレクは良いけど！」

　現王派「アレク良いって言ってんじゃんお前らの方がバーカ！」

　王弟派「うるせえアレクだけ残してお前ら滅ほろべ！」

　現王派「滅びませんー！　アレクくんはうちで大事にするんですぅー！」

　王弟派「!!!!!!!!」

　現王派「!!!!!!!!」







　──以上。なんだろうこれ……

「まあそんな具合で、いつまでも平行線のまま話が進まないのです。というか、当の私が騎士代表として話し合いに参加しているのですが、他の方々は自分たちの意見を戦わせるのに忙いそがしく、私のことなど見てはいないようで……」

「……大人の世界は難しいんですね。私バカだから、よく分かんないや」

　腕うでを組んで唸うなるアレクに、ソラも同じようなポーズをする。そんな彼女を見て、アレクは諦てい観かん混じりに笑えみを漏らした。

「いや、君の頭が悪いのではない。あの場にいると私も……その、何だろうな。剣を振るっている時ほど元気ではいられないというか……」

「──その会議は退たい屈くつじゃありませんか、アレクシス様。うたた寝ねとかしちゃったりして」

「えっ」と、そこでアレクが私を見た。その顔は明らかに狼ろう狽ばいした様子で、彼は慌あわてて視線を宙に走らせる。

「い、いや、そんな、そんなことは……というか、な、なぜ貴女がそんなことを……」

「分かりますよ」

「えっ」と、再度アレクが私を見る。その表情に向かって、私はうんうんと頷きながら、心からの共感を込こめながら言葉を続けた。

「自分に発言権のない会議に参加する時ほど、虚きょ無む感を覚えることはありませんものね。そこにいる意味も感じられず、かといって退席するわけにもいかず。内容だって延々平行線を辿たどり続けるか、あるいはハナから結論の決まっているものばかりですからね。ならもう最初から呼ぶなと。そりゃ途と中ちゅうでうたた寝だってしてしまいますよ、ええ」

「…………」

「そもそも本当は、アレクシス様のお気持ちが一番大事だと思うんですけれどね。そこを周りの方が聞いてくださらないから、いつまでも会議が終わらないんでしょうに……」

　アレクが言葉もなく私を見つめている。私はなおも深々頷いていたけれど、そこで隣に座るソラが、キョトンとした顔で私に尋ねてきた。

「あの……ミレーナ様は何かそういった会議に出られたことがあるのですか？　まるでアレクシス様と同じようなことを経験してきたみたいですけれど」

「え？　え、えぇっと、そうね、まあ昔、ちょっとね」

　ソラに向かって、私はしどろもどろになりながらも取とり繕つくろった。

　ヤバい、そういえばこれ前世の記憶だった……！　あの頃ころは週一か週二で謎のミーティングに呼ばれては、管理職同士の醜みにくい罵ののしり合いだとか、平社員に発言権のない予算案決議だとかを眺ながめてたっけ……ああいうのって、仮にこっちに何か言いたいことがあっても言える雰ふん囲い気きじゃないんだよね。そんな時私は勝手に瞼まぶたが下りてきて、眠ねむりの世界で推しとランデブーを決め込んでいた。だから会議の時にうっかりちょっと寝てしまう心理はとてもよく分かるのだ。

　ていうか本当何やってんだよ元老院。いっそ『アレクを愛めでる会』とかにしてアレクの話をもっと聞いてあげてくれ。私も入会するしいくらでも付き合ってやるから。

　……などと考えていたけども。そこで私はハッとなって、探るようにアレクの顔を見た。

　当たり前のことだけど、つまんない会議だからといって寝こけるなんてのは、社会通念上は好ましくないことだ。実際そうしていたとして、それを指し摘てきされたらアレクとしてもいい気がしないだろう。いやもう遅おそいけど。ごめんよアレクくん……。

　ただ、おずおずと視線を向けた私に、アレクはふっと笑って言葉を発した。

「全く……貴女という方はいつもこちらの想像を超えてきますね」

「へ……」

「規格外の奇跡の行使や、それを可能にする莫ばく大だいな魔ま力りょく。そして一人でこもって祈り続けるのではなく、国の歴史や民たみ草くさの生活に心を配り、あまつさえ私の悩なやみにまで寄より添そって──今までの聖女様がたとは、何もかもが違う」

　アレクは胸に左手を当てて、ニコリと微笑んだ。

「貴女の経験については存じ上げませんが、自分の悩みについてこれほど心からの共感を頂いたことはかつてありません。いえ、公こう儀ぎの場で居い眠ねむりをしてしまうなどと、誰に相談できましょうか……私だって、私を巡めぐる会議で眠りたくはない。そう思っているのに、自分が言葉を発しても意味がないように思えて、目を閉じてしまっていた。それを誰かに咎とがめられるのではないかと、怯おびえてもいた──」

「アレクシス様……」

「しかしだからこそ」少しさっぱりした顔になってアレクが笑う。

「貴女が私を責めないでいてくれて、私の『分かってもらえない気持ち』を分かってくれて、嬉うれしかった……ありがとうございますミレーナ様。次の会議ではもう少しだけ、自分にできることがないか考えてみようと思います」

「……!!」

　アレクの笑みを見て、私は胸にグッとくるものを感じていた。

　前世と今では世界が違う。かつては当たり前だった会社での経験が、こちらではそうではない。私にとっては普通の考え方や共感だって、アレクにとっては奇き異いに見え、そして同時に、感謝し得るものに見えることがある。

　なんでもいいよ。それで推しの心を少しでも癒せるのなら、私は私にとって普通のままで、周りから見て変わり者のままでいい。

「お……お役に立てたのなら幸いです」

　私がぺこりと頭を下げると、隣のソラが「あっ！」と大発見をしたような声こわ音ねで手を叩たたいた。

「そういうことならアレク様、私やミレーナ様と一いっ緒しょにお昼ひる寝ねしませんか？　ふかふかのベッドでも、お日様の当たる馬うま舍やの藁わらの上でも！　きっと気持ちよくって、頑張る元気が出ますよ〜」

「ほほう……」

「いいいいやちょっと、ソラ！　すみませんこの子ったら……それにもう、アレク様、なんて言っちゃダメでしょ……！」

　私はまたソラの口に手をやる。あのね、推しとお昼寝イベントとか尊さどころの話じゃないから！　身体中から体液噴ふき出だして爆ばく散さんするから！　そういうのはもっと段階踏ふんでから改めて提案してくださいソラ様お願いします。

　一方、当のソラは不満げに私を見て、プハっと手から逃のがれると言葉を零してきた。

「え〜……ズルイですよミレーナ様。私と二人の時にはアレクシス様のこと、ご自分でよくアレク様って言ってるのに。私も同じようにお呼びしたいです！」

「え。……え、あ、えっ!?!?　口に出してた私!?!?!?」

「アレク、ですか……」

　驚きょう愕がくする私の前で、ふむ、と顎あごを触さわるアレク。終わった……推しへの愛あい称しょうも、この封ほう建けん社会では不敬罪待ったなしだ。というか普通に恥はずかしい。誰か私を穴に埋うめてくれ。

　しかし、アレクはふっと表情を緩ゆるめると、朗ほがらかに私に笑いかけた。

「構いませんよ。愛称で呼ばれるなどいつぶりでしょうか……なんだか懐なつかしい。それに、敬愛の意を込めていただいているのはよく分かりますから。重ね重ねありがとうございます」

「あ、アレク様……」

「あっ、ミレーナ様さっそく！　じゃあ私も！」

　そう言って、アレク様アレク様と連呼し始めるソラ。彼女を見ながら、アレクは慈じ愛あいに満ちた顔でなおも優しく微笑んでいた。

　……うちの推し、完かん璧ぺきか……？　とりあえず私は公式から愛称が許可された歓喜に震え、内心で







　ウオオオオオオオオオアレクウウウウウウウウウ!!!!!!







　……と叫さけんでおりましたとさ。

　やっぱり、前世から何も変わってないな、私……。




　▲ジョブレベルが上がりました。







[image: 幕間１　よく知らないで推しの悪口を言うのは身内でも許さん]




　アハト・オーアインという国が生まれたのは、今からおよそ五百年ほど前だという。

　元々流る浪ろうの民たみだったという現王家の祖先は、長い旅の末に山あいの広野に腰こしを据すえた。それから開かい拓たくと近きん隣りん集落の併へい合ごうを経て、約二百年ほど前に、オーアインは現在とほぼ同じ広大な領土を手に入れたそうだ。

　その中で、王家は祖先の血脈を継つぎ続けるため、途と方ほうもない苦労をしてきたらしい。昔の王様は側室を何人も抱かかえてせっせと子作りに励はげみ、たくさん生まれた子どもたち（と周りの大人）の間では、血で血を洗う跡あと取とり戦争が勃ぼっ発ぱつし続けていたとか……恐おそるべし宮きゅう廷てい文化。ドラマとかで見る分にはいいけど、もし自分が渦か中ちゅうにいると思ったらゾッとしちゃうね。

　ただ、そんなよくある王家の風潮は、百八十年ほど前に終わりを告げた。

　疫えき病びょうの蔓まん延えんにより、当時の有力な世よ継つぎ候補が相次いで亡なくなってしまったのだ。これには当時の王様も頭を抱えた。王様は持病が悪化しつつあったし、残っている子どもは本来継けい承しょう順位がとっても低い──つまり幼い子どもだけだったから。

　しかし、それでも王様は跡継ぎを選ばなきゃいけなかった。せっかく領土も広がって国が安定してきたのに、ここでお家断絶となればオーアインは空中分解待ったなしだ。とはいえ、残された王子はたったの二人で、それも兄王子の母よりも弟王子の母の方が高貴な生まれという状じょう況きょうだった。継承順的には兄王子を次期王とするべきだけど、弟派の大人たちはその風習に激しく反発し、『より高貴な生まれの方を王子に！』と騒さわぎ続けていたのである。

　これじゃどっちにしろ王国はガタガタじゃないか……と、当時の王様がどれだけ胃を痛めていたかは想像に難かたくない。しかしその時、歴史が、というか兄王子の母が動いたのだ。

（王よ。私の息むす子こは、私の不義で産まれたことにしてくださいませ。このまま身内で争っているばかりでは、この国のためになりません……それよりもどうか、下の王子に目をかけてあげてくださいませ。私は息子とともに野やに下ります……どうか国をお守りください、あなた……）

　この兄王子の母の申し出に、当時の王は舌を巻いた。それまで王は、王おう妃ひたちの欲深い面ばっかりを飽あきるほど見てきたらしいからね。国のために身を引き、落ちぶれることを選んだ兄母の覚かく悟ごは青天の霹へき靂れきだったことだろう。

　結局、兄王子とその母は言葉通りに王宮を去った。そして、継承順が繰くり上あがった弟王子は、ものすごい英才教育によって優やさしくも聡そう明めいな青年に成長したのである。やがて王子が成人になったその日、戴たい冠かんの儀ぎを経て彼は新王となり、その日の夜に旧王は息を引き取ったという。

　大往生を遂とげた旧王は、死の間ま際ぎわに二つの遺ゆい言ごんを残した。

　一つは、かつて起きたような疫病騒ぎの再来に備え、名うての聖女を『オーアインの聖女』として取り立ててほしい、ということだった。当時、王宮の医師や薬師は疫病に対してほとんど有効な手を打てず、疫病が収束したのは彼らよりも、街の聖堂で頑がん張ばっていた修道士や聖女の力が大きかったらしいからね。そのため、旧王はかねてから国にもお抱えの神官がいるべきだと元老院（国政の最高機関）に訴うったえており、この遺言によって、その体制が実現したと言われている。ちなみになんで聖女だけかというと、男性の神官に力を与あたえすぎるのは政治的にヤバいと元老院が猛もう反はん対たいしたらしいから。うーむ、そういうところは流石さすが封ほう建けん社会……。

　そして旧王のもう一つの遺言は、自らが追放した（ことになっていた）王妃と、その王子の名めい誉よ回復についてだった。旧王は最さい期ごに、今まで隠かくされてきた真実を新王に打ち明けたという。そして新王は何を言うでもなく、静かに笑って父の手を取った。旧王は息子の手に抱だかれて、穏おだやかに息を引き取ったそうだ。

　その後、兄母は王宮に呼び出され、国難に際しての多大な貢こう献けんを認められて、正式に王家の分家としての立場を与えられた。そして新王は遺言通り『オーアインの聖女』を王宮に迎むかえ入いれた。お抱えのスーパー聖女を得た王家は疫病で跡継ぎを亡くすリスクが激減し、以前ほどたくさん子どもを作らなくてよくなったそうだ。それで新王は側室制度をなくし、稀き代たいの愛妻家としても歴史に残っている。

　──全てが丸く収まって、いやよかった万ばん々ばん歳ざいの大河ドラマだねうんうん……という感じだが、一方でこの状況に白目を剝むいたのは元老院や王様の周りの大人たちである。なんせ、せっかく男性神官の誕生を阻そ止ししたと思ったら、全く別件ですっごい権けん威いを持つ分家ができちゃったわけだからね！

　幸いにも分家の一族は温おん厚こうな性格で、国を割っての大政争とはならなかったけれど……何かの拍ひょう子しでパワーバランスが崩くずれれば、どんなことになってしまうかは確かに予想がつかない。それで王宮の中には今も、アレクをはじめとする分家の人間のことを警けい戒かいしている人たちが一定数いるという。新王は遺言に従っただけなのに、いやはや政治というのは何が最善なのか分かんないもんだ……。

　ただまあ、もし分家ができてなかったら今のアレクはいなかったかもしれないし、私としては分家の祖先に金きん一いっ封ぷうとかあげたいところだけどね。ああいや、こうやってパワーバランスが崩れていくのがよくないのかもしれないけども……それでもやっぱ分家最高!!　というかアレクが最高なの!!!!




　　　[image: くぎり]




　その日私は、王宮の庭園を一人で歩いていた。

　よく晴れた昼下がりだった。お昼ご飯をついつい食べ過ぎてしまい、苦しいお腹なかを少しならそうと思って、私はのほほんと散歩をしていた。ちなみに、この時ソラは私が苦しそうなのを見て、午後図書館に返す予定だった本を私の代わりに部屋まで取りに行ってくれていた。甲か斐い甲が斐いしくお世話をしてくれるのは本当にありがたいんだけど、彼女に頼たよりきりになっているせいで、私の自活力は怪あやしくなってきてるんだなこれが……。

　さて、オーアインの庭園には、丁てい寧ねいに整えられた花か壇だんと生いけ垣がきがある。特に生垣の方は立派な高さで、私の背せ丈たけよりも大きい緑の壁かべに、ポツポツとバラなんかが咲さいていて綺き麗れいなのだ。そんなわけで私は、今日も生垣を見ながら歩き回っていたのだけれども──。

「……ん？」

　──こんにちは、カリブロン殿でん下か──。

「……んん!?」

　緑の生垣の向こうから、男性の声が聞こえてきた。私が生垣の隙すき間まに目を凝こらすと、花のツルの間から、荘そう厳ごんなローブを着た二人の男性の姿が見えたのである。そのうち一人は、滑なめらかな金きん髪ぱつのよく知っているお顔の人だった。

（アアアアアレク!!　今日はこんなところにいたのかい!!!!!!）

　息を吞のみ、というか息を止めつつ生垣の向こうを見つめる私。いやこうやって推おしを覗のぞき見るのも背徳感があっていいねー……などとキモいことを思ったりするわけですが。ただそこで、私はアレクの表情が硬かたいことと、対面には見慣れない男性が立っていることに気付いたのである。

　ややボリュームのある金色のマッシュルームヘアの男性だ。顔はシュッとしていて理知的な感じ。アレクと歳としは近そうで、背は高めだが身体からだつきは華きゃ奢しゃ寄りだ。

　見ていると、アレクは男性に向かって一礼する。

「カリブロン殿下。本日は遠路はるばる、王宮までご足労いただき……」

「いや、やめてくれたまえアレクシス」カリブロンと呼ばれた男性が鼻で笑った。「キミが頭を下げる必要はない。王族ではなく、ただ王宮にいるだけの分家の人間が、ね」

「……そうですね」

（[image: あ゛][image: ァ゛]っ!?!?）

　男性の嫌いや味みっぽい口調を聞いて、アレクが苦笑いを返す。一方で、推しへの悪意ある発言を聞き取った私はいきなりブチ切れそうになったけど（というか手元のツルをちょっとちぎっちゃったけど）、沸ふっ騰とうする直前になって不意に、アレクの呼んだ男性の名前が頭の中で光った。




　アーガスト・カリブロン。

　カリブロン殿下といえば、現オーアイン国王アーガスト・ゴルドルの弟である、アーガスト・シルベウス公の息子だ。

　現在のオーアインを治めるゴルドル国王は、持ち前の優しさと経済政策の敏びん腕わんさで、国民から強力な支持を得ている。一方、王弟であるシルベウス公は騎き士し団の養成に非常に長たけているとされ、その指揮能力も相まって、国境沿いの領地で隣りん国ごくの動向に目を光らせているそうだ。

　百ひゃく戦せん錬れん磨まの猛もう将しょうにして、国家防衛の要。そんなシルベウス公は年に一回か二回ほど、オーアインの王宮に出向いて王様と会食をしていると聞いていた。つまりこのカリブロン殿下は、今回の父親の出張にくっついて来たというところだろう。

　……まあ、それが小ちっちゃい子どもとかだったら可か愛わいげもあるけどさぁ……どう見てもアレクと同じくらいの成人男性だし、今の台詞せりふからは人徳の欠片かけらも感じられなかったんですけど。王族じゃなかったらもう私が引っ叩ぱたいてるからなほんとに。




　とはいえ、流石に『オーアインの聖女』が王弟の子息を殴なぐったりしたらスキャンダルどころじゃないだろう。それで私はフゥーっと深呼吸を挟はさみ、なおも生垣の隙間からアレクたちの様子を窺うかがうことにしたのである──いや見ますよ？　こんな場面見ようと思っても見れないんだから覗くに決まってんでしょ!!

　さて、苦笑いをしていたアレクだが、それを見たカリブロンは溜ため息いきとともに首を振ふった。

「やれやれ……相変わらずキミは張り合いがないな。痛いところを突つかれたのだから反論の一つでも言うものではないのかね」

「いえ、反論など。私が分家の出であることは事実ですから」

「フン……そんなことだから他国からナメられるのだ。隣国の大物はキミのことを『ただ人気があるだけの優やさ男おとこ』と評しているそうだぞ」

「殿下、あまり外交に関わることをここで話されない方が……」

「僕に命令をするな」カリブロンはキッとアレクを睨にらんで言った。「聞けば、先日も邪じゃ教きょう団相手に邪じゃ神しんの召しょう喚かんを許したそうじゃないか。本来ならばその前に奴やつらを鎮ちん圧あつできるはずじゃなかったのか？」

「……申し訳ありません」

　そこでアレクは苦笑いを止め、再び硬い表情をしてカリブロンに頭を下げた。

「彼らの動きが予想以上に早く、こちらの目算が外れてしまいました。拠きょ点てんにしていた遺い跡せきのトラップにも苦戦し、我らの力不足を感じさせる結果に……」

「そんな言葉が聞きたいのではない！」

　ボスッ、と、あからさまにイライラした顔で、カリブロンが生垣を拳こぶしで叩たたいた。

「キミは聖せい騎き士し長だろう!?　聖騎士たちの先頭に立って民を導く……キミに求められているのは完かん璧ぺきな結果のみだと言ったはずだがな」

「……仰おっしゃる通りです。返す言葉もございません」

「フン……まったく、分家の人間だからと甘えているのではないかね」

　硬い枝にでも当たったのか、赤くなっている手をさすりながらカリブロンが嘲あざけった。

「最近では王の後こう継けいについてキミと僕とを比ひ較かくする人間がいるそうだが……見る目がない……今のキミのような中ちゅう途と半はん端ぱな人間を王にするなどとは、とんだお笑いだな……！」







　私が黙だまって聞けたのはそこまでだった。

「──ぬぅぅぅぅぅぅぅぅぅっっっっっ!!!!!!!!!!!!」

　これ以上、私の推しをバカにすんじゃねぇぇぇぇぇっっっっ!!!!!!!!!!!!







　もはや我が慢まんの限界だった（そこ、沸ふっ点てん低すぎとか言わない）。自らブレーキを手放した私は、目の前の緑の壁に爆ばく速そくで突っ込んだのである！

　不意に聞こえた叫さけび声ごえと草木の擦すれる音に、アレクとカリブロンがギョッとする。数秒すると、身体中に葉っぱと枝をつけ、怒いかりに燃えた私が二人の前に躍おどり出でたのだ。

「ミレーナ様!?」

　急に現れた私を見て、アレクが驚きょう嘆たんの声をあげる。私は勢いそのままに二人に一礼をすると、なおも上気した顔のまま、動どう揺ようしているカリブロンへと向き直った。

「なっ、なんだ貴様──」

「アレクシス様に謝ってください！」

「へぇっ!?」

　怒り心頭の私の叫びに、カリブロンは仰のけ反ぞりながら裏返った声を出す。

「謝ってください!!　よくもそんな失礼なことを……！　この方を誰だれだとお思いですか！」

「なっ、き、貴様こそ！　貴様こそ僕を誰だと思って……あ？　き、貴様、『オーアインの聖女』か……!?」

「落ち着いてくださいミレーナ様！」

　カリブロンが目を瞬しばたたいている中で、慌あわててアレクが私の両りょう肩かたを摑つかんで押し留とどめようとした。ただ、今の私は肩を摑んでもらったくらいじゃ止まらない。私はわなわなと震ふるえながら、さらにカリブロンに向けて言葉を投げかけた。

「分家だとかなんだとか……！　この方が、どのような思いで今の立場にいるかご存じなんですか!?　それに中途半端だなんて……!!　この間も、どんな大変な戦いだったか、ご覧になってもいないでしょうに……！」

「……ああそうか、『オーアインの聖女』には【千里眼】があるんだったか……」

　私の台詞に、カリブロンが怒りと動揺を抑おさえた様子で返答する。そこでまたアレクが「ミレーナ様、これ以上は……！」と肩を揺ゆすってくれたけど、それでも私は止まれなかった。

　推しをバカにされたのが許せなかったのだ。それも、アレクをよく知ったうえで批判するのとは違ちがう。彼のやっていることを知りもしないで、的外れなことばかり言って彼の価値を下げようとしたのが許せなかったのだ。王族だろうが知ったこっちゃない。そんな理り不ふ尽じんな悪意にアレク一人を晒さらしておくことは、私にはできなかった。

「アレク様はすごいのに……！　いっぱい悩なやんで、それでも頑張っているのに……!!」

「……ミレーナ様……」

　気付けば、私は感情が昂たかぶりすぎて危あやうく泣きそうになっていた。目の奥が熱くて、瞼まぶたの周りが潤うるむ。呼吸が浅くなって、アレクに支えてもらっている肩がカタカタと震えてしまう。

「……アナタなんかに……！　アナタのような人に、アレクシス様の素す晴ばらしさは分からないんでしょうけどね……!!」

「なんだとォ……!?」

　ダメだ、あんま喋しゃべりすぎるとマジで泣きそう。さっきの勢いを失した私は、唇くちびるを震わせながら捨すて台詞ぜりふじみた言葉を絞しぼり出だすことしかできなかった……が、それはカリブロンにクリーンヒットしたらしい。

　マッシュルームヘアの下の額にピキッと青筋が浮うかぶ。それを見たアレクは「殿下、どうかこの場は」と慌てて口にしたけれど、カリブロンももはや平静を装よそおうのは無理そうだった。

「貴様ッ──」

　ドン、と、憤ふん怒ぬの形相のカリブロンが一歩を踏ふんだ──。







「アレクシスが素晴らしいことなど、僕だって知ってるに決まってるだろうッッッ!!!!!!」







　一いっ瞬しゅん、私たちの間に沈ちん黙もくが流れた。

「……え？」

「で、殿下？」

　恐おそろしい罵ば声せいが来るものと身構えていた私は、目を瞬いてカリブロンのことを見つめた。状況の吞み込めないアレクも上うわ擦ずった声を発したが、なおもカリブロンは肩を震わせつつ、怒り心頭な様子で言葉を続けた。

「こちらが黙っていればぬけぬけと……！　貴様、アレクシスが夜な夜な鍛たん錬れんをしていることなど知らないだろう！　王宮に立つに恥はじない騎士でいたいんだと言って……僕が幼い頃からずっとだぞ!?」

「えぇっ!?（鍛錬してるのは知ってるけど）そ、そんなエピソード知らない！」

「そうだろう！」私の悲鳴に、カリブロンは勝かち誇ほこったように言った。

「【千里眼】がある分、自分の方がアレクシスのことを知っていると思ったようだが……僕とアレクシスは幼おさな馴な染じみだぞ！　子どもの頃ころはともに王宮で過ごした旧友に対して、よくもそうまで失礼な口を利きけたものだな!?」

　そこまで言って、カリブロンは鼻息荒あらく私のことを睨みつけた。一方、私とアレクは呆あっ気けにとられたまま、思わず互たがいに目を見合わせてしまう。

「……えーと……」私は咳せき払ばらいをしてカリブロンに向き直る。「その……今ご自身でも仰ったように、アレクシス様はいつだって頑張っていらして──」

「アレクシスが頑張っていることなど知っているッッッ!!!!」

　ドン、と私の言葉を遮さえぎって圧を強めるカリブロン。ええー……なんだこの人……いやなんとなくどんな人かは分かってきたし、ひょっとして仲良くなれるタイプの人かもしれないけど。ただそれでももう一回言わせてほしい。なんだこの人。

「アレクシスが常に自他を慮おもんぱかり、最善の道を歩もうとしていることなど知っているわ！　だが、稀代の才能を持った勇士として生まれたからこそ、過程だけでなく最高の結果を出すことこそがアレクシスに与えられた使命だ！　今の『金きん狼ろう』で満足されるようなことがあれば、この国の未来も察しがつくというものだろう!!　違うか!?!?」

「……えーっと……」

　私とアレクはもう一度顔を見合わせた。ただ、今度は困こん惑わくした表情ではなく、互いに小さな失しっ笑しょうを漏もらしながらだったけど。

　私はなおも笑えみを浮かべて、再びカリブロンに──いや、カリブロン殿下に向き直った。

「アレクシス様のこと、お好きなんですね。殿下」

「なぁっ……!?」

　私の言葉を聞いて、カリブロン殿下はハトが豆まめ鉄でっ砲ぽうを食ったように顔を歪ゆがめた。殿下はさらに、私の横でアレクシスが照れくさそうな表情を浮かべたのを見て、かぁーっと顔を赤くする。

「なっ、ち、ちちち違う！　僕がアレクシスを慕したっているなどと…！　出で鱈たら目めを言うな！」

「いえ、出鱈目も何も、今お聞きした事実を並べるとそうなってしまうというか」

「き、貴様……！」

　カリブロン殿下が歯は嚙がみをしながら私に唸うなる。ただ、その顔はやはり真っ赤なままだし、さっきまでの鼻持ちならない感じはどこにもない。

　するとそこで、満を持して、アレクが微ほほ笑えみながらカリブロン殿下に告げた。

「殿下。私のことを、それほどまでに認めてくださってありがとうございます。まだまだ至らぬところばかりですが、仰っていただいた通り、ここで歩みを止めるつもりはありません。これからも陰かげになり日向ひなたになり、国のため邁まい進しんしていく所存であります」

「ぐ……！」

　爛らん々らんと光る、揺らめく炎ほのおのようなアレクの眼まな差ざしを受けて、返す言葉を失うカリブロン殿下。さらにアレクは、恭うやうやしく殿下に礼をして台詞を続けた。

「それと、先ほど仰った後継者の件ですが……私は、殿下を除いて次代の王はいないと考えています。殿下こそ、遠く離はなれた地で国を想おもい、日夜鍛錬と勉学に励んでいるそうではないですか。お父上のシルベウス公から、いつも殿下の頑張りをお聞きしていますよ」

「それは僕もキミに並ぼうと……ああいや……クソッ！　親おや父じめ、僕にはそんなこと少しも言わないくせに……！」

「カリブロン殿下」とそこでさらに、アレクは跪ひざまずいて殿下の手を取ると、その甲こうに額をくっつけたのだ！

「殿下が王になった暁あかつきには、私は全ぜん身しん全ぜん霊れいで貴方様あなたさまを支えると約束しましょう。聖騎士として、王家に連なる者として──ですからどうか、これからも私を信じてくださいませ、殿下」

「──ッッ!!!!!!」

　瞬しゅん間かん、カリブロン殿下はその手をバッと引いて、依い然ぜん真っ赤な顔のまま、アレクのことをまじまじと見た。

　ひゃーすっごい……！　横にいた私も手で顔を隠しながら（でも指の隙間から覗いてたけどね！）、頰ほおを熱くさせながら二人のことを見ていた。流石アレク、相手が誰であろうともダイレクトに敬意とかあれやこれやを叩きつけてくる!!　そこに痺しびれる憧あこがれるゥ!!!!　殿下私と代われ!!!!!!

「……ぶ、分家の人間にしては殊しゅ勝しょうな態度だが……」数秒の間を置いて、カリブロンは咳払いをし、ローブを翻ひるがえしてアレクに背を向けた。

「そんなふうに媚こびてもぼ、僕は揺るがないからな！　仮に僕が王になれたとして、キミを登用するかどうかはあくまでその時の実力次し第だいだ！　覚えておけ!!」

「ええ勿もち論ろん。殿下に──王に見合う騎士でいられるよう、これからも奮って参ります」

「……フン!!」

　そう鼻息を立てて、カリブロン殿下はズンズンと庭園を歩き去っていった──嵐あらしのような一幕だったよまったく……頭上からは十三時の鐘かねの音が聞こえ、後に残されたのは、枝葉まみれで立たち尽つくす私と、殿下の背中を見つめるアレクだけだった。




「……ふぅぅーっ……」

　殿下が王宮に消えた後、アレクは背中を丸めながら深く息を吐ついた。

「あ、アレク様」

「ああ、ミレーナ様……すみません、なんだかどっと気が抜ぬけてしまいまして……」

　駆かけ寄よって声をかけた私に、アレクは小さく笑って背筋を伸のばした。

「はは……まさかこんなふうになるとは。貴女あなたが現れると、どうも予想のつかないことばかり起こるようです」

「え、あ、そ、そうかもしれないですね……てへへ……」

　アレクに言われて、私は笑うしかなくなって頰を搔かく。ヤバい、そういえばまたこんな推しの近くにいるじゃないか……！　先日の図書館に引き続き、勢い任せでとんだラッキー展開だ。枝葉まみれで酷ひどい恰かっ好こうだけど、その分のお釣つりは十分貰もらったと言えるだろう。

　ただ、そんな私を見たアレクはさらに、微笑みながら服と髪かみについた枝葉を払はらってくれたのだ！　ってマジで!?　いやそりゃ嬉うれしいけどいきなりだと心の準備できてないよ!!

「あ、アレク様……！」

「じっとしていてくださいね、ミレーナ様」

　アレクの大きな、滑らかな指が私の身体に優しく触ふれる。私は顔を真っ赤にしてされるがままになっていたけれど、その間も、ぽつぽつとアレクは語りを続けていた。

「……殿下とは、確かに昔は兄弟のように仲良く過ごしていました。しかしいつからか殿下の──いえ、双そう方ほうの接し方が変わってしまったのです。最近では、顔を合わせるたびに望まぬやり取りをするばかりでした」

「……アレク様……」

　ちょちょ、ボディタッチしながら大事な話しないでアレク。今こっちにそんな重要情報処理する余よ裕ゆうないから。

「けれど」なおもアレクは私に言葉をかける。

「ミレーナ様のおかげで、殿下の本心が見えました。殿下と私の心は、離れてしまったわけではなかった……王家と分家というしがらみはあれど、私たちの間には今なお絆きずながあることが分かりました。本当にありがとうございます、ミレーナ様」

「い、いえそんな……」

　私はしどろもどろになって返答を絞り出した。いやあの、本当に何の思し慮りょもなく、ただ勢いで出てきちゃっただけなんです……そんな感謝されるほどのことは……。

　ただ、アレクとしてはそんなこと関係ないらしく、心から嬉しそうな顔をして私のことを見てくれていた。それに私がウッと眩まぶしがっていると、さらにアレクは跪いて、おもむろに私の手を取ったのである！

「うぇっ!?　アレク様!?」

「……先ほどは、私を認めてくださって、そしてそれを言葉にしてくださって、ありがとうございました」

　アレクの吐と息いきが手の甲に当たる。私は顔面が炎のように熱くなるのを感じながら、フリーズしてアレクの甘い声を聴きいている。

「やはり私は、貴女が『オーアインの聖女』でいてくださることが誇らしい……どうか、殿下が王になった時、貴女も私のそばにいてください。この国には──そしてきっと私にも、貴女のような人が必要なのですから──」

[image: ]

　アレクの唇が手に触れた瞬間、私は手を、というか身体をビュンと引っ込めて、アレクから高速で飛とび退のいた。







「あっ」

「あッ！　あのッ!!　す、すいませぇッ!!!!」

　目を丸くしたアレクに、私は茹ゆでダコのようになりながら涙なみだ目めでまくし立てた。いやもう無理ですほんと。私は基本見守ってるだけでいいのに、幸せが臨界点突とっ破ぱしすぎてもうわけ分かんなくなってるんで!!!!　これ以上推しにどうこうされたら命に関わるんで!!!!!!

「あの、わ、わたッ私ッッ!!!!　用事を思い出したのでこれでッッッ!!!!!!」

「み、ミレーナ様」

「しッッッッ!!!!!!!!　失礼しまあぁすッッッ!!!!!!!!」

　──かくして、私はカリブロン殿下に続き、脱だっ兎との勢いでアレクに背を向けて走り去ったのだった。後ろからはアレクの呼びかけが聞こえたが、もはや振り返る余裕もない。

　はあああもう、これだから『オーアインの聖女』なんてもんは……！　不意にこんなとんでもないイベントに出くわすあたり、やっぱり国の重じゅう鎮ちんなんてホイホイなるもんじゃないのかもしれない。

　……まあでも、推しから期待してもらえて、そしてまた推しとお近づきになれるのなら、この立場も悪くないのかもしれない──なんて、かなりゲスなことを思いつつ、私は王宮に向けて全速ダッシュをキメたのだった……。







　ちなみに、私が走り去った後、アレクは「失礼だったか」と頭を搔いていたそうだ。そしてその顔には悪戯いたずらっぽい笑みが浮かんでいて、私を探してくれていたソラがそれを目もく撃げきしノックアウトされてしまったとか。

　……推しのレアフェイス見み逃のがしちゃったよもう!!!!　私のバカ!!!!!!　ヘタレ!!!!!!!!




　▲ジョブレベルが上がりました。







[image: ３　推しの仕事を見学しに行ったら色んな意味で死ぬ目にあた]




　前世において、私が推おしたちと触ふれ合あうことができた記き憶おくは数えるほどしかない。

　私が特に覚えているのは、彼らがそこそこ有名になってきて、それなりに大きな箱会場でライブをした時のことだ。彼らの代表曲の中には、メンバー全員が軽かろやかに壇だん上じょうから降りてきて、客席間の通路を走っていくのが恒こう例れいとなっているものがあった。そしてその日、私は抽ちゅう選せんで鬼おに引きを決め、自分史上最もステージに近いブロックに陣じん取どることができたのである。

　お決まりの曲が流れるなり、同じブロックのファンが通路側のフェンスに殺さっ到とうする。そんな中、その日の私は素す晴ばらしいスタートダッシュを決め、誰だれよりも先に通路側のベストポジションを確保することができたのだ！

　時間にして数秒、通り過ぎざまに不ぶ恰かっ好こうなハイタッチをメンバーと交かわしただけ。

　たったそれだけの記憶だけれども、私にとっては忘れられない思い出だ。有名になってしまった推したちにとって、私なんてもはや有う象ぞう無む象ぞうのファンの一人に過ぎない。それでも、そんな私でも、彼らにまた触れることができたのだから……。

　っていうかなんの話だったっけ。あそうだ、そういうわけなので、私は推したちのことを猛もう烈れつに愛していたけれど、推しとの触れ合いなんてものには縁えん遠どおかったのである。いや大体のファンはそうだろうけどさ。

　──ただ、そんな私に最近は過激なイベントが降り注ぎまくっている。『推し』である三騎き士しはみんな私のことを慕したってくれているみたいだし、アレクに至ってはキ……キス（手ての甲こうにね）までしてくれちゃったし……！　前世の私の距きょ離り感からすると、これはもうキャパオーバーもいいところだ。もしこれ以上のイベントが実現したら本当に心臓が止まるかもしれない……私としては推しに触れずとも、同じ空気を吸ってるだけで尊みの深い一日になるからそれでいいのにね。見守ることこそファンの本分だし！

　そう、だから私は推しに近づきたいとは思いつつ、肌はだの触れ合いなんて望んでいなかったのだ。それがまさか、こんな形で推しと超ちょう接近することになろうとは……。




「──あ、あの、サラマンダ様、私その、臭くさくないですか……？　い、一応昨日水浴びはしてたんですけど……」

「……ミレーナ様……」

「は、はい！」

「……嫌いやな臭においなんて、全然しません。というか、今それどころじゃありませんから……俺たち」

　そのサラマンダ様の声は、私の耳元で響ひびき鼓こ膜まくを揺ゆらした。

　目の前にはたくましい胸むな板いたがあり、私の腰こしは無骨な両手に抱かかえられている。

　そう今、私は推しの一人である『紅こう竜りゅう』グリム・サラマンダ様に、後ろからギュッと力強くハグされているのだった──鉱山の岩がん盤ばんの下で。いやどうしてこうなった……。




　　　[image: くぎり]




　ことの顚てん末まつを語るには、数時間前まで時計の針を戻もどさなければならない。

　要よう塞さい都市オーアインは、必要な物資を遠えん隔かく地の農村や鉱山から運び入れて経済を回している。よって農村や鉱山で採れる資源は文字通り国の生命線であり、その振しん興こうには国を挙げて取り組んでいるのだ。

　またその一方、各村各山には定期的に聖騎士が査察として派は遣けんされている。これは各現場の実態を国が把は握あくするためだけでなく、万が一反乱の兆きざしが見られた場合には即そく座ざに鎮ちん圧あつするためだ。そのため、重要度の高いところほど序列の高い聖騎士が派遣される。頻ひん度どは少ないが、アレクたちトップの聖騎士も（若じゃっ干かんの国民へのサービスもかねて）出向くことがあるそうだ。

　──そして、ちょうど今日。私は確かな情報筋（ソラが聞いてきた騎士たちの話）から、サラマンダ様が都市からほど近い鉱山に査察に出ると耳にしたのである！

　私は査察について、どんなものか話には聞いていたけれど、実際どういう感じなのかは前から興味があった。何より、推しの仕事姿を直接見られたらすごい楽しそうって思ってたんだよねぇ!!　……ということで、偶然暇ひましていた私はダメもとで国王並びにアレクに同行を願い出てみたわけである。すると、「勉強熱心なことで」とアッサリ許可が出てしまった。そんなわけで、私は馬車に揺られて、サラマンダ様と鉱山の査察に行くことになったのである。

　いや……一応私『オーアインの聖女』なんですけど、こんな簡単に遠出できていいんですかね……なんて出発間近になって心配した私だったが、王様とアレクはサラマンダ様のことをとても信しん頼らいしているようだったし、当のサラマンダ様が使命に燃える顔で、

「聖女様……俺が必ずお守りします。命に代えても……」

　なんて言うもんだから、これはもうはい喜んでと。やっぱりぜひ行かせていただきますとね。なりましたよねもう。ちなみにヒヨウきゅんは「『紅竜』なんかに任せて本当に大だい丈じょう夫ぶなんですか!?」って怒おこってたけども。ま、まあ大丈夫でしょ多分……。




「おぉぉ……これは……」

　そんなこんなで、ふかふかクッション付きの馬車に座って三時間半。私は馬車の小窓から、近づいてきた鉱山地帯の様子を眺ながめていた。

　山の中腹、そこからすり鉢ばち状に掘ほり下さげられた窪くぼ地ち。螺ら旋せん状の坂が上部から底まで延のびていて、そこにはトロッコ用のレールが敷しかれている。そこかしこには鉱こう床しょうに繫つながる横穴が掘られており、大おお柄がらな鉱員たちがのべつまくなしに行ったり来たりしていた。

　近づくにつれて、ツルハシやシャベルの金属音がけたたましさを強める。ここまで鉄と火薬と汗あせの臭いが漂ただよってくる──いやーすごい。トロッコ以外にはせいぜい滑かっ車しゃ式の人力エレベーターしかない、大おお雑ざっ把ぱで原始的な鉱山の風景だ。しかし、それ故ゆえにものすごい熱気に満ちている。馬車の中からでも肌が汗ばんでくるのを感じた私は、（もしここにソラがいたら、ジッとしてられなくて籠かごの中で走り回っていたかもしれないな……）と、独りでクスクス笑った。

「……ここはそんなに面おも白しろいものですか、聖女様」

「ひゃいっ！」

　と、そんな私に馬車の外から声が飛んでくる。

　私が小窓から覗のぞくと、横に馬をつけていたのはサラマンダ様だった。

　筋きん骨こつ隆りゅう々りゅうながら美しく引ひき締しまったシルエット。燃えるような赤あか髪がみと、厳しそうだが敬意もありありと分かる誠実な表情。いつもより少し薄うす手での銀ぎん鎧がいを身につけているサラマンダ様に、私は「ええっと」と言葉を返した。

「あの……このような場所を訪おとずれるのは初めてで、活気に圧あっ倒とうされてしまって……その、お気に障さわったなら申し訳ありません」

「ああ、いえ……そういうわけではなくて……」

　私の謝罪に、サラマンダ様はぼそぼそと言葉を繫ぐ。

「……俺は……ああいや、私はよく、鉱山の視察に出向くのですが……その分、当たり前の光景になってしまって。ですので、それほど喜んでいただけるのが新しん鮮せんというか、嬉うれしいというか……」

「サラマンダ様……」




　う〜〜〜〜〜〜ん!!!!!!　尊い!!!!!!!!

　▲ジョブレベルが上がりました。




　照れたように目を伏ふせたサラマンダ様を見ながら、私は内心でしみじみと手を合わせていた。

　そうなんだよなぁオレ様キャラっぽい顔してるけど内心すっっっっっっごい謙けん虚きょなんだよなぁキミ!!!!　しかもなんか庶しょ民みん感覚というかささやかな幸せへの感度がすごい!!!!!!　ギャップ萌もえ!!!!!!!!

　……などと私が拝んでいると、ゆっくり進んでいた馬車が止まった。あれ、と私が小窓から前を見ると、馬車の前にはドワーフみたいにずんぐりした鉱員が二人、ツルハシを肩かたに行く手を塞ふさいでいる。

「あ、あの……」

「オイオイ、なんだこの金ピカの馬車はよう。新しいトロッコかぁ？」

「ひぃ！」

　御ぎょ者しゃの悲鳴を遮さえぎって、鉱員Ａがドワァと笑った。怯おびえる御者を見て、鉱員Ｂもニヤニヤ笑いを浮うかべながらサラマンダ様に言う。

「サラマンダの旦だん那な、こりゃ何事ですかい。こんな鉄クズまみれの場所に来たがる貴族なんて、どんな変人だ？」

「おいお前たち、口の利きき方に──」

「ちょぉぉおっっと待ったぁぁぁぁ!!」

　と、今度はサラマンダ様の声に被かぶせて。鉱員Ｂの台詞せりふを聞いた私は、大声で喚わめきながら馬車から飛び出した。「「おぉっ!?」」と驚おどろいた様子の鉱員二人に、私は嚙かみつきそうな勢いでツカツカと歩み寄る。

「今あなたたち、サラマンダ『の旦那』って仰おっしゃいましたよね!?　なんてことを……！　羨うらやましい、じゃなくて不敬ですわよ！　この方はねぇ序列第二位の」

「ぐ、グリム・サラマンダ様、だろ？」

「そうです!!!!!!」

　鉱員Ａの回答に、私はぶんぶんと頷うなずいた。あまりの剣けん幕まくに圧倒された鉱員たちは、若干、というかドン引いた表情でサラマンダ様の方を見る。

「だ、旦那、誰ですかいこの女は」

「……口の利き方に気をつけろ。その御お方かたはエナ・ミレーナ様……『オーアインの聖女』様だ。次に無礼な発言をしたら、相応の罰ばつを覚かく悟ごしろ」

「「はぁっ!?」」

　サラマンダ様の台詞を聞いて、鉱員ＡＢはギョッとして私から飛とび退のき平ひれ伏ふした……っていうかサラマンダ様、いつの間にか剣けんに手をかけてる!?

「お、落ち着いてくださいサラマンダ様！　今のは私への言葉に怒ったわけではなくて、その……」

「……申し訳ありません聖女様。こいつら、調子に乗りやすい性格で……根は悪くないのですが、慣れてる俺相手だからと気を抜ぬきすぎたようです。処分は如何様いかようにでも」

「いやいやいや！　大丈夫ですんで！」

　しまった、また推し関連で反射的に動いた結果大事になってしまった……！　まあこの前のアレクの時もそうだったし、もはやいつものことって言ってもいい感じはあるけどね……なんて諦あきらめ顔をしつつ、私は静かに激げき昂こうするサラマンダ様を必死でなだめるハメになりましたとさ。意外と血気盛さかんなのねサラマンダ様……。

　ちなみに、綺き麗れいな土下座をキメていた鉱員ＡＢは「せ、聖女様だぁ……!?　聞いてねぇぞそんなの……」と小声でボヤいていた。

　そりゃね、来るの決まったの今朝だったからね。ごめんね。




　それから私とサラマンダ様は、鉱員ＡＢの案内のもと査察の任務に精を出した。

　オーアインの街にほど近く、しかも開かい拓たくされてから日が浅い鉱床。ここは今最も活気に溢あふれた鉱山であり、それ故に働く鉱員たちの目もギラギラと殺気立っていた。ただ、そんな彼らもサラマンダ様を見ると、おぉと手を上げて挨あい拶さつをする。

「サラマンダの旦那、また来てくれたのか」

「見とくれよこれ、プラチナだぜ！　こんな浅層で出るとはたまげたがな！」

「……分かったから、仕事に戻れ。まだ休きゅう憩けい時間じゃないだろう」と返すサラマンダ様。

「分かってるって。あんたがいる間は手て抜ぬきはしねぇ」

「いや、いつだって俺らは大真面目に働いてらぁ！　サイコロの博打ばくちも大好きだがな！」

「違ちげぇねぇ！」

　そう言ってドワァと笑う鉱員たち。彼らを見るサラマンダ様は呆あきれた様子で、しかし彼らの働きぶりに噓うそはないことを確かく認にんすると、「……何かあったら呼べ」と、一声かけて次のエリアへと向かった。

「旦那はいつも、俺たちのことをしっかり見てくださってるんでさぁ、聖女様」

　サラマンダ様の後ろについていきながら、私は鉱員Ｂの話を聞く。ちなみにこのＢさんが副鉱員長で、今はサラマンダ様の横にいるＡさんが鉱員長だったらしい。旦那呼びはもう許しました。いずれ私も言ってやるからな……！

「数年前から旦那が査察に来るようになったんですが、あの人はいい。無口で無愛想だが、俺たちのことはちゃんと評価してくれるんでさ。前までのジジイは偉えらぶるばかりで、俺たちの苦労や努力なんてものには欠片かけらも注意を向けなかった」

「なるほど……」

「それにちょいと前、ここが今より大雑把で荒あれてた頃ころ、旦那はお上に掛け合って、色々と設備を整えてくれやして。それがなかったら今いま頃ごろ、ここは事故だらけの危険地帯になってたかもしれねぇな」

　とそこで、Ｂさんがでへへと緩ゆるんだ顔を私に見せる。

「実を言うと、旦那は俺の命の恩人で……あの人が暴走した古トロッコを止めてくれなかったら、俺ぁ今頃レールのシミになってまさぁ」

「……そうですか……」

　熱っぽく語るＢさんを見て、小さく頷く私。うんうん、それもまた尊みよね。

　サラマンダ様は強面こわもてとぶっきらぼうさのせいで民衆からの人気は低いのだけど、真面目で頼たよりがいのある性格のおかげで、他の騎士や査察を受けた労働者からの評価はめちゃくちゃ高い。ちゃんと見てるって言うなら、サラマンダ様だけじゃなくて貴方あなたたちもだよ、Ｂさん。

　……しかし、そうか。

　そこで私はふと、今聞いた言葉に思いを馳はせる。この世界には車はないけれど、暴走したトロッコに轢ひかれて死ぬ、なんてことはあるらしい。サラマンダ様は死なないでいてくれたけれど、そのことが少し、私の脳みそを刺し激げきする。

　前世の記憶がコップの縁ふちから溢れかける。

　──ただ、結局何か思い出す前に、私の耳には「ミレーナ様」という声が響いていた。

「あ……サラマンダ様」

「すみません、目を離はなしてしまって……そいつ、無礼を働きませんでしたか」

「いえ、全然」

「おいおいあんまりだぜ旦那」サラマンダ様に睨にらまれて、憤ふん慨がいしたようにＢさんが言った。「もうさっきみてぇな真ま似ねはしねぇよ。聖女様っつったら、あんた方を守ってくれる人だろう？　そんな立派な人に失礼を働く奴やつなんて、顔が見てみたいぜ」

「…………」

「冗じょう談だんだよ冗談！」

　そう言って、再びドワァと笑うＢさん。サラマンダ様はそれに呆れつつ、ぺこりと私に頭を下げた。

「すみません、ミレーナ様……こんな者どもしかいなくて、さぞむさ苦しいでしょう」

「いえいえ、私なら大丈夫ですよ」

　サラマンダ様の言葉に、私は笑いながら首を振ふる。

　今の言葉に噓はない。なぜなら、前世の私の実家は男ばっかりの板金屋で、車の修理やらパイプの成形やら、寝ねても覚めても鉄板を加工している家だったからだ。だから鉄の臭いも汗まみれの男の臭いも、魂たましいに染しみついているレベルで慣れっこだったのである。

「むしろ懐なつかしい感じです。転生する……ああいえ、王宮に来る前は、こちらの方々のような家族と一いっ緒しょに暮らしていましたから。それに、サラマンダ様のお話も聞かせていただいたので。とても有意義な時間でしたよ」

「聖女様ぁ……！」

　私の言葉を聞いて、Ｂさんはほぉっと嬉しそうな顔をする。一方のサラマンダ様は、驚いたような表情で私をまじまじと見つめた。

「……ミレーナ様は、鉱員たちにもお優やさしいのですね。貴族の方々は皆みな、鉱山に働きに出る者なんて汚きたならしいと仰るのに」

「言いませんよ、そんなこと」

　サラマンダ様の話を聞いて、私はムッと言葉を返す。いや、サラマンダ様に怒ったのではなく、貴族の奴らの言い方がムカついたのだ。偉そうにしやがって、一回文なし寸前まで堕おちてみろブラックバイトの求人だって救いの手に見えるから……！　まあ学生時代に私が破産寸前までいったのは、グッズの買いすぎのせいで完全に自じ業ごう自じ得とくなんですけどね。それはナイショ。

「……貴女あなたと一緒に、ここに来られてよかった」

　プリプリしている様子の私を見ながら、サラマンダ様はニッと笑ってそう言った。







　さて、読者の皆様はそろそろ『いつになったらこいつらは土に埋うまるんだ』とお思いのことでしょう。

　もう埋まります。

　というのも、サラマンダ様と私が鉱山の更さらなる奥おく地ちに足を踏ふみ入いれた頃。私は足の裏から、どこか馴な染じみのある感覚が走ってくるのに気付いたのだ。

「ん……？」

「……ミレーナ様？」

　急に立ち止まった私を見て、隣となりにいたサラマンダ様が声をかけてきた。その少し前からは先導する鉱員ＡさんＢさんも私の方を見てきたが、私はその場で固まったまま動かない。

　足の裏から響いた感覚は、徐じょ々じょに上へ上へと昇のぼってきて私の身体からだを『揺らしていた』。

　パッと蘇よみがえったのはまた前世の記憶だ。三十余年分、多くはないが決して少なくもない、身体とともに『大地が揺れる』感覚。日常と、それから非日常を内包した、忘れようにも忘れられない感覚──。

　ズン、と山が震ふるえた。

「!?」

「「うおぉっ!?」」

「皆様頭を守って！」

　ガクンとつんのめったサラマンダ様と、悲鳴をあげるＡさんＢさん。彼らを尻しり目めに、私は祝詞のりとを口ずさんで奇き跡せきの詠えい唱しょうを始めた。

　地じ震しんだ！　それも、この世界に転生してから経験したことがないほどの！

　揺れが強まる。横穴の梁はりがミシミシと唸うなり、鉱山中から恐おそれおののく声が響く。

「み……ミレーナ様！」

　バランスを崩くずしながら、それでもサラマンダ様が私のそばに駆かけ寄よって身体を支えてくれた。激しく揺れる地じ盤ばんの上でガクガクしつつも、私は何とか最後まで祝詞を唱え切る。

　口にしたのは【神の息い吹ぶきの奇跡Ⅳ】。

　ふおっと、辺り一帯に柔やわらかな風が吹ふく。

　そしてその直後、空が落ちてくるような轟ごう音おんとともに、鉱床の地盤が私たちの上に降り注いできた！

「「「うわぁぁぁぁっっっっ!!!!」」」

「ミレーナ様!!!!」

　──ズズン、という、野太い絶ぜっ叫きょうを搔かき消すほどの鈍にぶい音。

　激しい揺れは次し第だいに弱まり、石と石がぶつかる音、あるいは梁が捻ねじ切れる音もやがては収まっていく。

　そして沈ちん黙もく。

　衣きぬ擦ずれの音も、呻うめき声の一つもない。

　さっきまでの活気が噓のように、鉱山は静まり返っていた。

　…………。

　……………………。

「……ぷはっ！　あ、よかった、ちゃんと効いてたみたいですね、奇跡」

「み……ミレーナ、様……」

　暗く重たい地の底。落らく盤ばんの下した敷じきになった私とサラマンダ様だったが、驚くなかれほとんど身動きができない以外は全くの無傷で、しかも呼吸まで普ふ通つうにできていたのだ。恐らくだが、ＡさんＢさんはじめ崩ほう落らくに巻き込まれた他の鉱員たちも同じような状じょう況きょうだろう。

　あ〜〜〜〜……私、スゴい聖女でよかった〜〜〜〜〜〜!!!!

　さっき私が唱えたのは、自然災害からのダメージを防ぎ、どんな環かん境きょうでも人の命を守る【神の息吹の奇跡】だった。台風や水害とも縁遠いオーアインの地では今まで使う機会がなかったけれど、今回ぶっつけ本番のわりには上手うまくいったようだ。元から範はん囲いは広めの奇跡だったし、ランクⅣともなれば鉱山全体に効果を発揮していることだろう。いや咄とっ嗟さの判断にしては冴さえてたじゃないか私。自分やサラマンダ様だけじゃなく他の鉱員さんたちにまで気を配るとはエライぞ。

　……なんて自画自賛してたのだが。そこでふと、私は自分の身体に何かガッシリしたものが触れていることに気付いたのだ。おや？ と思ったのも束つかの間ま、私の耳には「あの……」という静かなイケボが響いていた。

「……奇跡、ありがとうございます。それと、思わず無礼を働いてしまったこと、お許しください」

「……えーと……」

　暗くら闇やみの中、私は自分の身体に意識を集中させる。土や岩とは違ちがう、程ほどよい硬かたさと熱を持ったものが私を包み込んでいた。そして先ほどのサラマンダ様の声は、明らかに私の耳元から響いてきたのだ。これは……

「……さ、ささささササササラマンダ様!?!?!?」
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　そう、今私は身動きもほとんど取れないような状況で、覆おおいかぶさるようにしてサラマンダ様に抱だきしめられていたのである!!　いや確かに、崩落の直前までサラマンダ様は私を支えてくれていたし、この人のことだから最後まで私を守ろうとしてくれたのだろう。実際には奇跡があったから、その必要はなかったんだけど──

「……ご無事でよかった。ミレーナ様……」

「う、うう……！」

　ああああああああああダメェェェェェェぇぇぇぇこれぇぇぇええええああああ!!!!!!!!

　サラマンダ様の低く力強い声が鼓膜を通じて、ダイレクトに脳に刺ささる。鎧よろい越ごしの体温が私の身体に徐々に移ってくる。

　太い大きな腕うでが、優しく、敬意を込こめて、私のお腹なかあたりをギュッと締めつける。

　ヤバい、これヤバいマジでヤバいこれ。【神の息吹の奇跡】は効果が切れる前に重ねがけできるし、ＭＰ的には一ヶ月分くらいは余よ裕ゆうで唱えていられるだろう。ただ、私たちは結構奥地で埋まっているだろうし、崩落の規模も分からないからいつ救助が来てくれるかも不明だ。そうなると呼吸はともかく水や食料やトイレの心配が……ってその前に、私の正気が!!!!　無理!!!!!!　キャパがもう既すでに無理!!!!!!!!

「ふぬっ……！」

「あ、ど、どうしました、ミレーナ様」

　いきなり身体をよじった私に、ギョッとして声をかけてくるサラマンダ様。いやあのですね、何かで気を紛まぎらわせないとヤバいんですよ私。分かります？　君のせいなんやぞほんと!!!!　許して!!!!!!

「ふぬぬぬーッッッッ!!」

「み、ミレーナ様、大丈夫です、俺がいますから、落ち着いて……！」

　私がなおもモゾゾゾと蠢うごめくと、怯えていると思ったのかサラマンダ様はさらに強く私を抱きしめてきた。なんという悪あく循じゅん環かん……！　ただそこで、身をよじる私の肘ひじが、サラマンダ様の脇わきをデュクシと突ついたのだ。

「んぁっ……！」

「えっ」

「……………」

「……えっ」

　私は動きを止め、稼か働どうできる目め一いっ杯ぱいの角度で自分の首を捻ひねった。ついでに小声で【灯火の奇跡Ⅰ】を唱えて、蠟ろう燭そくくらいの光を呼び出す。

　今回の査察で、サラマンダ様は普ふ段だんよりも薄手の鎧を着ていた。機能性重視の鎧は、腕で隠かくれる脇から腰にかけてのサイドが鉄線を編あみ込んでいるだけのいわゆる鎖帷子くさりかたびらになっていたのだ。その部分に関しては一応守られているとはいえ、プレートメイルの鉄板に比べればその防ぼう御ぎょ力はないに等しい。

　私が視線を上に向けると、サラマンダ様は──私のエルボーを脇に受けて喘あえぎ声をあげたサラマンダ様は──かあっと顔を赤くして目を伏せていたのだ。

「あ、あの」

「……み、見ないでください」なおも顔を赤くして、震える声でサラマンダ様が言う。

「弱いんです、そこは……どうか触さわらないで……」

「…………」

　デュクシ。

「ひぁっ」

　デュクシデュクシ。

「うっ、ひぅ……！」

　目を血走らせて、無言のままエルボーを連打する私。ビクビクと震えていたサラマンダ様は、やがて目に涙なみだを浮かべて俯うつむいてしまった。

「サラマンダ様」

「……す……すみません、ミレーナ様……」

　私を抱きしめたまま、頑がん健けんな男性が声を潤うるませる。私はハアハアと息を荒あららげながら、続く彼の言葉を聞く。

「み……見せたくなかった……貴女に、こんな……情けない姿を……すみません、ミレーナ様……」










　エッッッッッッッッッッッッッッッッッッロ!!!!!!!!!!!!

　▽【スキルブースト】発動！

　▽【神なる掌てのひらの奇跡ＥＸ】を唱えます。










　──そこから先の記憶は曖あい昧まいだ。

　自分が何か唱えたことは覚えている。私はなにがしかの奇跡を行使し、再び鉱山には轟音が鳴なり響いたのだ。後から聞いたところによると、地盤が勝手に波打って、生き埋めになっていた鉱員たちを一人残らず地上へと吐はき出だしたという。もちろんその中には私と、サラマンダ様も含ふくまれていたようだ。

　正気を取り戻した時、私が横たわっていたのは地面の上で、周りには大勢の鉱員たちと、サラマンダ様が跪ひざまずいていた。

「……サラマンダ、様……」

「ご無事ですか、ミレーナ様」

「ええ、多分──」

『ウオオオオ聖女様ぁぁあ！』

『オーアインの聖女様!!　奇跡の御み業わざ!!』

　私が目覚めたのを見て、ＡさんＢさんを筆頭に鉱員たちが私を讃たたえて叫さけんだ。ああまあ、大勢の命を救ったのだからこうもなるか。私は疲ひ労ろうを浮かべた顔で、それでもひらひらと彼らに小さく手を振る。

　……記憶にモヤがかかっている気がした。えぇと、私はサラマンダ様と鉱山の奥に行って、そしたらでっかい地震があって……。

　と、そこでサラマンダ様が私に手を差し伸べてくれた。そういえば地べたに座っていた私は、その手を借りてどっこいしょと起き上がる。

　その瞬しゅん間かん。

　スッと、サラマンダ様が私の耳元に顔を寄せて言った。

「……ミレーナ様。どうか、あのことはご内密に……」

「……ハッ!!!!」

　目を見開いてサラマンダ様を見る私。一方のサラマンダ様は私の身体を支えてくれつつ、いつも通り精せい悍かんな顔でキビキビと周りに指示を飛ばし始めていた。

　しかしよく見ると、彼の耳は真っ赤に染まっている。

　……サラマンダ様、改めサラくんよ。さっきはごめんね。今日のことは私たち二人の秘密だから、お墓まで持っていくから……安心してね、サラくん。

　そんなことを思いながら、泥どろまみれの私はあまりの尊さに吐と血けつし（た気分になり）つつ、ゆっくりと即そく席せきの休憩所へ運ばれていくのであった……。

　神様ごめんなさい。我が欲よくに溺おぼれて推しを悲しませた私を、如何様にでも裁きたまえ。あでも今日の記憶を消すとかはやめてください。金ならやる。国税から出た給料だけど。




　▲ジョブレベルが上がりました。







[image: 幕間２　推しに応援してもらえたなら何でもできる気がするマジで]




　オーアインという街について、多くの国民は『大きくて強い国の首都』以上の認にん識しきは持っていない。もちろんそれは間ま違ちがいではないのだけど、もう少し地理的な面に触ふれるのなら、『強い国の住みよい首都』と言うべきかもしれない。

　この国の主要都市であるオーアインは、山脈のそばの盆ぼん地ちに築かれている。街の前方には大河という堀ほりがあり、後方には山脈や砂さ丘きゅうという壁かべがある。つまり、オーアインとは自然に守られた要よう塞さい都市なのだ。ここに『オーアインの聖女』の存在も相まって、アハト・オーアインは大陸で最も攻こう略りゃくし難がたい国として知られていた。

　さらに、オーアインの街は大雨や大雪が少なく、雷かみなりや台風の被ひ害がいも少ない。年間の降雨量はさほど多くはないが、それでも大河の水や山の渓けい流りゅうを上う手まいこと街へひいてきており、水不足に悩なやまされることも少ない。ちなみに、盆地は乾かん燥そうしやすく気温も高くなりがちなのだが、オーアインでは遮しゃ熱ねつ性の高い石やレンガ造りの家が主流なので、猛もう暑しょや火事で大だい惨さん事じとなることも少ないようだ。

　戦いに強く、暮らし向きも悪くない。オーアインの立地は大国の要よう衝しょうとして非常に優すぐれていて、だからこそかつての戦乱時代は、他国がこぞってこの地を狙ねらっていたという。猛もう烈れつな攻こう撃げきに晒さらされながらもこの地を守まもり抜ぬいた王様の家系は、やっぱり相当優れた当主だったんだろうね……跡あと目め争いとかに目を瞑つぶれば。

　そう、そんなわけでオーアインは長年の間、自然の猛もう威いとは無む縁えんだったのである。しかしだからこそ、民たみたちは──転生してきた私も含ふくめて──すっかり忘れていた。

　ひとたび自然が牙きばを剝むけば、自分たち人間がどうなってしまうのか、ということを。




　　　[image: くぎり]




　地じ震しんの後、急いで鉱山から戻もどってきた私とサラくんを待っていたのは、瓦が礫れきまみれのオーアインの街と、その中で騎き士したちに指示を飛ばしていたヒヨウきゅんだった。

　時刻は夕方。歪ゆがんでしまっていた正門を抜けたところで、軽けい鎧がい姿の彼が、籠かごと馬から降りてきた私とサラくんに気付いた。そのまま彼はこちらに駆かけ寄よってくると、私に向かって一礼する。

「ザックロー様……！」

「お帰りなさいませ、ミレーナ様！　ご無事で何よりです──それと、オイ、遅おせぇんだよ『紅こう竜りゅう』!!　てめぇサボってたんじゃねぇだろうな!?」

「無む駄だ口ぐちを叩たたいている暇ひまはないだろう、『蒼そう鷹よう』」

　自分の部下に指示を出しつつ、サラくんがヒヨウきゅんをギロリと睨にらむ。そのまま彼が「状じょう況きょうはどうなっている」と尋たずねると、ヒヨウきゅんは舌打ちをして首を振ふった。

「街は大混乱だったよ……家や畜ちく舎しゃがぶっ壊こわれて、人も家か畜ちくもパニックになってたからな。いつぞやドラゴンが来た時以来の騒そう動どうだった」

「……ですよね、やっぱり……」

　ヒヨウきゅんの言葉を聞いて、私は辺りの様子に目を配る。

　見える範はん囲いの家々は、そのほとんどが半はん壊かい、あるいは完全に崩くずれてしまっていた。火事は起こっていないようだったが、往来には切せっ羽ぱ詰つまった様子で駆け回る人が溢あふれ、中には大声で誰だれかの名前を叫さけんでいる人たちの姿もあった。

　既すでに地震が起きてから数時間。それでもなお混乱の収まらぬ街を見て、私は自分の心臓がドクドクと早はや鐘がねを打つのを感じていた──が、そんな私を支えるように、サラくんが私の肩かたを抱だいてくれる。そしてヒヨウきゅんも、私にニコリと笑いかけてくれた。

「……大だい丈じょう夫ぶです、ミレーナ様」

「ええ。今も騎士団は機能しているし、鉱山からの早馬で、聖女様がご無事だってことは分かってましたからね。みんな貴女あなたを待って耐たえていた……これから少し、忙いそがしくなるかと思いますけど」

「あ……い、いえ、大丈夫です全然！　なんでもやります、はい！」

　ヒヨウきゅんの台詞せりふを聞いて、私はハッとしながらもそう言った。

　そうだ、私は『オーアインの聖女』なのだ。鉱山でやったみたいに、またみんなを助けなければならない。普ふ段だん特権だなんだと推おし活をさせてもらっているのだから、ここで力を発揮できなければ申し訳が立たないというものだ。

「……ミレーナ様、どうかご無理はなさらず」

　ただ、ふんと鼻を鳴らした私を見て、サラくんがそう言って私の両手を握にぎってくれた。急な推しのタッチに私は（あと横で見ていたヒヨウきゅんも）「!?」となったけれど、彼はそれに構わず、誠実な表情で私に台詞を続ける。

「……改めて、鉱山では本当にありがとうございました。貴女が、『オーアインの聖女』でよかった……もし何かありましたら、いつでもお呼びください。すぐにでも、駆けつけますから……」

「は……は、はぃぃ……！」

　サラくんの真まっ直すぐな熱が、私の手から身体からだへ流れてくる。

　あわあわと言葉を返す私を見て、サラくんはふっと小さく笑うと手を放してくれた。それから彼は一礼をして踵きびすを返かえす。

「『蒼鷹』、アレクシス様がどこにいるか知っているか？　もう少し詳くわしい状況を聞きに行きたいんだが」

「……あ、ああ。アレクシス様なら、中央広場にいるんじゃねぇか」

　ヒヨウきゅんが驚おどろき顔のままサラくんに返す。それを聞いて、サラくんはこくりと頷うなずくと街に向かって歩き去っていった。

　残された私とヒヨウきゅんは、少しだけ呆ぼう然ぜんとしてその場に留まる。

「……んだよあいつ、キザったらしい真ま似ねしやがって。あんなことする奴やつだったか……？」

　ヒヨウきゅんが意外そうに言う。その横で、私は握ってもらった両手をワキワキさせながら、サラくんの残してくれた熱を感じていた。

　くそう……鉱山ではあんなエロ……じゃなくて可か愛わいかったのに……！　やっぱ『推し』のそばにいる時は油断ならないぜ……!!




「──ん？」

　と、その時。いつもなら尊みでジョブレベルでも上がりそうなタイミングで、私はふと奇き妙みょうな感じを覚えた。

　どこからか見られているような感じ……といっても、はっきり何かの存在を感じたわけではない。例えるなら、ホラー映画を見た後でシャワーを浴びている時、なんとなく後ろが気になってしまう感覚と近いというか。何かが私に近づこうとしているような、あるいは、触れようとしているかのような……。

　しかし、辺りを見み渡わたす私の目には、おかしなものは映らない。

「どうかしましたか、ミレーナ様？」

　そこでヒヨウきゅんに声をかけられて、私は「いえ、なんでもありません」と返事をした。

　……こんな状況だし、普段ならなんてことないことが気になっているだけよね、多分。

　気付くと、その奇妙な感じは消えている。それで私はふるふると首を振って、ヒヨウきゅんの案内の元、街の方へ歩き始めたのである。







　それからのことはまさに怒ど涛とうの一言だった。

　オーアインの街では、この地震に際して広場や大通りにテントを張って、そこを即そく席せきの救護所として使っていた。私はヒヨウきゅんにサポートしてもらいつつ、地割れの走った街かい道どうを駆け回って、救護所のケガ人を片かたっ端ぱしから治ち療りょうしていったのである。ちなみに私からは【癒いやしの奇き跡せきＥＸ】を使うことも提案したけれど、私への負担が大きすぎるとか、あんなデカい光をバンバン出したらそれはそれでパニックになるかも……ということで却きゃっ下かとなった。ちょっと神様、この奇跡めっちゃ使いにくいんですけど!?

　──ただ、そんなことを言っていてもしょうがない。街の人たちの中には瓦礫の下から助け出されたとかで重傷の人も多く、その人たちが力ちから尽つきる前に私は奇跡を振るわなければならなかったからだ。足を止めている暇などない──そして私は、街を回っているうちに、救護所でお手伝いに加わっていたソラと再会したのだ。

　それまでは頑がん張ばって気き丈じょうに振る舞まっていた様子のソラだったけれど、私を見つけるなりわんわんと泣きだしてしまった。それからしばらく、ソラは私の腕うでに摑つかまりながら、グスグスと泣いていることしかできなかったのである。

　無理もない。私が転生してから、あれだけ大きい地震は経験したためしがなかった。まだ幼いソラにとって、自分の立っている地面がグラついて、そして家々が轟ごう音おんとともに崩れていくのを見るのはどれだけ恐おそろしいことだったか分からない。それはソラだけじゃなく、他の多くの人たちも同じように感じたことだろう。

　ヒヨウきゅんが顔を見せるたび、そして私が奇跡を使うたび、救護所の人たちは皆みな笑え顔がおになってくれた。しかしその後、彼らの多くは外を見て、崩れている家々を目に留めて、表情を曇くもらせていた。街の人たちが覚えた恐きょう怖ふと、これからの日々に抱いだいた不安をまざまざと感じながら、私とヒヨウきゅんはかける言葉を見つけられず、急いで次の救護所に向かうことしかできなかったのだ。

　夕方頃ごろから始まった救護所巡めぐりは、日が暮れても、カンテラや蠟ろう燭そくの明かりを頼たよりに続けられた。そして夜も更ふけた頃ころ、ようやく私たちは、街の全ての救護所を回り切ることができたのだった。







「ふうぅぅぅぅ〜〜〜〜〜〜……」

「お、お疲つかれ様さまです、ミレーナ様」

　最後の救護所を訪おとずれた後、中央広場に設けられた仮設テントの中。

　任務を終えてヒヨウきゅんと別れてきた私は、ソラとともにテントにて休息を取ることになった──いや疲れたわ!!　ＭＰについてはまだまだ余よ裕ゆうがあるけど、如何いかんせん身体の方はあまりに貧ひん弱じゃくなのだ。前世から運動神経には自信がなかったものの、転生してまで体力不足を嘆なげくことになるとはね……せっかく『推し』であるヒヨウきゅんと長時間過ごせたというのに、あまりに余裕がなかったせいで、彼の振る舞いとか台詞なんてものはほとんど頭に残っていなかった。体力がないって悲しいことなのね……知らなかった……。

　私はふぅ、と再び溜ため息いきを吐ついて、即席ベッドに腰こしかけながら自分の足をグリグリ揉もみだす。それを見たソラは慌あわててマッサージを手伝ってくれたが、その最中にぽつりと、彼女は私に言葉を零こぼした。

「……本当に……お疲れ様でした。ミレーナ様はやっぱりすごいですね」

「え？」

「あんなに多くの人をお助けになって……ザックロー様が仰おっしゃってましたけど、今回の地震ではほとんど誰も亡なくならなかったそうじゃないですか。本当だったらたくさんの人が命を落としていたのかもしれないのに、ミレーナ様がいてくれたから……」

「……そう、かもしれないわね……」

　ソラの称しょう賛さんを聞いて、私は頷きつつ彼女の頭を撫なでてあげた。それにソラはホッとしたように笑ったけれど……一方で私は、笑うことができずにまたふうと息を吐いていた。

　再会した直後はほとんど話もできなかったソラだが、その後私が救護所を回るのについてきて、また各所で私が人を癒していくのを見て、少しずつ普段の調子を取り戻していったのだ。

　彼女は私の奇跡に元気づけられたと話してくれた。私としても、誰かを死の淵ふちから救ったり、それを目にした人を元気づけたりできるなら、やはりこの力は大したものじゃないかと思いもする。ただ一方で、私はどこか重たい気持ちで肩を落としていた。

　ふと私が横を見ると、カンテラの明かりでできた自分の影かげが、テントの中で揺ゆれている。背を丸めているそのシルエットは、思っていたよりとても小さい姿に見えた──なんだろう、この感じ。褒ほめられているのに落ち着かない。それも照てれくさいとか、舞い上がっているからというわけでもない。ただ、その正体を上手く言葉にできない……。

　程ほどなく、ソラは極度の疲ひ労ろうからか、私のマッサージをしながらもウトウトし始めた。それで私は彼女にお礼を言って、隣となりのテントで横になるよう告げる。

「……ありがとうございます。お先に失礼しますね、ミレーナ様……」

　ソラが挨あい拶さつをして去ると、後には静せい寂じゃくだけが残される。

　自分のテントへ戻ったソラを見送ってから、私は何度目かも分からない溜息を吐いていた。疲れはまだ取れていない。しかしその一方、頭の中はグルグルと整理できないままで空回っていた。私はベッドに腰かけながら、寝ねるでも起きるでもなくぼんやりしていたのである。




　そうこうしていると、不意にテントの向こうから「ミレーナ様？」と私を呼ぶ声がした。




　その声に、微睡まどろみかけていた私はハッと目を瞬まばたく──人が来ていることに気付かなかった。いやしかし、その声は聞き慣れたもので、不ふ審しん者が私を脅おびやかしに来たのではないことはすぐに分かった。

「あ……アレクシス様!?」

「ええ、私です。少しお話しができればと思って訪れたのですが……お休み中でしたか？　もしお疲れでしたら、また……」

「いいいいえ、ちょうど寝つきが悪いと思っていたところなので！　どうぞお入りくださいませ!!」

　周りの迷めい惑わくにならないようヒソヒソ声にしつつも語勢を強める私。それを聞いたアレクは少しの逡しゅん巡じゅんの後、「それでは失礼します」と遠えん慮りょがちに言って、テントの入り口から顔を覗のぞかせた。

　カンテラの明かりが、闇やみ夜よに『推し』の顔を映し出す。

　アレクは出しゅっ征せいの時のように軽装の鎧よろい姿で、髪かみを一つ結びにしていた。彼の化け粧しょうは汗あせで斑まだらになっていたが、その様子と、そして滲にじみ出でている疲労の色は、彼がこのオーアインの街で献けん身しん的に働いたことを示している。ああやっぱ、どんな時でも『推し』が誇ほこらしいって思えると、それだけでなんか嬉うれしくなるよねぇ……！

「おっ、お疲れ様ですアレク様！　こんなことになってしまって、さぞ大変かと……！」

「……それはこちらの台詞ですよ」

　私の口をついて出た言葉に、アレクが控ひかえめに笑えみを漏もらす。それから彼は深々とお辞じ儀ぎをして、「ミレーナ様。奇跡によって民を救ってくださり、本当にありがとうございます」とお礼を言ってくれた。

　ただ、彼の台詞を聞いて、私の喉のどがヒュッと締しまる。

「あ……い、いえ、そんな。できることをしているだけですよ……私には、これくらいのことしかできないので……」

「十二分に過ぎる働きです」なおもアレクは私に言う。

「サラマンダから聞きましたが、鉱山でも多くの鉱員たちをお救いになったそうではありませんか。それからザックローからも、街でのご活かつ躍やくを聞いています。並の聖女では何十人いようとも、これほどの人を救うことはできなかったでしょう」

「……そう、ですよね……」

　アレクが熱っぽく褒めてくれるのを聞きながら、それでも私は俯うつむきがちに視線を逸そらしてしまった。それを見て、アレクが「ミレーナ様？」と声をかけてくれる。しかし、私は押し黙だまったまま、日中に街で見かけた人たちのことを思い出していたのだ。

　瞬いた瞼まぶたの裏では、ケガが治って喜ぶ顔と、その後で崩れ去った自分の家を見て、途と方ほうに暮れている顔が交こう互ごに揺れた。

　少しして、私は伏ふし目めがちにアレクに尋ねる。

「あの……『オーアインの聖女』が【家を建て直す奇跡】を覚えたことって、今まであったりしませんでしたかね？」

「【家を建て直す奇跡】ですか？」アレクは少し考えた後、申し訳なさそうに私に答えた。

「……寡か聞ぶんにして存じません。物を作り直す術というのは『錬金術師アルケミスト』の領分かと思いますが、それでも、家を再建する術については聞いたことがありません」

「……そうですよね……」

　二人の間にまた少し沈ちん黙もくが流れる。私はなおも俯きがちにベッドに座っていたけれど、そこでアレクが「何かお困りなのですか、ミレーナ様」と聞いてきた。

「我々や、私に何かできることはありませんか？　お話を聞くくらいしかできないかもしれませんが……それでも私は貴女の助けになりたいのです。以前、ミレーナ様がそうしてくださったように」

「……アレク様……」

　私は顔を上げてアレクのことを見る。テントの入り口にいるアレクの表情からは、私を慮おもんぱかってくれていることがありありと伝わってきた──ああズルい。そんな顔されたら断れるわけないって……もはや考えがまとまっていなくても関係ない。胸がぎゅっとなってしまった私は、「……あ、あの」と、意を決して彼に言葉を発したのだ。

「私……今までは、奇跡を唱えたらそれでみんな笑顔になってくれていたじゃないですか。病気やケガを治したり、力や加護を与あたえたり……でも、今回はそうじゃないんだなぁって、思っていて……」

　ああ、言っているうちに段々と、私にのしかかるものの正体が分かってきた。

　私は街の人たちのケガを全部治したけれど、失われた彼らの家や財産を取り戻すことまではできなかった。そして、それでは彼らを救ったことにはならないんじゃないかと、そう思っていたのだ……もし私が前世で宿なし一文なしになったら、それこそ残るのは絶望しかなかっただろうから。

「……みんなこれからのことが不安そうで……私はケガは治せても、そんな先のことまでは……私、『オーアインの聖女』のはず、なのに……」

「ミレーナ様……」

　アレクの前で、また私は顔を伏せてしまう。

　私は『オーアインの聖女』なのだ──その力は絶大で、目に留まる人たちのことはみんな助けられるはずで、助けてきた。今回も鉱山での仕事は完かん璧ぺきで、少し前までの私は自信満々で舞い上がっていたのだ。

　ただ、街に帰ってきて、ケガが治ってなお落らく胆たんする人々を前にして、私は自分にも限界があると分かってしまった。そして私はなんだか、そんな自分がとてもちっぽけに感じられてしまったのだ。

　この力でもできないことはある。じゃあ、今回のような災害や事件が続けば？　私が精せい一いっ杯ぱいやってもどうにもならない……そんなことになってしまったら、私は私欲で『箱推し』しているだけの役立たずになってしまうだろう。

　私は万ばん能のうじゃなかった。そして万能じゃない私は、どうすればいいのだろうか……。

「……貴女は、背負いすぎている」

「え？」

　不意に、アレクが凛りんとした声で私に言った。そして彼は「失礼します」とだけ言うと、急にテントの中へと足を踏ふみ入いれてくる。彼は私の座るベッドの方に近寄ると、なんとそのままスッと私の横に腰かけたのだ！

「……えっ!?　あ、アアアレク様!?」

「ご無礼をお許しください、ミレーナ様。少し、私の昔話を聞いていただけますか？」

　ギョッとして狼ろう狽ばいする私のすぐ横で、アレクが静かに、けれど誠実な表情でこちらを見つめていた。いやいきなりすぎだよ疲労も眠ねむ気けも吹ふっ飛とんだわ!!　ただ、私からすると彼の申し出を断る理由は何もない。そして私がおずおずと頷くと、アレクは小さく咳せき払ばらいをして、絵本の読み聞かせのようなトーンで話し始めた。

「そう……あれは数年前、私がとある村を視察に訪れた時です。その村は小高い丘おかにあって、天気が変わりやすい場所でした。その日も昼過ぎから急に分厚い雲が空に現れ、嵐あらしのような風雨が村を、そしてそこを訪れていた我々を襲おそいました」

「村……？」

「……フフ」私の疑問を聞いて、アレクは少し笑う。「話を続けますね。その日、偶ぐう然ぜん村に居合わせた私たち聖せい騎き士し隊は、嵐に備える村人たちを手伝って駆け回りました。まあ、もはやその日のうちには帰れなさそうだったので、仕方なしに手伝うことになったという方が正確なのですがね」

「…………」

「私は村の若者一人と、必死に村の畑を守りに行きました。苗なえに布を被かぶせたり、納な屋やを補修したり……私はそうしたことの経験がなかったので、無む我が夢む中ちゅうでした。やり方もよく分からないまま、若者に怒ど鳴なられ半分に教わるまま、とにかく自分にできることを、と……全ての仕事をやり終えて借り家に帰っても、これで大丈夫なんて思えないまま、軋きしむ家で他の騎士たちと固かた唾ずを吞のんで嵐の晩を明かしました」

　そこでアレクは、気き恥はずかしそうに私に笑った。

「実を言うと……その日私はほとんど一いっ睡すいもできなかったのです。暴風の音も雨が窓を打つ音も、私にはとても恐ろしく思えた。朝になったら、この村のほとんどが飛ばされているのではないのかと──そんなことまで思いました。まあ、それは杞き憂ゆうもいいところだったのですがね」

「大丈夫だったんですか？」

「ええ。次の日、昨日一いっ緒しょに走り回った若者が朝一番に借り家に来て、お礼を言ってくれましたよ」そこでアレクは、少し顔を厳いかめしげにして、ぼそぼそと台詞を言う。

「『……おかげさまで、助かりました。あんたがたが手伝ってくれたから、思っていたよりもずっと多くの家と畑が無事でした。あんたがたがいてくれて、よかった』……と」

「……えっ、今の口調って……」

「失礼します」

　その時だった。私がアレクのモノマネに何か言おうとしたタイミングで、不意にテントの入り口からまた声がしたのだ。私はそれにビクッとしたけれど、やはり今の声も聞き慣れた人のものだったので、すぐさま気を取り直す。

「さ、サラマンダ様……？　どうしてこちらに？」

「こんばんは、ミレーナ様。こちらにアレクシス様がいると聞いて来たのですが……」

　静かだが力強い言葉が入り口の布越ごしに響ひびく。それを聞いて、アレクは私に「彼も入れてよいでしょうか」と尋ねた。

「え、ええ……どうぞ、お入りになってください、サラマンダ様」

「……それは……いえ、失礼します、ミレーナ様」

　アレクと同じく、少しの逡巡の後でテントに入ってくるサラくん。彼の顔もまた土つち埃ぼこりで汚よごれていたが、その顔は真っ直ぐに前を見ていて、自分はまだまだ動けると表明しているようだった。

「申し訳ありません、夜分遅くに……アレクシス様、こちらで何を？」

「いや、ミレーナ様への挨拶にな……そして今さっきまで、お前の話をしていたんだ、サラマンダ」

「……え？」

「あ、や、やっぱりさっきの若者って、サラく……サラマンダ様のことだったんですね!?」

　キャッと、目を光らせてアレクとサラくんを交互に見る私。きょとんとしているサラくんにアレクがさっきまでの話を繰くり返すと、サラくんはかぁーっと顔を赤くした。

「……昔のことです。それに、あの時は貴方あなたのことをよく知らなかったので……無礼を働いてしまったことは、今でも申し訳ないです」

「いや、気にしてはいないよ」サラくんの謝罪に、アレクは優やさしく笑った。

「ただ、ミレーナ様にもあの日のことをお伝えたしたくてな」

「……アレクシス様たちが、俺の村を助けてくださったこと、ですか？」

「いや、違う」そこでアレクは立ち上がると、サラくんと私を交互に見て言った。

「『私たち』で、『協力して』村を守ったことを、だよ」

「……あ……」

　アレクの台詞を聞いた私はぱちぱちと瞬きし、それを見たアレクがふっと笑う。

「あの日、私は独りで嵐に立ち向かっているつもりになっていました。けれど違った……本当は、あの日村にいた全員が戦っていたんです。村の若者に礼を言われて初めて、私は彼が、私と一緒に戦ってくれていたことに気付けました」

「…………」

　アレクの言葉を聞いて、サラくんが照れくさそうに目を伏せる。それにアレクはまた笑うと、彼の横に並んで私に向き直った。

「ミレーナ様。先が見えない時は、いつでも、誰であっても不安なのだと思います。けれど、その時に各おの々おのができることをすれば、間違いはないとも思うのです──なぜなら貴女は、そして我々は、独りではないのだから」

「……！」

　アレクの言葉が、そして彼の横で力強く頷いてくれたサラくんの姿が、私の胸を打つ。

　私は莫ばく大だいな力を持つ『オーアインの聖女』だ──けれど、だからといって全てを為なせるわけじゃない。いや、為さなくていいのだ。私は私のできる限りをやればいいと、アレクたちが教えてくれている。

　ならば私は、未いまだ吹き荒あれる嵐の中で、自分にできることをやるしかないじゃないか。

「……少しでも、肩の荷には下りましたか？」

　目を瞬しばたたいた私を見て、アレクが尋ねてくる。それに私はニッと小さく笑った。

「ありがとうございます、アレクシス様。私、明日からもまた頑張れそうです」

「それはよかった……ああいや、お礼はサラマンダにも。私はただ彼のことを話しただけなので」

「い、いえ、そんな、俺は……」

　急にアレクに話を振られて、サラくんが慌てて言葉を濁にごす。そんな彼を見て、アレクと私はクスクスと笑みを零していた──。







　二人と別れた後、残された私は再びテントの中を見回す。

　テントの布地には、依い然ぜんとしてカンテラに映された私の影が伸のびていた。しかし、その大きさはさっき見た時よりも少しだけ大きい気がする。そして私の脳のう裏りでは、別わかれ際ぎわにアレクとサラくんが言ってくれた言葉が反はん響きょうしている。

（明日も頼りにさせてください、ミレーナ様。我々も、必ず貴女をお支えしますから）

（……おやすみなさいませ。また明日、ミレーナ様……）

　気付くと、私の背筋がシャンとしている。

「……また明日、か……」

　私は自分の頰ほおをぺちっと叩くと、それから毛布を翻ひるがえしてベッドに横になった。

　そうだ、地震がなんぼのもんじゃい。たとえ国中の大工さんがケガしたって、私がみんな治してやるもんね！　自然様だかなんだか知らないけれど、気合を入れた人間様を簡単にポッキリいけると思わないでもらおうかしら!!

「おやすみなさいっ」

　私は誰へともなくそう言って目を閉じた。瞼の裏では、さっき見た『推し』二人の背中が揺れている──ああやっぱ、大変な時こそ『推し』って大事だわ。二人の応おう援えんのおかげで明日も頑張れる……だから、私が頑張ったら……またあの優しい笑顔を見せてちょうだいね、二人とも……。




　▲ジョブレベルが上がりました。







[image: ４　推しとのデートイベントとか妄想の中だけじゃないんですか？]




　アハト・オーアインを襲おそった大だい地じ震しんから、一ヶ月が経たっていた。

　思い返すと、あの日の地震は日本でいう震しん度ど５強か６弱くらいだったと思う。いわゆる『立っているのが難しい揺ゆれ』だ。前世の私が住んでいた地震大国日本でも、ごくごくたまにしか起こらないレベル──耐たい震しん意識が極きわめて高い日本でさえ並なみ大たい抵ていではない影えい響きょうが出る規模だ。そんなものがここオーアインで炸さく裂れつしたなら、その被ひ害がいや衝しょう撃げきはもう筆ひつ舌ぜつに尽つくし難がたい。元老院の爺じい様がた曰いわく、この国ではウン百年ぶりの大地震だったらしいしね。

　既すでに見たように、王都では多くの建物が倒とう壊かいの憂うき目めにあい、相当数の国民が大なり小なりケガをするという事態になった。幸いだったのは、なぜか今回の地震では余よ震しんがほとんどなかったことだろう。堅けん牢ろうに作られていた王宮や城じょう砦さいにはさほど被害も出ず、よって被ひ災さい直後、速すみやかに聖せい騎き士し隊が救きゅう援えんに動けたことは僥ぎょう倖こうだった。

　力ちから尽つきさえしなければ、『オーアインの聖女』が奇き跡せきを起こしてくれる──聖騎士隊は私の存在を重傷者たちに説き、私とサラくんの帰き還かんまでどうにか彼らを踏ふん張ばらせてくれた。そして私は帰還後、それからその後に至るまで、スーパー聖女として自らの役割を果たしたのである。

　本当だったら死んでいたはずの人たちが、私の奇跡の力で蘇よみがえっていく──それは正直現実味のない光景で、私は自分が、自然の摂せつ理りからは外れたことをやっているのだと薄うっすら思った。けれど、目の前の苦く悶もんの顔がふっと安あん堵どに変わるのを見るたび、私は内心で「細けぇことはいいんだよ」と呟つぶやきもしたのだ。

　誰だれかを助けるのに理由がいるか、というのは、昔やったゲームの主人公の台詞せりふだ。私は医術者ではないし、そうなりたいとも思わない。普ふ通つうの感性でただ無責任に、誰かの苦痛がなくなったらいいと願うだけだ。後のことは誰か偉えらい人が考えてくれるだろう。

　三十日という時間が飛ぶように過ぎ、瓦が礫れきが片づき始め、家々の再建の目処めどが立ち始めた頃ころ。民たみの沈ちん痛つうな面おも持もちはようやく少し和やわらいで、オーアインの都には再び活気ある声が響ひびくようになっていた──。







　一方の私はというと。

「ハァァァァァァ〜〜〜〜〜ッッッッ……」

　王宮の自室のベッドに横たわって、死んだような顔で溜ため息いきを吐ついていた。あーすっごい懐なつかしい感じだわこれ。三十連勤後に家のベッドに寝ね転ころがった時の感じ。何もやる気出ねー……。

　三十日間の救援活動の後の、久しぶりに完全に何もない休日。私の精神は疲ひ労ろう感と解放感とその他た諸もろ々もろの感情で完全にフリーズしていた。いやね、ＨＰとかＭＰが切れたとかじゃないんですよ。最近は駆かけ回まわるほどのこともなかったので体力も削けずってないし、ＭＰについては常時モリモリ満みち溢あふれてるし。少なくとも身体からだの方は健康だった。

　ただ、気持ちに関しては話が別だ。被災してすぐは、行く先々で酷ひどいケガを負った人が溢れ返っていて、そこで聞いた苦悶の声は今でも耳に残っている。私はそれを搔かき消けそうとして頑がん張ばり続けたわけだけど、そうやって気を張りながら『オーアインの聖女』をやったことは、私にとって相当な疲労だったのだと思う。

『できる限りのことをしてくれればいい』と、アレクとサラくんに諭さとされたのはもう一月前になるのか──あの日、二人にそう言ってもらえたおかげで私の気持ちは軽くなり、そこからの連日を乗り切ることはできた。ただ、今のこの腑ふ抜ぬけぶりを見ると、やはりアレクたちを推おしているだけの小こ娘むすめに、『オーアインの聖女』は荷が重い気もしたのである。いやもちろん、私の代わりなんていないんだろうけど……その事実もまた、私の呼吸を苦しくさせているような気がする。

「……疲つかれたなぁ……」

　体力の疲労でもなく、魔ま力りょくの欠けつ乏ぼうでもない。転生してからすっかり忘れていた、精神がすり減っている感覚だ。まあ前世ではこんな状じょう況きょうが頻ひん繁ぱんにあったと思えば、転生できてよかったのかもしれないけど……。

　そういえば、あの頃はどうやってこんな気持ちを乗り切ってたっけ。何もやる気が出ない、給料が入っても明日に希望が持てない。そんな時、私は一体何をしてたっけ──。




　と、考えていた時だった。

　トントンと、突とつ然ぜん部屋のドアがノックされた。私はギョッとして、超ちょう速そくでベッドから起き上がって居住まいを正す。え、いや誰だ？　アレクから聞いていた限りだと、聖女が動かなきゃいけないことはしばらくなさそうだって話だったのに……。

「は、はぁい、どうぞ」と、とりあえず返事をする私。

「失礼します、ミレーナ様」

　そう言って、ガチャリとドアから顔を覗のぞかせたのはソラだった。予想外の来客に、私はおや、と瞬まばたきをする。

　私の可か愛わいい侍じ女じょちゃんは、震しん災さい後の三十日間、ずっと献けん身しん的に私を助けてくれた。ローブを洗ったりご飯を運んでくれたり……自分も不安で怖こわかったろうに、結局ソラは初日以外、一いっ切さい泣き言を言わずに私についていてくれたのだ。で、そんなソラに私は報ほう奨しょう金と数日間のお休みをあげ、養護院の養母さんに自分の頑張りを報告してくるよう伝えていたのである。

　……いやあの、死んだ眼めの私を見せたくなかったからですよ？　決してソラが里帰りしてる間に好き放題怠たい惰だしようと思ってたとかジャナイデスヨ……まあどっちにしろ、私は彼女を送り出したところでやる気の糸が切れ、無気力でベッドに横たわることになっていたのだが。

　しかし、さっき送り出したばかりの彼女が戻もどってきたことは不思議だった。私が首を傾かしげつつ「どうしたのソラ」と尋たずねると、彼女は「ええっと、ミレーナ様、あのですね」と言って、部屋の外を見る。




　程ほどなくして、扉とびらの陰かげからひょっこりと一人の青年が顔を出し、それを見た私はギョッとその場で飛び上がった。




「こんにちは、ミレーナ様」

「ヒ、ヒヨ……じゃなくて、ザックロー様!?!?」

　アレクやサラくんに比べると細身で低い背せ丈たけ。少し癖くせのあるフワッとした黒くろ髪かみが可愛らしい笑え顔がおとともに揺れ、透すき通とおるようなターコイズブルーの瞳ひとみがキラリと光る。

　序列第三位『蒼そう鷹よう』、ヒヨウ・ザックローことヒヨウきゅん。唐とう突とつな彼の登場に、私はベッドの横に立ち尽くしたまま、パクパクと口を開閉した。

「え……ええっと……ザックロー様、いったい何用でこちらに……？」

「突然の訪問お許しください、ミレーナ様」

　肩かた書がきには合わないが、動きやすいからとよく着ているシャツとベスト姿で、ヒヨウきゅんは私と、それからソラにも軽く会え釈しゃくをしてくれた。

「今しがたこの子を捕つかまえて、無理を言って案内してもらいました。このことの責は後で如何様いかようにでも」

「い、いえ、責なんてそんな……」

「そうですか？　それはよかった」

　矢や継つぎ早ばやにヒヨウきゅんの台詞が続く。私が目を回しそうになっていると、彼はニコニコしながら私の方へと歩み寄ってきた。

　うっ、ヤバい大だい丈じょう夫ぶか私。水浴びは昨晩した、歯は磨みがきも今朝した。上下の下着は……いやこの世界下着にバリエーションあんまりないから大丈夫だわ。ていうかそんな心配するだけ無む駄だだわ。バカだわ私。

　しかし、そう自問自答していた私のすぐ目の前までヒヨウきゅんは接近してきた。それに私が「えっ」と仰のけ反ぞるのも構わず、彼は私の手を取り、跪ひざまずいて小さく口づけをしたのである！

　ソラが「きゃっ！」と可愛らしい声をあげる。一方の私はヒヨウきゅんにされるがままで、目を限界まで見開いて足元の推しの姿を記き憶おくに焼きつけていた。

　ヒヨウきゅんが顔を上げ、ニコリと爽さわやかな笑えみを浮うかべる。

「──お疲れのところ申し訳ありません、ミレーナ様。どうか何も言わず、今日一日オレにお付き合いいただけないでしょうか」

　……いや待って、尊いとかそういうのじゃないわこれ。状況が理解不能すぎて脳が処理を拒きょ否ひしてるわ。ヤバいエラー出てるわこれ。







　かくして、ヒヨウきゅんの突然の訪問によって思考停止に陥おちいった私は、再びソラを古巣に送り出した後、その足でヒヨウきゅんとオーアインの街へ繰くり出だすことになった。

「見せたいもの、ですか？」

「そうなんですよ」

　私の手を引きながら、少し前を歩くヒヨウきゅんがそう言った。曰く、彼はわざわざアレクや王様の許可まで取って私を連れ出しに来てくれたらしい。サラくんは「聖女様に無理をさせるな」と反対していたらしいけど……まあサラくんの言うことをヒヨウきゅんが聞かないのはいつものことだもんね。

　ちなみに、彼の目的について私が尋ねても、ヒヨウきゅんは「ナイショです」と人差し指を立てて笑っているばかりだった。んもう、いけず。

　そんなわけで今、私たちは変装用の黒いフードを被かぶって大通りの端はしを歩いていた。

　王宮に繫つながる大階段を下りた先。ここは露ろ店てんや老舗しにせの店が立ち並ぶバザールになっていた。もちろん、ここも地震の影響が各所に見られ、半はん壊かいした建物や片づけ切れていない瓦礫の山が未いまだ残っている。しかしその一方で、大工さんたちの盛せい況きょうな声も辺りには満ちていた。

　建物を修しゅう繕ぜんし、あるいは再び一から組み上げていくという営みの音。他にも、金かな槌づちの音やレンガを重ね合わせる音が四方から響いていて、それに被さるように、大工たちに炊たき出しを振ふる舞まう人々の声も聞こえてきた。この活気の中で騒さわぎを起こさず歩くなら、ヒヨウきゅんが用意してくれたように変装が必要だったろう。彼も、そして私も一応は国の重じゅう鎮ちんなのだから。私の方の自負は薄うすいけれども。

「……元気ですね、皆みな様さま。あれだけのことがあったのに」

「あれだけのことがあったからですって」

　そう言って、ヒヨウきゅんはフード越ごしに私にニッと笑う。公おおやけの場ではちゃんと畏かしこまっている彼だが、気を許す相手の前ではこの通り砕くだけた話しぶりになる。それを嫌きらうカタブツな人（サラくんも含ふくむ）もいるけれど、私含め多くの民衆からは好意的に受け止められているのだ。そりゃ年ねん齢れい的にも、顔立ち的にもこっちの方が合ってるしね。

　なおもヒヨウきゅんは、私の手を引きながら言葉を続けた。

「何があろうと明日は来ますから。なのにボーッとしてたら、せっかくの明日が無駄に過ぎてっちゃいますからね。地震なんかでへこたれてちゃいられませんよ、ミレーナ様」

「……！」

　軽快に話すヒヨウきゅんを見て、私はううっと顔に手をやった。

　あー眩まぶしい。若さ溢れるその潑はつ溂らつとした笑顔は、今の卑ひ屈くつな私にゃ眩しすぎるよヒヨウきゅん……ただでさえ私の中身は三十路みそじプラスアルファなのだ。健けな気げに笑う男の子を見てたら、そりゃ色々と胸がいっぱいになりますって。

　そんなヒヨウきゅんは、「おっと」とある露店の前で歩みを止めた。看板や器材を見る限り、そこはよく街中で見かけるようなスイーツ屋さんだ。薄く焼いた生き地じに蜂はち蜜みつやジャムを塗ぬる、いわゆるクレープとかガレット的なやつ。

「よう」とヒヨウきゅんが声をかけると、露店の店主は黙もく々もくと生地を焼き始め、手慣れた様子で彼に紙包みのスイーツを渡わたした。

　それをヒヨウきゅんは、そのまま私に「どうぞ」と差し出してきたのである。

「えっ……いえそんな、私なら自分で」

「遠えん慮りょしないでください」そう言いながら、ヒヨウきゅんがまたニッと笑う。

「これも貴女あなたにお見せしたかった一つなんですよ。ここの親おや父じの焼き具合が絶品だって、オレから貴女に教えてあげたかったんですから」

「むぐう……」

　おねだりするみたいなヒヨウきゅんの甘い声に、私はくらりといきそうになる。あーズルいなーもう。もしこれが逆のシチュエーションで、『オレに何か買ってよ』みたいな場面だったら、私はお財さい布ふを出しつつも引っかかりを覚えていたことだろう……そこ、財布は出すんだとか言わない。

　でも今回はそうじゃなく、彼から一いち推おしの商品をシェアしてくれるというのだ。なんという役得……！　そりゃ自立している社会人として一度は断ったけど、これ以上拒否する理由はない。

「……では、お言葉に甘えて。ありがとうございますザックロー様、店主様。大事に食べますね」

「！　へへ……！　よかったです、受け取ってもらえて。な、よかったな、おっさん！」

　そう嬉うれしそうに笑うヒヨウきゅんを見て、スイーツ屋のオジサンも優やさしくふっと笑う。その目はまるで、愛まな息むす子こを見るお父さんのようだった。ああそう、こういう『推し』が愛されてるのを見るのもまた尊みだよね、うんうん。

　元々王都のスラム街の生まれだというヒヨウきゅんは、街の人たちに恐おそろしいほど顔が広かった。彼が育っていく中で世話を焼いてくれた人や争った人。そして、彼が騎き士しに取り立てられてから、恩を返したり和解したりした人。ヒヨウきゅんにとって、街は彼と一いっ緒しょに生きてきた人たちで溢れているという。

　誰もが憧あこがれるナンバーワンのヒーローは間ま違ちがいなくアレクなのだけど、彼には畏おそれ多おおくて声をかけられない人が、ヒヨウきゅんには挨あい拶さつをする。『金きん狼ろう』のブロマイドはいくらでも欲ほしがる人たちが、『蒼鷹』のブロマイドは一枚ずつみんなで分け合って持っている──ヒヨウきゅんとはそういう人物なのだ。そのことは今のスイーツ屋のオジサンを見ていても伝わると思う。

　……ちなみに、私はアレクのもヒヨウきゅんのも、それからサラくんのブロマイドもたくさん持っている。いっぱい！　いいだろ!!　ってかサラくんのばっか売れ残ってんだよみんなサラくんのも買えや!!!!




　それから私とヒヨウきゅんは、さらに街の中心地へと歩いていった。

　お菓か子しの入った紙包みをぎゅっと抱かかえて、私は彼とメインストリートの端を歩く。往来の人波はさらに増えつつあり、各おの々おのが荷物を持ちながら忙せわしなく通りを行いき交かっていた。

　私はかなり深めにフードを被っていたから気付かれなかったけど、道行く人の何人かは「おう、ザックローじゃねえか！」「ちゃんとご飯食べてる？」などとヒヨウきゅんに気付いて声をかけていく。私としては正直『呼び捨てなんて羨うらやまけしからん！』と思っていたけど、そうやって言葉を交わすヒヨウきゅんは楽しそうで、流石さすがに鉱山の時みたいに間に割って入ることはできなかった。いやしなくていいんだけども。

　──私は、ヒヨウきゅんが私の疲れを見み抜ぬいて街へ連れ出してくれたのだと薄うす々うす勘かんづいていた。彼とともに歩いている中で、その優しさが、キラキラした眩しさが五ご臓ぞう六ろっ腑ぷに染しみ渡っていくのを感じる……と同時に、私はまだどこかで、元気を取り戻し切れていない自分がいることにも気付いていた。

　何か、何か足りない。枯かれかけていた心の植うえ木き鉢ばちには水を注いでもらっているけれど、萎しおれた花が蘇るにはあともう一押し、何かが足りていない……。

　結局その何かが分からないまま、私たちは街の中心にある、開けた広場に設置されたステージへと辿たどり着ついた。

　ステージというのは、中央広場に元からある演劇や歌唱のための大おお舞ぶ台たいだ。石造りの客席がステージから扇せん状じょうに設けられているが、そこまでガッシリしたものではなく、その景色はさながら野外ライブのアリーナにベンチが並んでいるかのようだった。それが街の真ん中にどんとあるのは日本人的にまだ慣れてないけどね……。

　見ると、演目はまだ始まっていなかったが、既に客席は観客で溢れ、ガヤガヤと騒がしかった。私も遠目からステージを見たことはあったが、聖女の執しつ務むに追われている時は流石に劇を鑑かん賞しょうしている暇ひまなどない。そして暇だったとしても、私は街の演劇事情に詳くわしくなく、観みに行きたいと思えるほどの演目や、『推し』俳優もいなかったのだ。だからこの混み具合を間近で見るのは初めてのことだった。

　……演劇、か……。

「さあミレ……じゃなくてお嬢じょう様さま、お好きな席に腰こしかけてください。と言っても、もう後ろの方しか空いていないようですね」

「え？　あ、あの……」

　ヒヨウきゅんは私の手をグイグイと引っ張って客席へと導いた。私が慌あわててついていくと、客席の後ろの方にちょうど一つだけ空席がある。っていうか、よく見るとそこ以外全く空席がない！　以前アレクから『ここにはおよそ五百人が座れる』と聞いたことがあったが、今見み渡わたす限りどこも人の頭しか見えないのだった。逆になんでここだけ空いてるんだ……座っていいのかしら……。

「さあどうぞ、お嬢様！」

「は、はいっ！」

　なんて困こん惑わくしていた私を、ヒヨウきゅんは有う無むを言わせず座らせた。

　舞台に向かって左さ翼よく側の席をＡブロック、真ん中をＢブロック、右う翼よく側をＣブロックとすると、私が座ったのはＢブロックのかなり後ろの列で、かつＡブロック寄りの一番端の席だ。うーん蘇る前世でライブや演劇に通かよい詰つめた記憶。列の端というのは身体を動かしていいスペースが広く、また急に席を立たなければいけなくなっても他の人に遠慮しなくていいから楽だ。ただ、舞台からこれほど離はなれてしまうと推しの表情なんてほとんど見えないし、推しが投げてくれたアイテムをキャッチするとか、推しと目が合ったと錯さっ覚かくすることもできないだろう。当然、舞台を降りてきた推しに触ふれることなどあるはずもなく……っていやいや、何を考えているんだ私は。そもそも今日は、『推し』であるヒヨウきゅんのお付き合いで来ているわけで──。

「……あれ？」

　そこで私は、さっきまでそばにいたヒヨウきゅんがいなくなっていることに気付く。

　私はハッとして、慌てて周りをキョロキョロ見回した。考えてみれば、満席ということはヒヨウきゅんが腰かける場所はない。そして恐らく、彼が私に見せたかったのはこれから始まる劇なのだ。ということは、私をなんとかここに座らせた時点で、彼は『もうお役御ご免めんだ』と、先に帰ってしまったとか……？

　私の手の中で、紙かみ袋ぶくろがカサッと鳴る。買った時は熱々だったスイーツは、今はもう冷めてしまっていた。私がそれに目を落としていると、隣となりからまだ幼い女の子が「あ！　もう始まるよ、お芝しば居い！」と声をあげる。

　──直後、高らかなラッパの音とともに、旅人らしき風ふう体ていの男性が舞台に出てきた。彼が前口上を述べると、程なく舞台には続々と演者が集つどい、軽けい妙みょうな会話とともに物語が展開していく。

　今日の演目は、盗とう賊ぞくに狙ねらわれている村がなんとか次の襲しゅう撃げきを食い止めようとする物語だった。農民たちは先の襲撃での被害を嘆なげき、しかしこのまま奴やつらの好きにはさせんと、クワや斧おのを持って武装する。偶ぐう然ぜん村に辿り着いた旅人は、一宿一飯の礼に彼らのために魔ま法ほうを使うことを約束する。そしてまだ幼い村長の娘むすめは、領主のもとへ助力を乞こいに、一人野道を駆けていく──これあれだ、前世の大学の授業で見せられた『七人の侍さむらい』っぽい話だこれ。侍はいないけど。

　状況は深刻な一方、ヤケクソなジョーク込こみで繰り広げられる村人の会話は、聞いていて面おも白しろく心ここ地ちよかった。そしてどの演者も相当に演技が上手うまく、笑い一つ、あるいは怒いかりや涙なみだ一つとっても真に迫せまっていたのだ。やがて、迎げい撃げきの準備を整えた村を、盗賊たちが陣じんを敷しいて取り囲んでいく。先の見えないストーリーに魅み了りょうされた観客たちは息を吞のみ、身を強こわ張ばらせて彼らの行く末を見守っている。

　もちろん私もそうだった。いったい村は、村人や旅人はどうなってしまうんだろうと。そしてしばらくシーンに出ていない村長の娘はどうなったんだろうと……ハラハラドキドキしているつもりで舞台を見つめていたのである。

　けれど一方で私は、自分が心ここにあらずな状態でいることにも気付いていた。

　どの演者を見ても美男美女、それかユニークな顔立ちの人ばかりで、演技のレベルも相まってすこぶる眼福な状況ではある。しかもタダで、ヒヨウきゅんにお願いされての観劇だ。これで文句を言ったら罰ばちが当たっても仕方ない。

　ただ……私は彼らのことをろくすっぽ知らないのだ。本名はなんといって、どんな性格で、オフの日は何をしていて、好物はなんで、交友関係はどうなっていて……いや知れる範はん囲いでいいんですよ？　でもそういった一人一人のキャラクターが分かってきて、そして一人の人間として好きになることで、初めてその人は『推し』になり得る。私の身を削って推すことができるようになる……そりゃ、今日みたいに初めて舞台で出会ってから『推し』になっていくのが普通だろう。ただ、今の私の精神状態では、ゼロから誰かを推していけるほどのエネルギーは捻ねん出しゅつできそうにない。

「…………」

　私はスイーツの紙袋をぎゅっと握にぎって、再び視線を落としていた。舞台では襲い来る盗賊たちに防ぼう壁へきが突とっ破ぱされてしまったようだが、私は顔を上げていることができなかった。

　なんだか……急にすごく寂さびしくなってしまったのだ。思えば私は、前世でも『推し』のライブや演劇に幾いく度どとなく足を運び、彼らの頑張りを見て、彼らを応おう援えんすることで元気を貰もらっていた。ただ、この世界の『推し』たちは、そうやって舞台に立つことはない。もちろん、彼らは別のところでいつも頑張っていて、私に優しくしてくれて……ただ、ヒヨウきゅんはもうここにはいない。かつて私が味わったような、あの夢のような時間はきっともう訪おとずれないのだろう。

　──あぁっ、と、そこで周りの観客が悲鳴をあげた。私がちらと見ると、舞台の上では村人たちが広場に追おい詰められ、万ばん事じ休すな状況になっている。私も大変だ、と思ったけれど、そこには明らかに感情が追いついていなかった。

　ダメだ、余計なことを考えてしまってもう劇を楽しむどころじゃない……ごめんねヒヨウきゅん……せっかく観せてくれた舞台なのに、私は……もっと君が一緒にいてくれるだけでよかったのにって、そう思っちゃったよ……。







『まだ諦あきらめるには早いぜ!!!!』







　勢いのある声が聞こえて、私はバッと顔を上げた。

　舞台袖そでから大きく跳ちょう躍やくして、何者かがステージ上に現れる。その人は剣けんを手に、村人に迫っていた盗賊たちを次々と斬きり伏ふせていった。

『何者だ!?』

『奴を捕とらえろ！』

　盗賊たちが口々に叫さけぶ。しかし、俊しゅん敏びんに動く乱入者は敵の手を軽かろやかに避よけ、そのまま飛とび退のいて村人たちの前に立ちふさがったのだ。

　銀色に輝かがやく薄うす手での鎧よろい。サッと撫なでつけられた黒髪と、透き通るような蒼あおい瞳。

　ヒヨウ・ザックロー。劇用の衣い装しょうに身を包んだヒヨウきゅんが今、舞台に立っていた。

「ウオォー！　いいぞザックロー！」

「やっちゃえザックロー様ー！」

　呆ぼう然ぜんとする私の周りで熱ねっ狂きょうする観衆たち。程なく、舞台では村長の娘が躍おどり出でてきて、父親に事の顚てん末まつを話しだした。

『おお、無事だったのか我が娘よ……』

『お父様、もう大丈夫です。領主様が騎士様を派は遣けんしてくださいましたわ』

『その通り』村人たちに頷うなずいて、そして盗賊たちに向き直ってヒヨウきゅんが啖たん呵かを切る。

『我が名はヒヨウ！　罪なき民を悪あく辣らつ非道な逆ぎゃく賊ぞくの手から守るため、この場に参上仕つかまつった！　覚かく悟ごしろ盗賊ども!!』

「「「ウオォォー!!」」」

　ヒヨウきゅんの登場に、なおも歓かん喜きの声をあげる観衆たち。そうか、満席だったのはこのためか。ヒヨウきゅんがゲストで出演することが知られていたから、みんながこぞって劇を観に来ていたのだ。

　一方の私は呆あっ気けにとられつつも、顔を上げたままで彼の活かつ躍やくを見つめている。ヒヨウきゅんは身体強化の魔法を唱えると、ドンと床ゆかを蹴けって跳とび上あがった。そのまま彼は盗賊たちを次々と踏みつけにし、かと思えば、音もなく床に降り立つと目にも止まらぬ斬ざん撃げきで人波を薙なぎ倒たおした。

　常人離ばなれのパフォーマンスに会場のボルテージは上がりっぱなしだ。ヒヨウきゅんは程なく雑ざ魚こを片づけると、残る親玉らしき大男と向き合う。大男はヒヨウきゅんの戦せん闘とう力に怯ひるみつつも、なぜか急に客席を指して大声をあげた。

『待て、動くな！　あの娘がどうなってもいいのか!?』

『何……!?』

　その台詞が終わるや否いなや、客席に座る私の首元にヒヤリと何かが触れる。いつの間にか私の横にいた細身の男が、突然私にナイフを突つきつけてきたのだ！

「ひゃっ!?」

『親分、人ひと質じちはこちらに！』

『でかした！　グフフ、さあどうするヒヨウ。よもや民を見捨てて俺を始末するわけはあるまいな』

『…………』

「あ、あわわ……」

　突然の事態に目を回す私の首元に、なおもナイフが押しつけられる。怯おびえる私を見て悪漢はニタリと笑い、舞台上の大男も勝かち誇ほこったように笑った。隣の席では女の子が震ふるえながらお母さんにしがみついているし、周りの大人たちですら、状況が吞み込めず恐きょう怖ふで仰のけ反ぞっている。

　こ、これは、私は、どうすれば……。

『──見捨てるわけがない。そして、俺が敗北することもない』

　ヒヨウきゅんがそう言い切った瞬しゅん間かんだった。

　彼は足元に魔法陣を展開すると、風を切る音とともに跳躍したのだ。刹せつ那な、私の横から鈍にぶい音と呻うめき声が響き、喉のど元もとに触れていたナイフの感かん触しょくが消える。かと思えば、私の身体は椅い子すから持ち上がり、声をあげる間もなくヒヨウきゅんに抱だき留められていたのだ！
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「うわわわっ!?」

『ご無事ですか、お嬢さん』

　気付けば、私はヒヨウきゅんにお……お姫ひめ様抱っこをされていた。え、いやえっ!?!?!?　……あ、足元にはナイフを持った悪漢が倒れている。そうか、私はサクラの役者さんに絡からまれて、それをヒヨウきゅんが助けてくれる手はずになっていたのか。一いっ瞬しゅんで舞台からここまで飛んでくるあたり、流石聖騎士様だね納なっ得とく納得……っていや!!!!　お姫様!!!!!!　抱っこて!!!!!!!!

『お嬢さん？』

「あひゃい!!　無事です!!　ありがとごじゃいやす!!!!」

『……っふ、フフフ」

　私を抱きかかえながら、ヒヨウきゅんが小声で笑った。それは演技ではなさそうな、恐らく彼の素の笑顔だ。

「楽しんでいただけているようで何よりです。オレは貴女のそういう顔が見たかった……ここのところ随ずい分ぶんお疲れみたいでしたから。アレクシス様や、『紅こう竜りゅう』の奴も心配していたんですよ」

「あ……」

「どうかこの後もお楽しみください、ミレーナ様」

　そこまで言って、ヒヨウきゅんは優しく私を客席に座り直させてくれた。私がホッと一息吐くと、隣からはさっきまで怯えていた女の子が話しかけてくる。

「お、お姉ちゃん、もう大丈夫？　痛いところない？」

「え、ええ、もう大丈夫よ」

「よかったぁ」心から安心した様子で、女の子が胸を撫でおろす。「ヒヨウ様が助けてくれたもんね。カッコよかったね、ヒヨウ様」

「……ヒヨウ、様……」

　ハッと、私は再び顔を上げる。気付けばヒヨウきゅんは再び跳躍して、舞台に戻ろうとしているところだった。

　──この国では、一いっ般ぱんに姓せい・名の名の方を呼び名として使うことが多い。ヴァルガー・アレクシスならアレクシス、グリム・サラマンダならサラマンダというふうに。そっちの方が親しみを込めていて、なおかつ敬意も損そこなわないとされているからだ。

　ただ、私は内心ではずっと、ヒヨウ・ザックローのことをヒヨウと呼んでいた。というのは、そっちの方がカッコいいから──というか前世で好きだったマンガのキャラの名前に語感が似てたからなんだけど！　ただ、それは今まで口にできてはいなかったのだ。アレクみたいに本人が認めてくれればいいが、ひょっとして不敬と思われてしまうかもしれない……そう思って。

　しかし今、彼は自分から役名としてヒヨウの名を使っている。そして今この場でなら、私は彼を思いのままに呼ぶことができる！

「ヒ……ヒヨウ様あぁぁぁぁあああああああ!!!!!!」




　好きだぁぁぁぁぁあぁぁああぁぁぁぁああああ!!!!!!!!!!

　▲ジョブレベルが上がりました。




　私が叫んだのを皮切りにして、周りからも「ヒヨウ様頑張れー!!」「負けるなー!!」という声せい援えんが飛び始める。私がちらと見ると、隣の女の子や親おや御ごさんたちも声を張りあげて彼の応援に熱を上げていた。その姿に、さっきまでの恐怖は欠片かけらも残っていない。

　私の心の中で萎しなびていた花が、精気を取り戻していくのが分かる。

　ああやっぱり、私は今でも変わらないらしい。たとえ心がすり減ってしまっても、『推し』の頑張っている姿を見られたなら、そして彼らを想おもって叫ぶことができたなら、私は元気を取り戻せる。というか、それがなくっちゃダメなんだ。今大声で叫ぶためにお腹なかに入れた力は、きっと明日の私を支えてくれる。アレクやサラくんを、そしてヒヨウきゅん……いや、ヒヨウ様を尊ぶ気持ちが、きっと明日の私の生きる理由になる。

　自分が相応ふさわしいのかはまだ分からないけど、『オーアインの聖女』として、私はまた頑張れるような気がしてくる。

　いつしか私の体温で、手の中の紙袋は仄ほのかに温かくなっていた。ヒヨウ様は民からの声援を受けながら、ニコリと笑って私に手を振ってくれる。彼は怒りに震える大男と歓喜に沸わく村人たちの間に着地して、再びチャキと剣を構えた。

『さあかかってこい。民からの思いを受け取った剣は、絶対に貴様なんぞに負けん!!』

「ヒヨウ様ぁぁぁぁぁぁぁぁあああああ!!!!!!!!」




　──その日、ヒヨウ・ザックロー様をゲストに迎むかえ入いれた興行はかつてないほどの大だい盛せい況きょうで幕を閉じ、観客の熱狂ぶりは後世の歴史書に記されるほどだったという。そしてその中で、ひときわ大声で叫んでいたのが私こと『オーアインの聖女』だったということは、誰も知らない歴史の秘密だ。

　……次はアレクやサラくんが出る劇も観たい、なんて言ったら怒おこられるかしら。神に。




　▲ジョブレベルが上がりました。







[image: 幕間３　推しのご家族に会いに行けるとかそれなんてドッキリ？]




　意外なことに、今でこそチート級聖女の力でブイブイ言わせているアハト・オーアインだが、国ができた頃ころは神とか女め神がみとか信しん仰こうを全く重視していなかったらしい。

　元々流る浪ろうの民たみだった王家の祖先は、風や炎ほのおといった自然現象に精せい霊れいが宿っていると信じていたそうだ。ただ、そんな彼らは国を造り、領土を広げていくなかで大きな問題にぶち当たった。というのも、違ちがう宗教を信じている民族が互たがいに衝しょう突とつし合い、併へい合ごうした地域が一向に安定しなかったのである。

　その昔、この大陸では多くの宗派が好き勝手に勢力を広げており、王家の祖先のアニミズム精霊信仰は少数派の部類だった。そのため王家の支配は物理的・表面的なものに留とどまり、その裏では各宗派が「うちの神こそ最強!!!!」と殴なぐり合あいを続けていたのである。

　転機が訪おとずれたのは、当時ではそこそこ大きいマグナスという都市をオーアインが攻せめ落おとした時だった。

　その都市で信仰されていたマニュス教という一神教では、人間は皆みな素す晴ばらしい神様の子どもであると信じられており、故ゆえに肌はだの色や身体からだの違いも、神様が『そうあるべき』と思って作ったのだと考えていた。だから差別や弾だん圧あつも少なかったらしいし、神様の子どもに恥はじないよう、各おの々おのが気品や規律を大事にしていたという。

　マグナスを支配したオーアイン王家は、自分たちもマニュス教を国教にすることで治安の安定を試みたのである。そしてそれは成功し、以降オーアインはマニュス教の威い光こうを盾たてに地じ盤ばんを固めていったとされている。

　ちなみに、マニュス教において神に祈いのりを捧ささげる建物は聖堂と呼ばれているけれど、そこは今では弱者の保護や、学校代わりの文化啓けい蒙もう活動の場として重宝されている。またいつからか、敬けい虔けんなマニュス教の信徒から回復魔法奇跡を得意とする『修道士モンク』とか『聖女』なんてジョブが出てくるようになったことで、今日では多くの神官見習いが癒いやし手となるべく聖堂で祈りを捧げていたりもする。

　ま、私は推おしへの尊みがエネルギー源だから、聖堂でお祈りなんて形ばっかりだったけどね！　そんな私にもすごい奇き跡せきの力をくれるあたり、神様ってやつは案外適当なのかもしれない。そういうところは親近感湧わくかもなぁ。

　……いや、あるいは、神様にとっては私も『そうあるべき』一人なのかもしれないけど。







　──その日、オーアインで二番目に大きい聖堂の礼拝堂では、大勢の子どもたちが固かた唾ずを吞のんで長なが椅い子すに座っていた。

　聖堂に併へい設せつされた養護院の子どもたちだ。彼らは普ふ段だんの賑にぎやかさを抑おさえに抑えて、じっと礼拝堂の椅子で静かにしていた。その顔は一様にワクワクが止まらないといった感じで、爛らん々らんと目を輝かがやかせている。

　程ほどなく、彼らの保護者である養母さんが時計を見た。そして彼女はニコリと笑うと、子どもたちの前に立って高らかに告げる。

「さあ皆さん、よく我が慢まんできましたね！　いよいよ時間になりましたが、準備はよろしいですか？」

「「「はぁい!!」」」

「よろしい！　では皆さん、大きな声で聖女様と騎き士し様をお呼びしましょう！　せーの……」

「「「ようこそいらっしゃいました、みれーなさま、あれくしすさま、ざっくろーさま!!!!」」」

（うおお……！）

「さ、行きましょうか。ミレーナ様、アレクシス様」

「どうぞミレーナ様、先をお歩きくださいませ」

「は、はい！」

　子どもたちの甲かん高だかい声がキンキンと私の耳に反はん響きょうする。

　礼拝堂入り口の扉とびらの前。私は公務用の騎士服を着たヒヨウ様とアレクの前で、内心ド緊きん張ちょうしながら扉の取っ手を摑つかんでいた。そして今、私は二人に促うながされて、ゆっくりと扉を押し開けた──。




　ヒヨウ様と街に出てから一週間。今私は、アレクとヒヨウ様の査察にくっついて、オーアインの街にある聖堂を訪れていた。

　養護院が併設された、街で二番目に大きい聖堂。一番大きいのは私が『オーアインの聖女』になる前にいた大聖堂なのだが、そちらは一いっ般ぱん用の礼拝堂がないガチ聖女養成施し設せつだったので、街の人たちが普ふ通つうに入れる聖堂としてはここがオーアイン最大と言っていいだろう。

　そして今日、この聖堂はアレクとヒヨウ様が査察にやってくるということで、養護院の子どもたちを総動員してのふれあいイベントを開かい催さいしていたのである！　ちなみに、その子どもたちがふれあいたい対象にはアレクとヒヨウ様だけでなく、同行してきた私も含ふくまれていた──いやあ、出発を決めた時は『推しの働いている姿をまた間近で見られるチャンス!!』くらいで気楽なものだったのに、まさか到とう着ちゃくしたら「ミレーナ様もいらしてくださったんですか!?」なんて言われて、そのままイベントに参加することになるとは……。

　ところで、アレクとヒヨウ様はイベントのことを知っていたけど内ない緒しょにしていたらしく、驚おどろいた私を見て悪戯いたずらっぽい笑えみを浮うかべていた。あの、そういうレア顔はもっとこっちに余よ裕ゆうがある時に見せてもらえませんかね……！　脳内スクショフォルダには爆ばく速そくで保存したけれども!!




　礼拝堂に踏ふみ込んだ私たちを待っていたのは、やはりと言うべきか、大勢の子どもたちからの熱ねつ烈れつな歓かん迎げいだった。

「「「ミレーナさまー！」」」

「「「アレクシスさま、ザックローさまー！」」」

（うわわわわ!?）

　ちっちゃい子たちが怒ど涛とうの勢いで私たちへと近づいてくる。

　彼らはキラキラと目を輝かせ、ぶんぶんと腕うでを振ふりながら駆かけ寄よってきた。彼らの手には一様に白いスカーフが握にぎられており、大量の白布がはためいて迫せまり来る光景は、まるでハトの大群が餌えさに殺さっ到とうするかのようだった──あのスカーフは、見習い聖女が内職でチクチクと縫ぬわされる【純白のスカーフ（魔ま防ぼう＋１）】だ。あれだけのスカーフを用意するのは聖堂（というかここの見習いたち）も大変だっただろうが、流石さすがにアレクやヒヨウ様レベルが来るとなれば手を抜ぬいた歓迎はできないということだろう。ちなみに、私が祈りを捧げたアレクたちの鎧よろいは魔防＋５００くらいあるけどね！　ドヤ!!

「「「みれ─────なさま──────!!!!!!」」」

「あぁぁあはいはい!!　見えてますよ！　見えてますよ皆さんのスカーフ！　綺き麗れいね!!」

　そんな私のドヤ顔を搔かき消けして、我も我もとスカーフを振って見せてくる子どもたち。

　うう、すごい圧だ……！　自じ慢まんじゃないが私は前世から子どもというものにあまり触ふれてきておらず、特に集団でワーキャー言ってるお子様がたは大の苦手だった。最近はソラとの生活の甲か斐いあって少し慣れてきたと思ってたけど、流石にこの数はヤバい……圧死する……！

　ウオオオンと迫り来る子どもたちを前にして、私は仰のけ反ぞりながらも必死で彼らとハイタッチしたり手近な頭を撫なでたりしていた。気を抜けば後頭部から倒たおれてしまいそうになっていたが、そこで私の隣となりからは、二人分の朗ほがらかな笑い声が響ひびく。

「はは……待ってくれ、そんな一度に来られたら捌さばき切れない。子どもと聞いていたが、まさかこんな屈くっ強きょうな聖せい騎き士したちだったとはな」

「おーいお前ら、ちょっと落ち着け！　そんなに慌あわてなくたって、オレもアレクシス様も、それからミレーナ様も逃にげやしねーからよ！　順番だ順番！」

「「「はぁーい！」」」

（う、うおお……！）

　優やさしく笑いながらそう言う二人を見て、私は子どもたちに圧あっ倒とうされながらも心の中で驚きょう嘆たんを漏もらしていた。

　私と同じように四方八方から子どもたちの突とっ進しんを食らっていたアレクとヒヨウ様だったが、二人はそれを事もなげに受け流し、あまつさえ巧たくみな言こと葉ば遣づかいで彼らを統とう率そつしてしまったのである！

　見ていると、アレクが優しく子どもたちに話しかけ、その声を聞くためにみんなが口を閉じた矢先に、ヒヨウ様が整列するようビシッと指示を出している。うーん流石のコンビネーション……しっかりと指示を聞けた子どもたちは、まるで自分たちが本物の騎士であるかのように背せ伸のびして突進をやめてくれていた。さっきまで私と押し合いへし合いしていた子たちも、気付けば私から若じゃっ干かん離はなれて並んでくれている。

　──結果として、その後イベントはしばらく握あく手しゅ会に近い感じになった。横に並んだ私とアレクとヒヨウ様に、順々に子どもたちがスカーフを見せてくれたりお話をしてくれる。私もそこでようやく落ち着いて子どもたちの相手ができるようになったのである。いやほんとありがとねアレク、ヒヨウ様……！

「ミレーナさま！　このまえのジシンのとき、ケガなおしてくれてありがとー！」

「あのねあのね、私、ミレーナさまみたいな聖女になりたくって……！」

「……うん、うん。ありがとう、そう思ってくれて」

　子どもたちと握手しながら、私は思わず口角を緩ゆるめる。聖女として民から称しょう賛さんを浴びたことは何度もあるけれど、子どもたちのそれは格別だった。だって彼らはおべっかとか、社交辞令では絶対にお礼を言わないもんね。

　この間の演劇の時も目にしていたけれど、私が助けた人たちが、笑え顔がおで普段の営みに戻もどっているところを見るのはそれだけで嬉うれしいことだった。私は『オーアインの聖女』として、為なすべきことを為したのだと感じられるから──そのうえこうやって、手を取って直接お礼を言われたらもう感無量だ。

　私は目を潤うるませつつ、ついでにグスグスと鼻を鳴らしながら子どもたちとの対応に精を出していた。いかん、ふれあい会ってこんなんでいいのかしら──そう思って、私は横で同じように子どもたちと話している二人を横目で見てみる。私から見て手前側にいるのがヒヨウ様で、奥側にいるのがアレクだ。

「ザックローあんちゃーん！」

「あんちゃん、こんどのしあい、がんばってね！　ぜったいまけないでね！」

「……おい、義兄あんちゃんはいい加減やめろよな」子どもの何人かにそう呼ばれて、ヒヨウ様が口を尖とがらせて言った。「オレは天下の『蒼そう鷹よう』サマだぜ？　義兄ちゃんじゃなくて蒼鷹様、って呼んでくれよ」

「……ソウヨウってなに？」

「たべもの？」

「違ちげぇよ！」

　私のすぐそばで、子どもたちとヒヨウ様が笑う。

　聞いた話では、かつてスラム街で暮らしていたヒヨウ様は、身寄りのない幼い子どもたちを保護しては面めん倒どうを見てあげていたらしい。その後、彼は自分の義ぎ弟てい妹まいたちを聖堂に託たくし、自身はアレクに取り立てられて騎士になったという。

　さっきヒヨウ様を『あんちゃん』と呼んだのは、そんな昔むかし馴な染じみの子どもなのだろう。今のヒヨウ様はすっかりリラックスした様子で頰ほおを緩めており、彼にとって、今回のイベントは里帰りのようなものだったのだと察しがついた。……いやあの、流石に親しい子どもの呼び方にまで不敬だとかケチつけたりしませんから！　『あんちゃん』だなんてそんな羨うらやましいけども!!

（……ん？）

　とそこで、私はヒヨウ様の奥でアレクが微び妙みょうな顔をしているのに気が付いた。彼はさっきまでヒヨウ様と同じく、慣れた様子で子どもたちに対応していたはずだが……しかし、今は複雑な表情をして、目の前に並ぶ男の子たちを見ていたのである。

「ねーアレクシスさま、これしってるー!?」

「あ……ああ。『ドリュオン』だろう？　最近街で流行はやっているという……」

「うわー！　アレクシスさまも知ってんだー!!」

「ねえねえアレクシスさま！　おれたちとやろうよドリュオン！　おれたちの貸してあげるからさー！」

「え、ええと……その……」

　怖こわいもの知らずの男の子たちに詰つめ寄られて、アレクは狼ろう狽ばい気味に半歩下がった。

　私が目を凝こらすと、男の子たちの手には何やら金属製の……ベーゴマ？　みたいなものが握られており、それが『ドリュオン』だと想像がついた。あ、あの子らスカーフと一いっ緒しょにヒモも持ってるわ。あれベーゴマっていうか前世の流行りで言うとベイブ〇ード的なやつだわ絶対。

　ただ、子どもの相手は慣れているだろうアレクが、たかだか『ドリュオン』を握った男子数人に囲まれて困っているのは不思議だった。私が眉まゆをひそめていると、隣ではヒヨウ様も「ん？」とアレクに目を向ける。そして二人分の視線に気付いたアレクは、ハッとこちらに顔を向けた。

「どうかしましたか、アレクシス様」

「……あー」ヒヨウ様に尋たずねられて、アレクが頰を搔く。「その、なんだ……時間の限られた査察で、遊んでいる暇ひまがないのは重々承知しているのだが……市し井せいの様子を探さぐるには、一緒に同じことをしてみることも必要……とは思わないか……？」

「……？」

　要領を得ないアレクの台詞せりふに首を傾かしげるヒヨウ様。ただ、横でそれを聞いていた私は、二人に顔を隠かくしつつもブフッと噴ふき出だしてしまった。

「ミレーナさま大だい丈じょう夫ぶ？」

「だっ、大丈夫大丈夫！」

　心配そうに声をかけてくれた男の子に、私は笑いを堪こらえながらも頷うなずく。

　あーあーなるほどね。そりゃ大の大人が、小学生くらいの男子の流行りものが気になってしょうがない、なんて言いにくいか……とはいえ、聞いた話だとアレクは小さい頃から勉学に訓練に忙いそがしく、遊んでいる暇なんて全然なかったそうだ。そんな彼が、幼少期に見過ごしてきた娯ご楽らくに興きょう味み津しん々しんになるのはある意味当然かもしれない。普段の真面目な姿とのギャップも◎だし、私としては一〇〇〇パーセント無罪よ無罪。

「……ねえ、キミたち」私は意を決して、アレクの周りの男の子たちに声をかけた。

「ドリュオンのこと、詳くわしいのね。アレクシス様もやってみたいそうだから、一緒に遊んであげてほしいんだけど」

「「「任せてー!!」」」

　そう言うが早いか、男の子たちは目を爛々と輝かせてアレクの手を摑むと、有う無むを言わせない勢いで彼を礼拝堂の広い方に引っ張った。

「あ、ちょ、ちょっと待……」

「ねーねー、アレクシスさまってつよいんですかー!?」

「バッカお前、アレクシス様だぞ！　もうめっちゃ強いに決まってんだろ!!」

「いや、私はまだやったことも……！」

　アワアワと、珍めずらしく困り顔のアレクが子どもたちに手を引かれていく。彼は助けを求めてヒヨウ様と私を見たが、私からのアイコンタクトで事情を察したらしいヒヨウ様は、ニヤッと笑ってアレクに言った。

「いいじゃないですか。こうやって息を抜くのも仕事のうちですよ」

「いや、しかし……」

「ご武運を〜」

　ヒヨウ様が笑って手を振る。アレクも最後には観念したように苦笑いし、私もクスクスと笑いながら、男の子たちの輪の中に混ざっていくアレクを見送った。




　その後、子どもたちは『ドリュオン』で遊ぶアレクを取り巻くグループと、なおも私たちと順々に握手するグループに分かれた。

　ただ、流石は人気ナンバーワンの『金きん狼ろう』と言うべきか……私やヒヨウ様と一回でも話した子たちは、もう満足、とばかりにこぞってアレクのドリュオン姿を見に行ってしまったのである。普段は『男子なんてガキばっか！』と言ってそうなおませ女子たちも、今日に限っては男子に交じってドリュオン観戦に精を出しており、あらかたの子と話し終えた私とヒヨウ様は、一足先に礼拝堂の隅すみで休きゅう憩けいと相成ったのだ。

「ふはー、疲つかれた……」

　養母さんの出してくれた椅子に腰こしかけて、溜ため息いきを零こぼす私。そんな様子を見て、新人なのか若めの養母さんは、ハラハラとした様子で私に声をかけてくれた。

「あの、申し訳ありません聖女様、子どもたちが失礼を働いてはいないでしょうか。私どもも普段から言い含めているのですが、なかなか聞いてくれませんで……」

「ああいえいえそんな！　全然構わないですよ！」

　申し訳なさそうに離れていく養母さんに、ぶんぶんと首を横に振ってみせる私。そりゃ元気いっぱいの子どもたちに圧倒されたのは事実だが、地じ震しんの後でもへこたれず、純真な笑顔を見せてくれたことを責めるわけにはいかないだろう。というか子どもを制せい御ぎょするのってホント大変だと思うし、むしろ普段からこれを仕事にしている養母さんたちには頭が下がる思いだ。

　なんて私が考えていると、今度は横から「お疲れ様です、ミレーナ様」という声が聞こえてきた。

「ハッ！　おお、お疲れ様ですヒヨ、じゃなくてザックローさ……ま……？」

　慌ててバッと飛び上がった私の前に立っていたのは、ニッと笑うヒヨウ様と──彼にくっついている二人の子どもたちだった。

　二人は他の子に比べると背が少しだけ高く、また顔つきも幼いながらにシャンとしていて、比ひ較かく的てき年長者（十歳くらい？）のようだった。一人は長めの髪かみをおさげにしている女の子で、もう一人はオドオドとした様子の短たん髪ぱつの男の子。身なりは他の子同様質素だが、その立ち居振る舞まいにはちゃんと私に対しての敬意が感じられた──二人ともヒヨウ様の服の裾すそをつまんではいるけど。

　そんな二人は、まじまじと私を見た後で揃そろってぺこりとお辞じ儀ぎしてくれた。

「はじめまして聖女さま」

「はっ、はじめまして……」

「ええ初めまして……ザックロー様、このお二方は？」

「オレの上の義妹いもうとと義弟おとうとです」ヒヨウ様がはぁ、と溜息を吐つきながら私に教えてくれた。

「なあアイナ、バルト。お前らもアレクシス様の方見に行こうぜ。あの人がオモチャで遊んでるとこなんか、こういう時でもねーと見れないんだからよ」

「…………」

「……ちょっと待ってってば」

　ヒヨウ様の言葉に、バルトくんとやらは黙だまったまま俯うつむいており、アイナちゃんというらしい女の子は、首を横に振ってから再び私のことを見つめた。

　なるほど、この子たちもさっき『あんちゃん』呼びしてた子と同じで、昔ヒヨウ様にお世話になっていた子たちのようだ。確かに遠えん慮りょなしにヒヨウ様にくっついてるし（羨ましい）、ヒヨウ様も全然気にしてないみたいだしね（羨ましいいいいいい）。二人とも瘦やせてはいたが、その肌はだ色いろは健康的でハリがあり、どちらも目が大きくて可か愛わいらしい。

　そしてどうやら、目の前の二人、特にアイナちゃんは私に用があるようなのだ。急に美少女に見つめられてドキドキする私を見て、アイナちゃんは一人で頷くと再び私に深くお辞儀をしてくれた。

「聖女さま。どうか、この義あ兄にをよろしくお願いします」

「……えっ？」

「ハァッ!?」

　予想だにしない台詞が飛んできてぽかんとする私と、ギョッと驚いた様子のヒヨウ様。そのままヒヨウ様はアイナちゃんの肩かたを摑んで、心外だ、とでも言いたげに彼女を揺ゆする。

「おいアイナ、そりゃどういうことだよ。オレが聖騎士として頼たよりになんねーとでも……」

「そうじゃないけどっ」アイナちゃんはキッとヒヨウ様を見た。

「お義に兄い、昔はすっごい悪人だったじゃん！　それなのに聖騎士なんかになっちゃって……！　あの、聖女様、大丈夫ですよね？　お義兄、他の人に迷めい惑わくかけてないですよね？」

「んなッ、バカお前……！」

「悪人……？」

　アイナちゃんの台詞を私が復唱すると、ヒヨウ様は血相を変えてアイナちゃんの口を手で塞ふさいだ。そのまま彼は引ひき攣つった顔で私に笑みを見せたけど、そこで横にいたバルトくんが、ぽそぽそと私に言葉を零したのである。

「……にいちゃん、昔はすっごく怖くて……人のもの盗とるし、ウソつきだったし……僕らを守ってくれたけど、ぜんぜん笑わなかったし……」

「おいバルト」

「で、でも」ヒヨウ様の唸うなるような声を遮さえぎって、バルトくんが慌ててつけ足す。

「聖騎士になってから、ちょっとずつ他の人にも優しくなって、笑うようにもなって……なんでかって聞いたら、すごい人たちがいるからって……その中に、アレクシスさまや、ミレーナさまの話もあって……」

「あたしたち、ずっと気になってたんですっ」ヒヨウ様の手を振りほどいて、アイナちゃんも言葉を加えた。「アレクシスさまのことは知ってたけど、ミレーナさまのことはあまり知らなかったから。お義兄を守ってくれる聖女さまが、どんな人かって──」

　そこでアイナちゃんとバルトくんは、ずっとつまんでいたヒヨウ様の服から手を放して、私の足に抱だき着ついてきたのである。私とヒヨウ様がえっ、と驚いていると、二人はぱっと顔を上げて私を見た。

「あ、あのっ、ミレーナさま！　お義兄に……どうかお義兄に、罰ばちが当たらないようにしてください！」

「お願いします……ミレーナさまがお願いしてくれたら、きっと神さまも……！」

「え、ええと……」

「……お前ら……」

　呆あっ気けにとられている私の前で、ヒヨウ様がぽそりと言葉を零す。その表情は嬉しいような哀かなしいような複雑なもので、彼の中では昔の記き憶おくと、今のこの光景が交こう互ごに揺れていることが見て取れた。

　そうか、スラム育ち、か……私は以前どこかの貴族から、ヒヨウ様がスラムの出だということを聞いた。今思い返すと、そう教えてくれた人はヒヨウ様のことが気に食わなかったようで、語る口調にはヒヨウ様への侮ぶ蔑べつの感情が滲にじんでいた──当の私は推しの初耳情報に興奮してそれどころじゃなかったけど。

　オーアインの端はしの端、貧ひん困こん者と犯罪者で溢あふれ返っているというスラム。国がどんな政策を出しても改善が見られないというその場所で、かつてのヒヨウ様は必死になって生きていたのだろう。そのうえ、自分より幼い子どもたちを守りながら……地じ獄ごくの中で大切なものを守るために、ヒヨウ様がどれほど心を砕くだいてきたのか、私なんかには永遠に分からないような気さえする。

　気付くと、私に触れている二人は、小さく震ふるえていた。

「……大丈夫よ、二人とも。大丈夫だから」私は礼拝堂の床ゆかに膝ひざをついて、ぎゅっとアイナちゃんとバルトくんを抱きしめた。

「貴方あなたたちのお義に兄いさんが今どれだけ頑がん張ばっているか、知っているでしょう？　この国のみんなのことを守ってくださってる……そんな大事な人を、神様が傷つけるはずないわ」

「……ほんと？」

　バルトくんの声に、私はこくりと頷いてみせる。続けてアイナちゃんから「お義兄、みんなと仲良くできてますか……？」って重ねて聞かれたのはちょっと困ったけどね……！　ま、まあサラくんとは喧けん嘩かするほど仲がいいってことにしておこう。

　──私は、前世で言う警察でも裁判官でもない。聖女ではあるけれど、その前にただの一人の『推し』のファンだ。だから私は、『推し』のことを自分の尺度で評価する。彼の前歴が許せない人は当然いるだろうけど、私はあんまり気にしない派だ。というか、今のエピソードでもヒヨウ様の優しい性しょう根ねが補強されただけとしか感じなかったしね……。

　そして何より、私は今のヒヨウ様の素す敵てきなところをよく知っている。

　聖騎士として仲間を助け、街の人から慕したわれている。そんな彼に罰を当てるというなら、そんな神は私の方から願い下げだ。まあなんとなく、そういうことをする神様ではないんじゃないか、とは思っているのだけども。

「……ミレーナ様……」

　そんなことを思いながら私がアイナちゃんたちを慰なぐさめていると、ヒヨウ様が私の名前を呼んだ。立たち尽つくしている彼は私と義弟妹を見つめながら、どこか余よ所そ余よ所そしく笑う。

「……ありがとうございます、オレのことを認めてくださって。でもまあ、オレがどーしようもないこともしてきたのは本当なんで……だからその、あんまオレの味方をしなくていいですからね。罰でもなんでも、当たるなら当たるで──」

「──当たりませんよ」

「えっ」

　ヒヨウ様の台詞を遮って、私は断固として言った。

　さっきのヒヨウ様の余所余所しい笑みを見て、私はなんとなく、彼が私から遠ざかろうとしているように感じていた。ああひょっとすると、ヒヨウ様にはこれまでも優しい言葉をかけられて、結局は裏切られるということがあったのかもしれない。だとしたら、さっき私が彼を認めた台詞も、彼にとっては苦い経験を思い出させただけなのかもしれない。

　それでも、こうやって言葉にするしかないんだよ。私にできることは、どこまでも自分に正直に『推し』への想おもいを語ることだけだから。たとえヒヨウ様がどんなに遠ざかろうとも、私は君に言葉を届けたいんだよ！

「──貴方に罰を当てるなんて、そんなこと私がぜ────ったいに許しませんから！」

「……!!……」

　私の宣言を聞いて、ヒヨウ様は数秒の間硬こう直ちょくする。




　それから彼は床にしゃがみ込んで、

「[image: あ゛]─────っクソッ!!」

　と叫さけびながら、アイナちゃんとバルトくんの髪をワシャワシャしだしたのである！




「ヒヨウ様!?」

「わ、にいちゃんきゅ、急に何……!?」

「ちょ、やめてよっ、お義兄！」

「うるせぇ！　お前ら喋しゃべりすぎなんだよっ！」

　そう言って、理り不ふ尽じんにも義弟妹の頭を撫でくり回すヒヨウ様。ただ、その表情はどこか嬉しそうで、ちょっと前まで不安そうだったアイナちゃんやバルトくんも、今は安心した様子で義兄にされるがままになっている。

「ミレーナ様」とそこで、再びヒヨウ様が私に言った。「見ててください。オレ、もっと貴女あなたに相応ふさわしい人間になりますから。貴女の前で、誇ほこらしく胸を張れるような騎士になりますから──約束です！」

「は、はいっ!?　あ、や、約束！　ですね!?!?」

「ええ!!」

　急な約束に驚く私と、パッと笑顔になるヒヨウ様。そんな私たちを見て、アイナちゃんとバルトくんもニッと笑みを零した……わ、私、状じょう況きょうに追いつけてないのだけど……うん、多分いい感じみたい！　多分!!







　さて、会話が一段落した私たちは、遅おそまきながらみんなでアレクたちのドリュオンを見に行くことにした。すると、アイナちゃんがちょいちょいと袖そでを引っ張って、私を内緒話に誘さそう。

　先を行くヒヨウ様とバルトくんの少し後ろで、私は中ちゅう腰ごしになってアイナちゃんの顔に耳を寄せた。彼女は背伸びをし、私の耳元でぽそぽそ呟つぶやいたのだ。

（ミレーナさまって、誰だれか好きな人いる？）

（……へっ!?）

（あのねっ、多分なんだけど、お義兄はミレーナさまのこと好きだと思うの。だから、ミレーナさまからコクハクしたら絶対付き合えるよ。オススメだよっ）

（んなっ、オススメって……！）

　不意の身内情報にガツンと殴られて、慌てふためく私。そんな私にイヒヒッと可愛く笑って、アイナちゃんは早足で前の二人を追いかけていった。

　くそ〜おませさんめぇぇ〜……！　とはいえ、流石にこちらも子どもの戯言たわごとで心を乱されるわけにはいかない（もう乱されてるとかは言っちゃダメです）。恐おそらく、彼女の言う『ミレーナさまのこと好き』というのは、『オーアインの聖女としての私が好き』ということなのだろう。多分。

　──私は歩調を緩めて、眼前に広がる光景を見つめた。

　私のすぐ前には、ヒヨウ様とバルトくん、それからアイナちゃんの背中があった。彼らはくっついて歩き、互いに温かな笑顔を交かわし合っている。その向こうには、子どもたちと一緒になって遊んでいるアレクの姿が見えた。彼の周りには多くの子どもや養母さんたちが集まっていて、時折湧く歓かん声せいが、普段は静かだろう礼拝堂に響き渡わたっている。

　愛いとおしい光景だった。私の『推し』と、それを取り巻く笑顔の人たち──それはいつまでも見ていたいと思うような、いつまでも続いてほしいと思えるような日常の一幕だった。ただ私は、それが何かの拍ひょう子しに容易たやすく崩くずれてしまうことを知っている。どんなに強大な力があっても、どうにもできずに何かを失うことがあると知っている。

　それでも。それでも私は、彼らのことを守りたいと思った。彼らにいつまでも笑っていてほしいと、そう思ったのだ。

「……『オーアインの聖女』、か……」

　私は聖騎士の箱推しをしながら生きてきて、その副産物である奇跡の力で今の地位に就ついた。だから私は、初めから誰かの助けになりたいと思って聖女になったわけじゃない。

　けれど……それでもいいのだろうか。今からでも私は、『オーアインの聖女』に相応しい人間になれるだろうか。

「ミレーナ様？」

「ああすみません、今行きます！」

　前を行くヒヨウ様に声をかけられて、私は慌てて返事をする。それから私は呼吸を整えて、えいやと一歩を踏み出した。




　▲ジョブレベルが上がりました。







[image: ５　ぶっちゃけ私なんかよりも推し同士の絡みの方が見たいよね分かります]




　私がヒヨウ様の舞ぶ台たいを見てから一ヶ月、そして礼拝堂でのふれあい会から三週間──つまり、地じ震しんが起きてから二ヶ月が飛ぶように過ぎた。

『オーアインの聖女』としての責務に必死で取り組み、疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていた私は、ヒヨウ様の粋いきな計らいによって元気を取とり戻もどし、また礼拝堂でのイベントのこともあって、以前にもまして執しつ務むに邁まい進しんしている。まあそうは言っても、相変わらずちょっとお祈いのりした後はアレクやサラくんやヒヨウ様のことを考えているばっかなんだけどね……。

　民たみたちは今でもパワフルに復興に取り組んでいて、私がわざわざ出向いていくこともなくなっていた。というか、街並みの大部分はもうほとんど被ひ災さい前の景観に戻っている。耐たい震しん性能はともかく、この世界の土木技術はなかなか侮あなどれない。野の晒ざらしになって悲しむ人も見なくなって、私としてはよかったよかったという感じだ。

　──ただ、王や元老院の面々は、そうも言っていられないようだった。耐震技術や防災意識の欠けつ如じょという課題に直面したこともそうだが、彼らは『混乱に乗じて邪じゃ教きょう徒とたちが暗あん躍やくするのではないか』と心配していたらしい。

　日夜、虎こ視し眈たん々たんと世界の破は滅めつを狙ねらっている邪教徒テロリストたち。現体制やこの世界自体に不満のある彼らは、今までもこういった自然災害に乗じて、邪じゃ神しんの召しょう喚かんを試みることが多かったそうだ。ただ、彼らは今回に限っては特にアクションを起こす気配がなく、血ち眼まなこで情報収集していたアレクたち聖せい騎き士しを拍ひょう子し抜ぬけさせたと聞いている。うーん、やっぱり邪教徒も地震で大変だったのかしら……？

　また元老院では、そもそもあの地震自体が奇き妙みょうだと指し摘てきする声も出てきたそうだ。

　というのも、あの日の大だい地じ震しんには全く余よ震しんがなく、それにはいくら地震に疎うといオーアインの元老院も『歴史書の記述と合わなくね？』と困こん惑わくしたらしい。まあ確かに、私の前世の記き憶おくを顧かえりみても、余震が全くないというのは考えにくい。考えられるとすれば自然現象でなく、超ちょう威い力りょくの爆ばく弾だんが爆ばく発はつした時とか……？　いや、素人しろうと考えなので本当にそんなことになるかは分からない。ただ仮に、そのレベルの衝しょう撃げきがどこかで生まれたとするのなら、この世界で何が起こったというのだろう。

　──空からおっきいドラゴンが降ってきた、とかですかね？

　里帰りから帰ってきたソラは、私の問いかけにそんな言葉を返してくれた。

　……あの規模の地震が起きるほどのドラゴンって、どのくらいデカいんだろう……そんなものを喚よび出して喜ぶのは邪教徒くらいだろうが、あいにく彼らは彼らでダウンしているようなので、この後続けざまに大地震発生！　なんてことはないはずだ。

　……いやあるいは、既すでに何かを召喚した後だから、邪教団は静かだったりして……？

　私はふとそんなことを考えることもあった。もちろん、杞き憂ゆうをよそに日々は過ぎ去っていくのだけれども。







　最近王宮では、例年の催もよおしとなっている聖騎士たちの御ご前ぜん試じ合あいの準備で、にわかに騒さわがしさが増していた。

「一対二での試合、ですか？」

「ええ……これがまた頭痛の種でして」

　王宮内の大図書館。閲えつ覧らん室に設しつらえられたテーブルに腰こしかけて、私は頭を抱かかえるアレクと言葉を交かわしていた。

　アレクと初めてプライベートで会ってから約半年。地震のアレコレが片づいて以降、私とアレクは時々図書館で顔を合わせ、少しばかりの雑談に花を咲さかすようになっていた。もちろん示し合わせて会っているってわけでは全くなくて、偶ぐう然ぜん会ったらちょっとお話ししましょうか、ってくらいだけどね。

　……まあ、ソラから聞いた話とか自分で小耳に挟はさんだ情報を精査して、アレクが図書館に行きそうな時を逃のがさず私も行くようにしているだけなんですが！　『推おし』とスウィートなひと時を過ごすためならそれくらいいくらでもしますんでね。限界オタクの業ごうは深い。

　それで、そうやって逢おう瀬せを重ねてるうちに、平時の私の緊きん張ちょうも少しは解ほぐれるようになってきた。そしてアレクの方もより心を開いてくれるようになっていて、日々の悩なやみ事とかを私にこっそり話してくれるようになったのだ。今まで相談相手がいなくて本当に大変だったみたいね……そんなアレクの目下のお悩みというのが、先に言った恒こう例れいの御前試合らしいのである。

「御前試合……私は今度初めて観覧します。もちろん存じ上げてはいましたし、興味もあったんですけれど」

　そう言う私に、アレクは「ほう」と小さく笑った。

「貴女あなたに応おう援えんされた騎士は百人力ですね。誰だれか贔ひい屓きの騎士でも？」

「えぇと……」君らだよ!!!!　と言いたい気持ちを我が慢まんして、私は「皆みな様さまのことを応援しています」と無難に答えた。流石さすがにね、国の聖女が大っぴらに特定の人を応援してるとか言うとまずそうだしね、うん。

　──聖騎士隊御前試合。それはオーアインにおける一大興行であり、王城と騎士砦とりでの間に設けられた闘とう技ぎ場にて、全聖騎士が自らの誇ほこりをかけてトーナメントを争うという催しだ。闘技場には王や妃きさきをはじめ、元老院のお偉えら方がたや貴族、他には街の富ふ豪ごうなんかも参列する。さらに聖騎士たちにとっては戦績次し第だいで昇しょう格かく・降格も検討される大会であり、そこは文字通り血肉湧わき立たつ戦いの舞台なのだ。

　……ただ、それは序列四位以下の聖騎士の話。我らが『紅こう竜りゅう』や『蒼そう鷹よう』、そして『金きん狼ろう』に関しては、あまりの強さにトーナメントから外されている。一応トーナメント優勝者が三人に挑いどめることにはなっているのだが、ここ数年は全く勝負になっていないため、一位から三位の顔ぶれはほぼ固定という感じだ。そしてその三人は総当たりの決けっ闘とうをして、上位の序列を決めることになっている。

「でも、お聞きした話だと、アレク様がとてもお強いとか」

「ええまあ……あの二人に負けたことはまだないですね。サラマンダとザックローは互たがいに切せっ磋さ琢たく磨ましていて、どちらが勝つか分からないのですが」

　そう言って、少し照れたように頰ほおを搔かくアレク。うーん気品がある。ともすれば不ふ遜そんに聞こえそうな台詞せりふだったけど、アレクの謙けん虚きょな人ひと柄がらと控ひかえめな口調も相まって嫌いや味みな感じはない。

　ただ、アレクは続けて、はぁと溜ため息いき交じりに言葉を零こぼした。

「まあだからこそ……今度の試合では二人まとめて相手をすることになったわけなんです」

「ええ……あの、なんと言うべきか……」

　そうなのである。毎回圧あっ倒とう的てきな強さでサラくんやヒヨウ様を下すアレクに、お偉方は『こんなんつまんねーや』と思ったらしい。そしてなんということでしょう、今度の試合ではアレク一人に対して、サラくんとヒヨウ様のタッグで戦えというお達しが出たというのである！　いややりたい放題か。そんな無茶を言ってきたのは恐おそらく貴族とか街の成なり金きんだと思うけど、それを許可した元老院も大たい概がいおかしいと思う。

　私ははぁ〜と溜息を吐つきつつ、負まけ戦いくさに駆かり出だされるハメになったアレクに、同情と労ねぎらいの言葉をかけた。

「大変ですねアレク様……お二人を相手にして勝てるはずもありませんのに……」

「いえ、そんなことはありませんよ」

「……えっ」

　今なんて言った？　聞き間ま違ちがいかと思って顔を上げた私に、アレクはしれっと言葉を続ける。

「最近は訓練のたびに二人と手合わせしているのですが、やはり私が負けることはないのです。二人の連れん携けいが甘すぎて、容易に隙すきをつくことができますからね」

「は、はあ……」

　いやそれで負けねーのかよキミ!?!?

　この発言には流石の私も度ど肝ぎもを抜かれた。他の聖騎士に比べてアレクやサラくんやヒヨウ様がめちゃくちゃ強いことはよーく知っていたけれど、実は三人の中でもそこまで差があったとは……確かにそうなると、二対一を要望した人たちの気持ちも分からんではない。

　──しかし、「勝てるはずもないなんて、失礼なことを言ってすみません」と焦あせって謝った私に、「いえ、本当はその通りのはずなのです」とアレクも慌てて言った。

「悩みというのはそのことなんですよ。本来の二人の実力なら、私一人では勝てるわけもない……だから彼らにはもっとしっかりしてもらいたいのです」

「そ、そうなんですか」

　アレクの言に、私ははぁと返すほかなかった。うーん、千里眼の奇き跡せきで見てる限り、二人のコンビネーションは既にメチャよさそうだったのになぁ……私の素人目では『普ふ段だん仲の悪い二人が戦せん闘とうでは息ピッタリでエモッッッ』となっていたけれど、アレクとしてはそれではまだ不満みたいだ。

　やはり、ユニットメンバー……というか近しい間あいだ柄がらでしか分からないこともあるってことだろう。それはそれでとってもエモいことだが、ただ、そう話すアレクは腕うでを組みながら眉み間けんにシワを寄せていた。

「私としては、二人にもっと互いを信しん頼らいしてほしいと思うのですよ。今のようにいがみ合ったり憎にくらしく思うばかりでなく、もっと互いに敬意を払はらうべきだと……どうすればいいかは分かりませんが……」

「…………」

　唸うなるアレクを見ながら、私は言葉もなく瞬まばたきをする。

　ソラから聞いていた話では、御前試合の前になると、聖騎士たちは血眼になって仲間たちのことを牽けん制せいし始めるという。まあそれもそうか。トーナメントの成否は自分の地位や待たい遇ぐうに直結していて、それを脅おびやかすのは周りの同どう僚りょうたちなのだから。みんな一つでも多く勝ちたいだろうし、可能なら一度も負けずに自分の強さを示したいはずだ。

　でもアレクくんよ。キミはそんなことより、サラくんやヒヨウ様がもっと強くあってほしいと願うんだね。自分を負かすくらい二人が強い方がいいと……そう思えるのは、彼が既に恵めぐまれた人だからかもしれない。だからといって、同じようなことを思える人がこの世界に何人いるだろう。

「っと、すみませんミレーナ様。また愚ぐ痴ちを言ってしまいましたね。私はそろそろ──」

「お待ちください、アレク様」

　席を立ちかけたアレクに、私はぽそりと声をかける。

　役に立てるかどうかなんて分からない。でも、悩んでいるアレクに手を貸したい気持ちはあるし、ダメでもともとなんだから言うだけ言ってみてもいい気がする。それこそ、この世界で何が役立つかなんて分からないのだから。

「私が昔見たアニメ……じゃなくて、物語の話なのですが。仲の悪い二人を打ち解けさせることができるかもしれません」

「……ほう？」

　私の申し出に、アレクは眉まゆを上げてこちらに視線を向けた。







　サラくんとヒヨウ様の犬けん猿えんの仲っぷりは、かねてから騎士舎でも有名だった。

　かたや、オーアインの先住民の末まつ裔えいとして山里で生まれ育ち、その頑がん健けんさや実直さをアレクに取り立てられたというサラくん。

　かたや、オーアインのスラム街に生まれ育ち、その敏びん捷しょうさや機転のよさをアレクに取り立てられたというヒヨウ様。

　二人の経歴は全く異なり、それでいて、査察に訪おとずれたアレクに見み出いだされて騎士になったという点だけは共通していた。二人ともアレクのことが大好きらしいし、そりゃ互いに対たい抗こう意識を持つのも当然だろう。

　普段の二人は顔を合わせてもぷいとそっぽを向くばかりで、最低限の挨あい拶さつすらしないほど剣けん吞のんとしているそうだ。そしてヒヨウ様が何かするたびにサラくんがつっかかり、それにヒヨウ様が反発したりやっぱり無視したり……いよいよという時はアレクが間を取り成すらしいが、流石にそこまで仲が悪い騎士というのは隊にも類を見ないという。

　──そんな二人に。御前試合を一月後に控えた二人に、アレクからとある命令が発せられた。それを聞いた二人は仰ぎょう天てんし、泡あわを吹ふく勢いでアレクに詰つめ寄よったのである。

「「こ……こいつと一いっ緒しょに生活をしろと仰おっしゃるんですか!?」」

「ああ、そうだ。今日から御前試合まで訓練はもちろん、寝しん食しょくもともにしてもらう」

　爽さわやかに晴れた朝。騎士舎の一室にサラくんとヒヨウ様を呼び出して、アレクは淡たん々たんと二人にそう告げた。

　瞬きの後、憮ぶ然ぜんとした様子のサラくんがアレクに尋たずねる。

「そ……それは、なぜでしょうか。俺はこいつと馬が合いません。そのようなことをしても、普段の調子を損そこなうだけではないでしょうか」

「そうですよアレクシス様！」続けてヒヨウ様も言葉を発した。「オレはこいつと一緒の部屋で寝ねるなんて、死んでも御ご免めんですからね！　それに訓練だって、こいつが横にいたって鬱うっ陶とうしいだけですよ！」

「『蒼鷹』貴様、アレクシス様の前でそんな口を……！」

「なんだよ、やるか『紅竜』!?」

「──落ち着いてくれ」

　威い厳げんのある声でアレクが言った。それを聞き、今にも摑つかみかかりそうだった二人はその手を下ろし、肩かたを怒いからせながらもアレクの方に向き直る。

「二人の関係については私もよく知っている。しかし、だからこそなんだ。お前たちがもっと互いを信頼し合えるようになれば、今とは比べ物にならないほどの力になる。それこそ、私一人の力など足元にも及およばないほどにな」

「「……！」」

「お前たちはもっと互いを知るべきだ。それに、このまま試合当日を迎むかえたくはないだろう？」

　アレクの話を聞いて、サラくんとヒヨウ様が顔を見合わせる。そりゃそうだ、二人だってこのまま敗北確定で本番を迎えるのは本意じゃないだろう。手立てがあるなら試ためしたいだろうし、それが二人の敬服するアレクからの提案なら、二人だってやってみようという気になるはずだ──まあそのうえで、二人とも苦虫を嚙かみ潰つぶしたみたいな顔してるけどね……いやどんだけ互いのこと嫌きらいなのキミら……。

「話は以上だ。今後の部屋割りや訓練の内容については私が組んでおいたので、後で確かく認にんしてくれ」

「……承知しました」

「……ウッス」

　静かに話を締しめたアレクに、沈しずんだ声で返事をするサラくんとヒヨウ様。ところが、ヒヨウ様の返事を聞いたサラくんは、そこで再びキッとヒヨウ様を睨にらむと「おい、『蒼鷹』」と低い声を放ったのだ。

「貴様、アレクシス様になんだその返事は。真面目にやる気があるのか？」

「ハァ？　ナメてんじゃねぇぜ『紅竜』サマよ。むしろこっちはお前がついてこられるのか心配してんだぜ。せいぜい途と中ちゅうで音をあげないように頑がん張ばってくれよ」

「なんだと、貴様……！」

「あァ？　やんのかよ、おい！」

「……お前たち……」

　いがみ合う二人を見て、アレクは呆あきれたように溜息を吐いた。一方、私は少し離はなれた部屋から【千里眼の奇跡Ⅰ】を使って三人の様子を探さぐりつつ、普段とは違う推しの姿にハアハアしていた。

（あああ〜っ苦労人気質のアレク愛いとしいよ〜〜〜今度またゲンナリしてるとこ慰なぐさめさせて〜〜〜〜〜っていうかそれはそれとして、サラくんもヒヨウ様も私に話しかける時と違いすぎないか……んーこっちが素なんだとしたら私まだ全然二人のこと知れてないんだなぁ……あヤバい、私サラくんにゴミを見るみたいな目で『やめてください』って言われてみたいわ。変態だわ私。あとヒヨウ様に壁かべドンされて強気に迫せまられてみたいわ。童顔とキツい台詞のギャップでトリップしてみたいわ私）

　▲ジョブレベルが上がりました。

　……ハイすみません。以降は黙だまっときますんでどうか推しの様子を存分にご覧くださいすみませんほんと。







　その後も私は【千里眼の奇跡】を使いつつ、時折アレクと状じょう況きょうを確認しながら二人のことを見守っていた。

　アレクの命によって共同生活を営むことになったサラくんとヒヨウ様だったが、やはりというか、その行程は前ぜん途と多難もいいところだった。そりゃ今までは二人とも一人部屋だったし、極力一緒にならないように過ごしていたらしいしね……多くの時間を他人と、それもいけすかない相手と過ごさなければいけないストレスたるや、普段とは段だん違ちがいに大きいことだろう。

　その日も騎士舎の食堂で、朝食の列に並びながら二人は言い合いをしていた。周りに他の聖騎士がいるのも気にせずに、だ。

「おい『蒼鷹』、一昨日から夜な夜な部屋の机で何をやっているんだ。いつまでも灯あかりをつけられていては、寝るに寝られんのだが」

「お前の都合なんて知るか、『紅竜』。大体、寝つくの早すぎなんだよお前。赤あかん坊ぼうか？」

「貴様が就しゅう寝しん時間を過ぎてなお灯りをつけているんだろう……！　同じ部屋で暮らす以上、少しは同居人のことも考えろ。規律違い反はんを咎とがめれば、罰ばつを受けるのは貴様の方なんだぞ」

「……へいへい分かりました。それじゃ今夜からはちょーっとの灯りでやりますんでね、お見み逃のがしくださいよ『紅竜』サマぁ〜」

「貴様、また俺を馬鹿にして……！」

「……あんたたち」順番が回ってきた二人に、食堂のおばちゃんが声をかける。「喧けん嘩かは余よ所そでやってくれないかね。飯を食うっていうんなら、今日は豚ぶたかい、鶏とりかい」

「ああ、その……豚でお願いします」慌ててそう答えるサラくんと、

「鳥！　鳥肉でよろしくな！」と答えるヒヨウ様。しかし、そこで何を思ったか、サラくんはまたギロリとヒヨウ様のことを睨んだのだ。

「……『蒼鷹』、貴様なぜ鶏肉なんだ。豚肉の方が滋じ養よう強きょう壮そうに効果があり、病への抵てい抗こう力も上がると、この前国の学者が講演に来ただろうが」

「オレは信じてねーよ、あんな話」サラくんの言葉に、ヒヨウ様は嚙みつくように返事をした。

「大体、同じ肉なんだからどっちを食っても変わんねぇだろ？　俺は昔から鳥肉が好きなんだ。だからこっちを取る」

「……鶏が好き、か……フン、『蒼鷹』が鶏肉を食べるとは。流石猛もう禽きん類は節操がない」

「なんだと!?」

「あんたたち、いい加減にしな！」

　ドン、と、そこでおばちゃんが朝食のプレートを二人に出しつつ叫さけんだ。ナイスおばちゃん。二人はハッとして、バツが悪そうに銀のプレートを受け取った……けれど、彼らの視線はなおもバチバチと火花を散らしている。

　二人はそのままアレクの命令通り、向かい合った席について食事を始めた。ただ、その間の二人は全くの無言で、刺とげ々とげしいオーラが常に漏もれ出ている……ああほら、周りの他の聖騎士たちが恐れをなして離れていくじゃんか……せっかくの優ゆう雅がな朝食の時間が、これじゃあまるで刑けい務む所しょの一幕だ。

「「──ご馳ち走そう様さまでした」」

　結局、周りの誰よりも早く食事をかっ込んだ二人は、そのまま同時に朝食を終えた。そのこともまた二人としては不満そうで、同時に席を立ったかと思えば、ガツガツと肩をぶつけながら食器を戻しに行ったのであった……。

　そんな二人の様子をアレクと【千里眼】で見ながら、私は自分の軽はずみな提案が『推し』を苦しめている事実に肝きもを冷やしていた。

「あの……アレク様。お二人ともやっぱりコンビネーションというか、相あい性しょうがとってもよろしいみたいですね？　提案しといてなんですけど、もうミッション達成ってことにして差し上げても……」

「いえ、まだダメですよ」

「あの……」

「ダメです」

　ニコリと笑いながら、アレクが毅き然ぜんと私に言う。あいや、アレク様が言うならね、仕方ないね、うん。







　それからも二人の共同生活は続いた。

　部屋の使い方では互いの身体からだの違いや習慣の違いで揉もめる。もちろん毎日の連携訓練でも言い争い、二人には数限りないほどの鬱うっ憤ぷんが募つのっているようだった。

「『蒼鷹』貴様……！　野菜を残すなと何度も言っているだろう！　子どもか!?」

「うるせえ！　ラディッシュだかなんだか知らねえが、後味が苦いもんは全部毒なんだよ！　オレは絶対食わねえからな──それより『紅竜』、お前昨日の夜も部屋に引いた線越こえてオレの方に入ってきてただろ！　これで何度目だ!?」

「あ、あれは夜中に手洗いに立っただけで……いやそもそも、あの狭せまい部屋の中で絶対に中央線を越えないなど無理だろう！」

「ああ無理だろうな、お前の図体ずうたいと雑な性格ならよ！　大体な、お前は戦い方も大おお雑ざっ把ぱなんだよ！　なんだありゃ、雑に身体強化して殴なぐりかかればいいと思ってんのか？　あァ!?」

「いや貴様こそ、俺の動きには一いっ切さい注意を払っていないだろうが！　貴様の動きに合わせてやるのが、どれほど大変か……！」

「なんだと『紅竜』!!」

「……黙れ、『蒼鷹』!!」

　まあこんな感じで。

　二人の関係は一向に改善の兆きざしを見せず、また訓練の中で二人がアレクに土をつけることも依い然ぜんとしてなかった。そうこうしているうちに時間は経たっていき、次第にサラくんとヒヨウ様には余よ裕ゆうがなくなってきた。

「──クソッ!!」

　御前試合を二週間後に控えた訓練の後。いつものように二対一でアレクに挑みかかったヒヨウ様とサラくんだったが、やはりアレクを捉とらえることができず、二人とも訓練場の床ゆかに転がる羽目になっていた。

　悔くやしそうな叫びとともに床を叩たたいたヒヨウ様を見て、サラくんが「アレクシス様の前だぞ、『蒼鷹』」と叱しっ咤たする。しかし、彼の口調にも覇は気きがなく、疲労と徒労感が明らかに滲にじんでいた。そんな二人を見て、アレクは訓練用の剣けんを下げつつ溜息を零す。

「……相変わらずだな、二人とも。半月前から変化が見えない」

「……それは……」

「もううんざりですよ、こいつと一緒にいるのは！」

　言葉を詰まらせたサラくんの横で、床に横たわったままのヒヨウ様が叫んだ。彼は上体を起こすと、アレクのことをじっと見つめる。

「オレは……『紅竜』のことなんて知りたくもないし、分かり合いたいなんて思いません！　オレが近づきたいのはこいつじゃなくて貴方あなたなんだ……！　オレはいつだって、貴方に憧あこがれているのに！」

「……それは、俺も同じです……！」

　ヒヨウ様の熱弁を聞いて、傍かたわらのサラくんも熱い視線をアレクに送った。その言葉はヒヨウ様の、そしてサラくんの本心でもあるのだろう。しかし、アレクは首を横に振ふると、二人を見ながら淡々と言った。

「……昨晩、少しだけ王と歓かん談だんする機会を頂いた。その時に御前試合の話も出たが、王は私ばかりを讃たたえられ、一対二になったからといって、私が負けることはないだろうと評されていた……私がそれは違うと申し上げても、聞き入れてはくださらなかった」

「「…………」」

「もっと話をするべきなんだ」

　言葉もなく話を聞いているサラくんとヒヨウ様に、アレクは静かに言った。

「お前たちはまだ、互いのことを何も知らないでいる……相手に興味が持てないのであれば、まずは本音をさらけ出してみるといい。そうすれば、自おのずと相手のことも見えてくるだろう」

「ほ、本音って……」

　ヒヨウ様が途と方ほうに暮れたように尋ねる。しかし、アレクはそれに答えず、背を向けたまま訓練場から出て行ってしまった。

　後には、床に座るサラくんと立ち尽つくすヒヨウ様だけが残された。二人は何も言わないまま、しばらくの間静かにしていた。それでもやがて、ヒヨウ様は床に座るサラくんに「騎士舎に戻ろうぜ、『紅竜』」と小さく声をかけたのだ。

　しかし、サラくんは言葉を返さない。

「……『紅竜』？」

「……本音、か……」

　サラくんがむくりと起き上がる。その背にヒヨウ様は「お、おい『紅竜』」と呼びかけたけれど、それにサラくんは「やめてくれ」と重たい声を返した。

「俺のことを、『紅竜』だなんて呼ばないでくれ」

「え……」

　ヒヨウ様が言葉を失う。そのままサラくんは、振り向きもせずに訓練場を後にしてしまったのだ。

　一人残されたヒヨウ様は、呆ぼう然ぜんとして訓練場の扉とびらが閉まるのを見つめていた。







　私から訓練の後の二人の様子を聞いたアレクは、少しの思案の後、サラくんの出自と肩かた書がきについて私に話をしてくれた。

「今は昔のことです……オーアインの地に数多く住んでいた先住民たちは、燃えるような赤い髪かみとたくましい身体を持ち、自然とともに暮らしていました」

「あ、私もそれ、聖堂での授業で習ったり、図書館の本で読んだりしましたよ！　えっと、授業の方では確か、その人たちが旅をしていた王様の祖先と仲良くなったって……」

「流石ミレーナ様。昔から勉強熱心でいらっしゃる」

「い、いやぁ、あはは……」

　アレクに褒ほめられて頭を搔きつつ、なおも私は自分の記憶を辿たどった。

　オーアインの先住民たちは、流る浪ろうの民であった現王家の祖先と出会い、契けい約やくを交わした。それによって流れ者は土地を得、先住民たちは永遠に裕ゆう福ふくな生活を約束されたのだ──というのが、国の教科書に書かれた過去の歴史である。然しかるに、オーアインに住むほとんどの人たちは、先住民の子孫は今も特権階級として裕福に暮らしているのだと思っている。

　──が。アレクが聖騎士として見聞きしたり、そして私が大図書館の歴史書を読んだりしてきた限りでは、どうもそういうわけでもないようなのだ。

「私も最近まで知らなかったんですけれど……王様の祖先はとても強くて、侵しん略りゃくや略りゃく奪だつで富を得てきた一族だったと古い本にありました。そして、ここオーアインの地を訪れた時も、やはり交こう渉しょうではなく侵略を行ったと。そして先住民たちは抵抗の末に敗北し、僻へき地ちにて細々と生きていくことになったと……」

「ああいえ、王家の名めい誉よのためにお伝えしておきますが、それらは遠い過去の話であって、今はまた状況が違うのです」

　私の話を聞いて、アレクが慌ててそうつけ加えてくれた。

「オーアインの都市から一山越えた辺りには、開けた丘おかと農村があります。そこに住まう一族こそが先住民と呼ばれる人々であり、サラマンダもそこの生まれなのです」

「あっ……以前お話ししてくださった、アレク様が視察に行ったという村ですね!?」

「その通り」

　アレクはニコリと笑って頷うなずいた。彼の話では、あの嵐あらしの夜を経てアレクたちが視察から帰ろうとした際、崖がけから崩くずれ落おちてきた大岩をサラくんが素す手でで止めてみせたため、堪たまらずスカウトしてきたのだという。

　まだ幼さの残るサラくんの頑張り見たかった〜……じゃなくて。ここで重要なことは、当時今よりも若手だったとはいえ、期待のホープであり王家と繫つながりのあるアレクが小さな村の視察に行っていたことだ。それも改めて詳くわしく聞くと、ただの視察ではなく食料やら嗜し好こう品やらを運んでの訪問だったとか。

「今思えば──若い私は特に気に留めませんでしたが──この間サラマンダが行った鉱山でそうだったように、騎士が視察に行った先に贈おくり物ものをするなどということは通常ありません。もちろん、私含ふくめ誰もそれに異論を申し立てなかったということは、かなり上の立場の方がそれを用意したのだと思います」

「……えーっとつまり、そうなるとですね……」私は恐る恐る、自分の想像した仮説を口にした。

「あの……今の王家は、先住民の方々に自分たちが過去に乱暴した歴史を黙っていてもらおうとして、こっそり物資を援えん助じょしてるんじゃないでしょうか……別の言い方をすると、昔酷ひどい目にあわせた人たちに復ふく讐しゅうされないよう、今は逆に甘やかしてあげている、というか……」

「……なるほど……」

　私の推測に、アレクは腕うで組ぐみをして深く頷いた。う……こうやって王家の闇やみを暴あばくのって、実は結構ヤバいことなんじゃないの……？　しかもこういう収しゅう賄わいの話は、前世から世間にバレたら大炎えん上じょうもののスクープだと思うし。

　ただ、関係者であるアレクは特にそれを問題にしようとはしてなさそうだった。私としても藪やぶを突つついて蛇へびを出すつもりはないので、王家と先住民のやり取りについては、今はとりあえず目を瞑つぶっておけばいいだろう。

　しかし、もし以上の仮説が正しいとなると、今度はサラくんに与あたえられた『紅竜』という肩書に別の意味が生じてしまった。

　アレクの『金狼』もヒヨウ様の『蒼鷹』も、そしてサラくんの『紅竜』も、王様が彼らに特別に与えた肩書だ。これをそれぞれ個別に見る分には「推しにカッコいい二つ名をくれてありがとう……」と心から思えるのだけど、一方で三人並べて見た場合には、「一位が狼おおかみで三位が鷹たかなのに、二位が竜なのかい？」という違い和わ感かんはどうしてもある。

　もしそれが、王様から先住民の子孫であるサラくんへの忖度そんたくだとしたら？　『こんなにいい肩書あげたんだからウチを裏切らないでね？』っていう、メッセージ込こみの肩書なのだとしたら……？　サラくんは寡か黙もくだが聡そう明めいな人間だ。そんな彼が、王家と自分の出自との因いん縁ねんとか、それによる思おも惑わくに全く気付いてこなかったはずはないだろう。彼は果たして、敬愛するアレクよりも荘そう厳ごんな肩書を与えられて、何を思っていたのか？　何を感じていたのか？

「……あの、すみませんアレク様……私の提案で、お二人の仲がますます難しくなってしまったかもしれないです……」

　二人でサラくんの言葉の意味を考えた後、私は沈ちん痛つうな面おも持もちでアレクにそう言った。

　どうしよう、このままサラくんとヒヨウ様の仲が修復不可能なほどに拗こじれてしまったら……ただ、不安になっている私に、アレクは優やさしく微ほほ笑えんでくれた。

「大だい丈じょう夫ぶですミレーナ様。私は彼らを信じています……どうか貴女も、彼らを信じてくださいませ」

「……アレク様……」

　彼に言われて、私は再び顔を上げる。そんな私たちの目の前には、未いまだ展開されたままの【千里眼】の映像が浮うかんでいる。




　その日、ヒヨウ様とともにアレクに負け、そしてヒヨウ様に「『紅竜』と呼ばないでくれ」と言った後。私とアレクが【千里眼】で見守る中、訓練場から部屋に戻ったサラくんは、月明かりの差す部屋で、長いことベッドに腰かけながらまんじりともせずにいた。

　彼が何を考えていたのかは定さだかではない。【千里眼の奇跡】はあっても、【読心の奇跡】なんてものはないのだ（本当にないんですかね神様）……ただとにかく、その夜のサラくんは訓練を終えた後、夕食も食べずに物思いにふけっていた。ちなみに、今ここはヒヨウ様の部屋でもあるのだけど、そのヒヨウ様も訓練場から一度も部屋に帰ってきていない。

　月明かりが徐じょ々じょに角度を変えていく。さらに長い時間が経った後、サラくんは重く深い溜息を吐いた。それから彼は、気け怠だるげに自分のベッドに横たわろうとしたのだ。

　そこで、ガチャリと部屋の扉が開く。

「！」

「……なんだよ、別に平気そうじゃねぇか。飯の時間をすっぽかしやがって、てっきり部屋でメソメソしてるのかと思ったのによ」

　部屋に戻ってきたのはヒヨウ様だった。彼は悪ぶった台詞を言う一方で、「ほらよ」とサラくんにパンを放った。慌ててキャッチしたサラくんが「これは……」と尋ねると、ヒヨウ様は頭を搔きながら「食えよ。余りもんだけどな」と言う。

「何がお前をナーバスにさせたかなんて知らねぇけどよ……ただ、明日も朝から訓練なんだ。今日だけは恵んでやったが、飯くらいちゃんと食え。倒たおれてもオレは知らねーぞ」

「……そうか、そうだな……すまない、『蒼鷹』」

　ヒヨウ様からの気き遣づかいに、流石のサラくんもお礼を言う。ただ、彼の台詞を聞いたヒヨウ様は「おい、なんだよそれ」と憤ふん慨がいしたのだ。

「何が『蒼鷹』だ。オレに『紅竜』呼びやめろって言っておいて、お前はオレをそう呼ぶのかよ」

「ああ、いや……それは……」サラくんがもごもごと口くち籠ごもる。

「……貴様は、自分の肩書を気に入っているのだろう？　ならば、俺から呼ばれても気にならないだろうに」

「ってことは、お前は自分の肩書が気に入らねーってのかよ」

　ズバリと核かく心しんを突いたヒヨウ様に、ぐっと言葉を詰まらせるサラくん。それを見て、ヒヨウ様ははぁーっと溜息を吐くと、どっかと自分のベッドに腰を下ろした。

「じゃあよ、オレはお前のこと、なんて呼べばいいんだ」

「何……？」

「肩書だよ」ヒヨウ様がじっとサラくんを見ながら言った。

「オレは『サラマンダ様』だなんて、お前のことを呼んでやるつもりはねぇ。だからずっと『紅竜』で通すつもりだったのによ……呼ぶなって言ったお前の顔があんまり嫌いやそうだったから、もう言えなくなっちまった。だからオイ、代わりの呼び方だよ。『紅竜』が嫌なら、代わりのやつを出してくれよ」

「……！」

　遠えん慮りょなしにそう言うヒヨウ様を、サラくんは驚おどろき顔で見つめていた。少しの沈ちん黙もくの後、彼はヒヨウ様から目を離し、組んだ自分の手に視線を落とす。

「……俺の名はグリム・サラマンダだ。グリムは俺の故郷の言葉で『熊』を意味する──そうだな、俺はずっと『紅熊こうゆう』と、そう呼ばれてみたかった」

「……『紅熊』ね……」

　サラくんの言葉を聞いて、ヒヨウ様がブツブツと独りごちる。それから彼は、ニィッと笑ってサラ君に言ったのだ。

「いいじゃねぇか。少なくとも、前までの偉えらそうな感じより遥はるかにマシだ。実を言うと、オレは前から『紅竜』って肩書が気に入らなかったからな……アレクシス様の『金狼』を食ってるじゃねぇかって、ずっとムカついてたんだ」

「……!!」

　ヒヨウ様の台詞を聞いて、サラくんが目を見開く。少しの沈黙の後、サラくんはおもむろに「……フフ」と笑った。

「あ？」

「いや……フフフ、ハハハ……！」

「お、おい、何笑ってんだよ『紅熊』」

「ハハ……いや、なんでもない。なんでもないんだ、『蒼鷹』」

　サラくんは笑いながらそう言った。それから彼はにっと笑って、大口を開けてパンに食らいつく。バクバクバクと、大きめのパンが三口で口の中に消える。

　ポカンとしているヒヨウ様に、サラくんはふう、と息を吐きながら言った。

「……パンを渡わたしてくれたこと、感謝する。俺はもう寝るぞ、『蒼鷹』」

「お、おぉ……またな、『紅熊』」

「……ああ。また明日」

　それだけ言って、サラくんはごろんとベッドの上に転がった。その横でヒヨウ様はなおも困惑顔をしていたが──背を向けて横たわるサラくんが未だ笑えみを浮かべていることを、彼は最後まで知らずにいた。







　御前試合まで残り十日を切り、二人の生活は少しずつ歩み寄りを見せ始めた。そして模も擬ぎ戦でも、二人は徐々にアレクを追おい詰めるようになっていったのだ。

　その要因としては、サラくんの方が少しだけヒヨウ様に対して寛かん容ようになったことが挙げられる。彼は前ほどには敵意を剝むき出しにして突っかからなくなったのだ。そしてそれを受けてか、ヒヨウ様の方もサラくんに弱みを見せる場面が増えるようになっていった。

「『蒼鷹』貴様、最近よく眠ねむれてないんじゃないのか？　……そうまでして、夜な夜な手紙を書かなければいけないのか」

「……なんだよ。俺が何してるか、気付いてたんだな」

　朝の食事時。目の下に深いくまを作っていたヒヨウ様にサラくんが尋ねる。それにヒヨウ様は欠伸あくび交じりで「……ガキどもに書いてる手紙なんだよ、あれは」と返した。

「騎士になる前から面めん倒どうを見てる、スラム生まれのガキどもだ。昔は家族みたいに一緒に暮らしてて、今はみんな養護院にいて……それで今度、慈じ善ぜん事業の一いっ環かんで御前試合を観みに来くるらしい」

「ああ……」

「あいつら、いつも俺の手紙を楽しみにしてんだよ。こっちが毎日書いても、一通送ればすぐ次の手紙を欲ほしがって。そんで今は御前試合の話で持ちきりで……あいつらは何も知らねぇから、オレがいつだって最強だと思ってやがる。この前会いに行った時に、そうじゃねえって言えりゃあよかったんだがな……ただあいつらは、今もオレが勝つもんだと思ってやがる。オレはあいつらに、なんて書いたらいいのか……分からなくって……」

「……楽しみにしていてくれ、と書けばいい」

　サラくんはパンを飲み込んでそう言った。そして彼は、まだ手つかずの自分の主菜おかずの器うつわを持って、ヒヨウ様の前に置いたのだ。

「あ？　なんだよこれ」

「前にも言っただろう。豚肉は滋養強壮に効果がある……調子が悪いならこれでも食べておけ」

「んなっ、いらねーよこんなもん！」

　そう言って歯は嚙がみするヒヨウ様だったが、なおもサラくんはじっと彼のことを見つめ続けていた。それでヒヨウ様は憮然としつつも、最終的にはフンと鼻を鳴らして、豚肉の照り焼きにかぶりついたのである。

　しばらく、二人は黙もく々もくとご飯を食べていた。ただ、豚肉を半分ほど食べたところで、ヒヨウ様がぼそりと「なあ……俺たちは、アレクシス様に勝てると思うか？」と、サラくんに尋ねる。

「何……？」サラくんがヒヨウ様のことをまじまじ見た。

「……勝てる、と思っている。最近の模擬戦の調子ならな。そして『蒼鷹』、お前も同じように考えていると思っていたが」

「……そうだよな、このままいけば勝てる……勝っちまうんだよな……」

　ヒヨウ様の零した言葉を聞いて、サラくんはぱちぱちと瞬きをした。




　別室から二人を見守っていた私とアレクは、【千里眼】のモニターを前に顔を見合わせる。

「ミレーナ様、今のザックローの言葉は……」

「……私、ザックロー様がお悩みの理由が分かったかもしれません」

　私はアレクにそう伝える。私が思い出していたのは、昨晩、【千里眼】で覗のぞいたヒヨウ様の姿だ。

　部屋の机に向かい、いつものように手紙を書いていたヒヨウ様は、『自分が試合で勝ったとしたら』という文の続きを書けずに固まっていたのだ。

　──恐らくだが、ヒヨウ様の葛かっ藤とうというのは、『自分たちがアレクに勝てるのだろうか』ということだけではない。そう、彼のもう一つの悩みとは、『自分たちがアレクを下すようなことがあっていいのだろうか』ということなのだろう。

「ザックローがそんなことを？」

「もも、もちろん想像ですよ!?　ただ、そうだとしたら、あのご様子にも納なっ得とくがいくというか……」

「……そう、ですね……」

　私の説明を聞いて、アレクも少しの逡しゅん巡じゅんの末に頷いた。

　スラム育ちのヒヨウ様は、かつては凄すご腕うでの盗人ぬすっととして生計を立てていたそうだ。それまで一度も捕つかまったことのなかった彼が、しかし数年前に、市し井せいに査察に来ていたアレクに初めて捕まった。そしてその身のこなしに感心したアレクに取り立てられて、ヒヨウ様は聖騎士になったのだと聞いている。

　スラムで暮らすということは、明日の暮らしもままならず、ただ生きるためだけに生きることを余よ儀ぎなくされるということだ。そんな彼はしかし、アレクに取り立てられてスラムから抜け出した。彼だけじゃない、彼が面倒を見ていたという子どもたちも一緒に──果たしてヒヨウ様は、アレクにどれだけの恩を感じていたのだろう。憧れというより、私の思う尊さとか、そういう信しん仰こうに近いものを感じていたのかもしれない。

　そんな人が、今までは程ほど遠とおかった『自分がアレクを負かしてしまうかもしれない』という事実を前にして、どんなことを思うのだろうか？　それに、自分に期待をかけてくれる子どもたちと板いた挟ばさみになって、彼はどれだけの葛藤を覚えていたのだろうか。

　──しかし、焦る私がそっと隣となりを見ると、アレクは何も言わないまま、じっとモニター越ごしにヒヨウ様とサラくんを見つめていた。




　程なく、豚肉を口に運ぶヒヨウ様を見ながら、サラくんが静かに零した。

「俺は、いつかはアレクシス様を越えねばならんと思っている」

「……なんだと？」と、ヒヨウ様が食事の手を止める。「言うじゃねぇか『紅熊』。アレクシス様に拾われた身で、随ずい分ぶんと不遜だな」

「アレクシス様に拾われた身だからだ、『蒼鷹』」サラくんは、ヒヨウ様の睨みをものともせずに言葉を続けた。

「……俺の生まれた村は、穏おだやかで豊かだった。災害もさほど酷くなく、害がい獣じゅうや盗とう賊ぞくに狙われることもなく……いつまでも平和だった。だが、それは俺にとって、あまりにも退たい屈くつだったんだ」

「……いきなりなんだか知らねぇが、反吐へどが出るほど贅ぜい沢たくな物言いだぜ」

「お前からすればそうだろうが」サラくんは苦く笑しょうをして、しかし「俺にとっては死ぬほど苦しいことだったんだ」と感情を込めて続けた。

「俺は無む為いな暮らしの中で、このまま何者にもならずに死んでいくのだと思っていた。そういうものだと諦あきらめて、でもどこかにやり切れなさがずっとあった……だが、俺はアレクシス様に見出され、騎士になった。様々な人に会い、様々な場所を訪れ、様々な戦いを生きた。やがて俺は『紅竜』に、いや『紅熊』になっていた」

「…………」

　いつしか、ヒヨウ様は口を挟まずにサラくんの話を聞いている。サラくんはスープを飲み干して一息を吐くと、それから再び真まっ直すぐにヒヨウ様のことを見つめた。

「……俺は、アレクシス様に出会えて本当によかったと思っているし、あの方のためならどんなことでもできると思っている。だからこそ俺はあの方の期待に応えたいんだ。アレクシス様は俺を、俺の力を信じてくれたから……貴方は間違っていなかったと、俺はアレクシス様に示したいんだ」

「……そんなこと、オレの方が思ってる」

「本当か？」

　ヒヨウ様の言葉を聞いて、サラくんは少しだけ嬉うれしそうに、でも大部分は挑ちょう戦せん的な声こわ音ねで言った。

「そうだと言うのなら、俺たちはもっと上手うまくやれるはずなんだがな。相あい容いれないことがあったとしても、アレクシス様への思いはこれほど似通っているというのだから」

「…………」

「俺は先に行くぞ、『蒼鷹』」

　そこまで言って、サラくんは食器を持つと席を立った。ヒヨウ様はそれを見て「あっ」と零し──すぐさま、口いっぱいに朝食の残りを詰め込んだのだ。

「ふぁま、ふぁへよ待てよ、『ほうゆう紅熊』！」

　叫びとともに席を立ち、ヒヨウ様もまた、サラくんを追いかけて食堂を後にした。




　──そして、そんな二人の様子を【千里眼】越しに見つめながら、私はウルウルと目を潤うるませている。

「……如何いかがですか、ミレーナ様」隣のアレクが微笑みとともに私に言う。「我らがオーアインの『紅熊』と『蒼鷹』は。頼たのもしいことではありませんか」

「は……はい……！　とっても……!!」

　アレクの横だというのに、私はハンカチを手に鼻をズビズビとすすっていた──あーもうダメだわ、言葉になんないわこれ！　もう私には応援することしかできない!!　頑張って二人ともぉぉおお!!!!







　飛ぶように日々は過ぎ、サラくんとヒヨウ様の時間が積み重なる。

　毎日の食事は互いが自らのことについて少しずつ話す一時になり、いがみ合いが飛とび交う代わりに、穏やかな語りが交わされることが増える。

　それと比例して、二人のコンビネーションは徐々に研とぎ澄すまされていった。

　かつてはヒヨウ様のフォローばかりで身体強化を生かし切れていなかったサラくんが。

　そして、かつては突とっ出しゅつし、崩されたところをサラくんにフォローされていたヒヨウ様が……今は互いに呼吸を合わせ、ほぼ同時に多方向から攻こう撃げきを繰くり出せるようになっていたのである。

　ヒヨウ様のフォローが不要になったサラくんは、以前よりも局所に集中して身体強化を行うことができ、その効力はこれまでの比ではなくなっていた。そしてヒヨウ様も、サラくんの打ち合いにしっかり合わせることで、より相手の隙を捉えられるようになっていったのだ。

　日付が進む。

　太陽が昇のぼっては沈み、闘技場の装そう飾しょくが徐々に豪ごう華かになっていく。

　そして遂ついに──サラくんとヒヨウ様は御前試合の前日になって、遂にアレクに膝ひざをつかせたのだった。







「見事だ、二人とも」

　土つち埃ぼこりを払い、アレクが立ち上がりながら言った。

「かつてとは見み違ちがえるようだった……これならば、明日もいい勝負ができるだろう」

「「……!!」」

　アレクと戦った後、そして初めて彼に勝利した後。サラくんとヒヨウ様は肩で息をしながらも、アレクの台詞を聞いて、嬉しそうに顔を見合わせた。そんな二人を見て、アレクもふっと笑うと訓練場を後にしようとする。

「あっ……アレクシス様！」とそこで、サラくんが思い出したように叫んだ。「一つ、お願いがあるのです！　もし俺が、俺たちが、明日勝ったなら……」

「……自分を『紅熊』と呼んでくれ、といったところか？」

「「！」」

　アレクの返答に、サラくんとヒヨウ様が目を瞬しばたたく。

「なぜそのことを……」

「……実はな、今回お前たちに共同生活をするよう提案してくださったのは、ミレーナ様なんだ。そして私たちは、あの方の【千里眼】でお前たちのことを見守っていた」

「えっ……！」

　アレクの言を聞いて、ヒヨウ様はギョッと目を見開き、サラくんがバッと口に手を当てる。そんな二人を見て、アレクは朗ほがらかに笑った。

「何も恥はじることはない。お前たちは確かに悩み、ぶつかってきた。しかしそれ以上に、互いを認め合ってここまで至ったじゃないか。お前たちは正しく強くなった──私までもが誇らしく思えるほどにな」

「……アレクシス様……」

「好きに名乗れ、『紅熊』。お前の生き方を決められるのはお前だけだ。王には私から言っておく……お前はお前の望むように生きればいい」

「……はい!!」

　サラくんの威い勢せいのいい返事を聞いて、アレクは微笑みとともに訓練場から去っていった。




　アレクを見送った後、サラくんとヒヨウ様は床に二人で横たわって、天てん井じょうを仰あおいでいた。
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「……勝てたな、『紅熊』」

「……ああ。勝てたな、『蒼鷹』」

　二人はアレクが去った直後から、すっかり脱だつ力りょくして訓練場の床に転がっていた。彼らは疲労困憊といった様子で、しかし、どこか達成感のある表情で互いのことを見る。

「……おい『蒼鷹』。貴様途中で一度、俺が打ち負けると思って攻撃を控えただろう。そこで追つい撃げきを入れていれば、もっと早く決着はついていたぞ」

「うるせぇ。お前こそその前に、アレクシス様のフェイントにまんまと引っかかってただろ。あれがあったから今度もダメだと思ったんだ……やっぱりまだまだだなお前」

「なんだと『蒼鷹』！」

「やるか『紅熊』！」

　いつも通り喧嘩を始める二人。そして、

「──こういうところは相変わらずか」

「ほんとですね」

　二人がまだいる訓練場の、扉を出てすぐの廊ろう下か。そこで私は、二人と戦った後のアレクと一緒に、二人の言い合いを聞いていた。

　ずっと二人の様子を【千里眼の奇跡】で見守ってきた私とアレク。そんなアレクは、今日初めて二人に黒星をつけられたにもかかわらず、どこか清すが々すがしい顔で笑っていた。

「いや、ようやくここまできた、という心持ちですよ。感無量です」

「アレク様、お二人のこととっても心配してましたもんね……」

「正直途中は、果たして御前試合に間に合うだろうかと心配もしましたが……」

　そう言って、アレクは苦笑しつつも私にぺこりと頭を下げた。

「全ては、ミレーナ様のお知ち恵えのおかげです。【千里眼】を使っていただいただけでなく、彼らの心境についても助言をしてくださって……本当にありがとうございました」

「いいいいいいえいえいえ!!　私なんてそんな、アレク様がお二人を信じていらっしゃった結果ですよ!!!!」

　アレクのお礼に、私は恐きょう縮しゅくしながら首を横に振った。

　いやほんとに、上手くいってよかったと思ったのはこっちの方なんだって……！　私としては、アニメで見た作戦を考えなしに伝えてしまっただけなのに、それを三人が綺き麗れいな形にしてくれたのだ。だから自分が何かをしてあげたとはほとんど思えず、それよりも私は、普段は見られないみんなの一面を見られたことに感謝と尊みしかなかったのである。本当にありがとう……だから頭なんて下げなくてええんやでアレク……。

　しかし、我らが『金狼』は遠慮する私に、「それでも感謝を述べたいのです」と再び頭を下げてくれた。そして顔を上げるなり、彼はニヤリと不敵に笑ってみせる。

「御前試合もいよいよ明日になりました。今日は負けてしまいましたが……当然、明日も同じ轍てつを踏ふむつもりはありません。私も彼らも全力で戦いますので、どうか健けん闘とうをお祈りください」

「……!!」

　アレクの台詞に、私の胸はグッと燃えるように熱くなる。

　そうか。私は『オーアインの聖女』で、普段の祈りはこの国みんなのための祈りだ。仮に『推し』を想おもっての祈りでも、それは聖女として、国のために戦う彼らに奇跡を与えるためでなくてはいけない。もちろん、私だってそうしたいと思っている。

　けれど明日、自分の誇りのためだけに戦う三人への祈りは、ただひたすらに『推し』たち個人への応援でいいのだ。自分の使命や、奇跡のことを考えなくてもいい。ただの一人のファンとして、大好きな三人の活かつ躍やくを祈ることができる……たったそれだけのことが私にはひどく懐なつかしく、そしてやはり、どうしようもなく嬉しい。

「俺からもお願いします、ミレーナ様」

「見ててくださいよ、ミレーナ様！」

「うわぁっ!?」

　とそこで、私とアレクが話しているのに気付いたサラくんとヒヨウ様が、訓練場の扉からひょっこり顔を出して声をかけてくれた。

「ミレーナ様。先ほど肩書についてアレクシス様にお伝えした際に、今回のご助力についてお聞きしました。本当に、ありがとうございました……貴女のおかげで、俺は新しい自分に生まれ変わることができました。アレクシス様にも認めていただいて、もはやなんの迷いもない……この『紅熊』、明日も全力で戦うつもりです」

「今回の件、ミレーナ様のアイディアだったんですね!?　正直けっこうキツかったんすけど……！　でも、ありがとうございました！　オレももう迷いません！　強くなったオレたちのこと、しっかり見ててくださいね!!」

「……ッ！」

　アレクと同じように不敵に笑う二人を見て、感かん極きわまった私は込み上げる気持ちをそのままに口を開く。

「は、はい!!　不ふ肖しょうミレーナ、皆様のために全力で祈らせていただきます!!!!」

「お願いします聖女様。我々の晴れの舞台に、どうか加護と祝福を」

　泡を吹く勢いで言葉を繫ぐ私を見て、アレクが晴れやかに笑いながら言ってくれた。

　ああ、やっぱり私……君らのことが好き!!!!!!!!　心から!!!!!!!!!!




　▲ジョブレベルが上がりました。










　さて、そんなこんなで翌日。

　王宮も騎士砦も早朝から騒がしくなり、昼前の今となっては、闘技場の客席には多くのお偉いさんや民たみ草くさが詰めかけていた。

　間もなく、アレク対サラくん＆ヒヨウ様の戦いが始まるはずだ。昨年まではトーナメントが終わった後でアレクたちが戦っていたらしいが、今年の二対一は開会して一番最初に予定されているらしい。一発目で観客の心を摑もうという気き概がいが感じられるが、そうなるとやはり、この御前試合は興行としての側面が強いのだと実感する。あと何より、アレクたちの人気っぷりもね！　流石私の『推し』!!

　そんなわけで、『推し』たちの晴れ舞台までもうあまり時間がない。とはいっても、国の重じゅう鎮ちんである私は自室待機を命じられていて、迎えが来るまでは闘技場に行ってはいけないことになっていた。まあ、道中で混乱を巻き起こさないためには必要な措そ置ちなのだろう。とはいえ手て持もち無ぶ沙さ汰たな私は、窓の外から闘技場の盛せい況きょうぶりを眺ながめつつ、独りでなんとなくラジオ体操をしたりなんかしてたのだが。

　──程なく私の部屋に、ドンドンドンという乱暴なノックの音が響ひびく。

　私は「ひゃいっ」と驚いたものの、すぐに居住まいを正して扉の方へ向かった。エヘン、いや落ち着け私。ヒヨウ様との舞台と違って、今度は『オーアインの聖女』としての観覧なんだからあまりハメを外しすぎちゃダメだぞ……！　あーでもサラくんもヒヨウ様も頑張ってたから報むくわれてほしいなぁ……もちろんアレクにも頑張ってほしいし、果たして本番ではどっちが勝つのか……あーもう辛しん抱ぼうたまらん!!　早く見せてくれ!!!!

　──なんて思いながら、ガチャリと扉を開けた私。しかし、そこに立っていたのは担当の騎士でも役人でもなかった。

　私の部屋をノックしていたのは、鬼き気き迫せまる表情をしたソラだったのだ。

「あれ、ソラ？」

「み……ミレーナ様大変です！　アレクシス様たちが!!」

「……[image: え゛]っ!?!?」
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　唐とう突とつだが、ここで一度、私の今までの半生について振ふり返かえっておこうと思う。

『オーアインの聖女』こと私エナ・ミレーナは、前世では江南えなみレナとして、ドルオタ兼けんＯＬをやっていた。こう言うと本業がドルオタで副業がＯＬみたいだって？　まあそういうことですその通り。私は『推おし』たちに会うために仕事をしていたので、生き様としてはドルオタがメインと言って間ま違ちがいなかったのだ。

　そんな私の人生は、一年ぶり三回目となる三十連勤後の帰り道で、居い眠ねむり運転のトラックに轢ひかれて終しゅう焉えんした。

　痛みはなく、パソコンの電源がぶつんと切れる感じで意識が途と切ぎれた。その後の記き憶おくは曖あい昧まいだが……今ハッキリ思い返せる一番古い記憶は、ゴツめの見知らぬ男性（後からこの世界での父親と判明）に肩かた車ぐるまされて、見み渡わたす限りの麦畑を眺ながめている景色だろう。

　当時はまだ二歳とかそこらで、そこでようやく、私は再び第二の世界で自じ我がに目覚めたらしい。ついでに前世の記憶もインストールされた私は、黄こ金がね色いろに輝かがやく広大な麦畑を見て（あ、ここ日本じゃないわ。っていうか文化水準的にひょっとして現代じゃないかもだわここ）と思ったわけである。まあ実際世界丸ごと違ってたんだけども、親が日常的にゴブリンがどうとかコボルトがどうとか話してたので、ここが異世界だということに気付くのにそんなに時間はかからなかったけどね。

　さしたる混乱もなくそのことを受け入れられたのは、前世からアニメやらマンガやらに親しんできたおかげかもしれない。以降私は農家の娘むすめとして、家業を手伝いつつ淡たん々たんと日々を過ごしていた。村の学校も大して厳しくなく、それよりはむしろ麦刈かりとか薪たきぎ拾いで野山を駆かけ回まわる時間が大部分だった毎日……若い肉体を得た私はそのエネルギーを存分に甘かん受じゅし、同年代の子たちともそれなりに仲良くやっていた。ただ、そんな生活も八歳を超こえる頃ころには飽あき始め、十歳になった頃には完全に死んだ目になってしまっていたのである。

　いや、この世界娯ご楽らくなさすぎ。大人は酒盛りするか色いろ恋こい沙ざ汰たがどうのって話ばっかだったし、同年代の子どもは延々追いかけっこしたり虫とかネズミを捕つかまえたりばかりしてたし。そりゃまっさらな心でこの世界に生まれたなら私もそうなっていたかもだが、なぜか前世の記憶を持って転生してしまった身空としては、その程度の娯楽では楽しみようもなかった。ああ懐なつかしき現代社会……とはいえ私には絵を描えがいたり興行を打つような才能はなく、ついでになぜかはよく分からないが、転生してからの私は何にも熱中できなかったのである。そんなこんなですっかり諦あきらめムードになった私は、何にのめり込むこともなく虚きょ無む虚きょ無むしい毎日を過ごしていたのである。

　転機が訪おとずれたのは私が十五歳になった時だった。

　歳としの割にしっかりしていると評判だった私は、年一回父が近くの町に小麦を卸おろしに行く仕事についていくことになったのである。家で一番大きい牛車に乗り、父と二人で一日半かけて野道を行く。その道が石いし畳だたみになってさらに半日して、ようやく私たちの牛車は一番近い町へと辿たどり着ついたのだ。

　偶ぐう然ぜんにもその日、町はにわかに騒さわがしかった。というのも、町は昨晩大規模なゴブリンの群れに襲おそわれ、しかし、そこにちょうど通りかかった聖せい騎き士し隊が助けに入って事なきを得たという。

　オーアインの聖騎士隊。流石さすがの村娘でも、自分が住んでいるのはアハト・オーアインという国の端はしっこで、この国にはとっても偉えらい騎士様たちがいる、ということは知っていた。その聖騎士隊は今もまだ町に留まっていると聞き、私と父は彼らの姿を一目見てみようと広場まで足を運んだのである。

　──そこで私は、久しく忘れていた感情に再び出会った。

　見ているだけで心が洗われそうな端たん正せいな顔。

　触ふれたいけれど触れてはいけないと思わせるような潑はつ剌らつとした身体からだ。

　いつまででも聴きいていられるような静かで力強い声と、そして民たみを慮おもんぱかる優やさしい言葉。

　その日、私は遠目から初めてアレクとサラくんとヒヨウ様を目にし、一目で彼らの虜とりこになったのである。隣となりにいた父も彼らの人徳には舌を巻いていたが、私が受けた感動はそんなもんではなかった。

「おいミレーナ聞いたか？　あの騎士様がた、町が用意した礼の品を受け取らねぇってよ。ゴブリンを蹴け散ちらすのだって楽じゃなかっただろうにな……噂うわさには聞いてたが、本当に偉い人たちだぜ。なあ？」

「……違うよ父さん。こういう時は騎士様たちのこと、『尊い』って言うんだよ」

「……え、と、『尊い』……？」

　じっとアレクたちを見つめながらそう言った私に、父は困こん惑わくした様子だった。そこで私は、この世界には『推し』を『尊ぶ』という文化が根づいていないことを悟さとったのである。いや当たり前なんだけど。

　ただ、当時の私にはそんなこともはや関係なかった。村に帰るなり、私は村中を駆け回ってアレクたちのことを知っている人間を探し、彼らから聖騎士の武勇伝を、はたまたアレクたち個人の話を徹てっ底てい的てきに聞き漁あさるようになったのである。死んだ目をしていた子どもが町に行っただけで随ずい分ぶんな変わりようだが、村の人たちは『聖騎士様たちに惚ほれ込んだなら仕方ない』とあまりドン引かずに話をしてくれた。いやまあ少し、というかそれなりには引いてたけど、当時の私はそんなもん気にならなかったのでノーカンです。

　やがて、私は村長のお婆ばあちゃんに聖女としての素質を見み出いだされ、二山越こえた先の町で修しゅ業ぎょうを積むことになった。以降私は行く先々でアレクたちのことを尋たずねまくり、彼らに対する尊みを順調に重ね、徐じょ々じょに彼らの住まう都市オーアインへと近づいていったのである。そして十七歳になる年、私は遂ついにオーアインの大聖堂にて修練することを許された──かと思えば、一年も経たたずして聖堂長から『もうここで教えられることは何もありません』と言われ、私は『大聖女』の称しょう号ごうとともに『オーアインの聖女』として国に仕えることになったのである。

　全ては、私がアレクやサラくんやヒヨウ様を尊ぶためにやってきたことだった。彼らのことを知り、彼らを愛いとしく思い、彼らのために祈いのる。私にとってその祈る行こう為いは手段ではなく目的であり、だからこそ、本来ならあり得ないはずのスピードで聖女としての格を上げることができたのかもしれない。まあ、最近に至るまで私の祈りの対象はアレクたち『推し』ばっかりで、聖女とはどうあるべきか……なんてことは全然考えてこなかったわけだけどね……。

　ただそれも、今はそこまで適当じゃない。私は『推し』だけじゃなくて、他の人たちのためにも祈りたいと思うようになってきたからだ。

　もちろん、私は今でも『箱推し』を続けていて、『推し』に対する想おもいの強さは格別だ。けれど、同時に私は、出会ってきた人々みんなを愛おしく思っていた。私は『推し』に祈るのと同じくらい、彼らの幸せを祈りたいとも思っていたのだ。

　──そう。私は『オーアインの聖女』として、たとえどんな脅きょう威いを前にしても、『推し』とみんなを守りたいと思っていた……。
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　御ご前ぜん試じ合あいの直前。私は突とつ然ぜん部屋に現れたソラに手を引かれて、王宮の廊ろう下かを走っていた。

「こっちです、ミレーナ様！」

「ま、待ってちょうだい、ソラ！」

　全速力で走るソラに必死でついていく私。ああもう、これ絶対に後で怒おこられるやつだ。担当の者が来るまで部屋から出るなって何度も言われてたのに、ソラに言われるがまま飛び出してきてしまった……しかし、ソラの焦あせりようを見ると、これはもう一刻を争うと考えていい。

「ソラ、一体アレク様たちの身に何が起こったの!?」

「それが……私にもよく分からなくって！　聖女様の奇き跡せきならどうにかできるかもって、アレクシス様が……！」

　ソラの台詞せりふを聞いて、私はうっと顔をしかめた。出た、ごくごくたまにある原因不明のやつ。確かに以前起きた謎なぞの流行病の時は私の奇跡でどうにかなったけど、今回は果たして役に立てるだろうか……とにかく詳しょう細さいが分からない以上、現場に行ってみるしか方法はない。

　私はソラに手を引かれるまま王宮を抜ぬけ出だした。既すでに王宮はほぼもぬけの殻からになっており、ここに至るまでは守衛以外の誰だれとも会うことはなかった。そしてほど近い闘とう技ぎ場からは観客たちの興奮した賑にぎわいが聞こえてきたが、ソラはそちらではなく、騎士砦とりでの方へと私を引っ張ったのである。

「えっ、ソラ、闘技場はあっち……」

「こっちなんです、ミレーナ様！」ソラは有う無むを言わさずそう告げた。「アレクシス様たち、まだ砦の方にいます！」

「そ……そうなの」

　走りながら私は闘技場を横目に見る。外からでは中の様子は分からない。ただ、聞こえてくる声は楽しげで明るいものだったから、やはりそちらで問題が起こっているわけではないのだろう。

　──本当にそうなの？

　ふと、私は喉のどにつかえるものを感じた。目の前のソラは必死に走っており、騎士砦はぐんぐんと迫せまってくる。しかし、途と中ちゅうで誰かとすれ違うことはなく、遠目から見る限りでも、砦や騎士舎は静かなものだった。聖女の感知能力をもってしても、異様な気配があるとは思えないのだ。

　ざわ、と私の背筋に冷たいものが走る。

「ミレーナ様、早く！」

　ソラとともに、私は騎士砦の中に入った。砦に入ってすぐのところには広間があり、そこから奥に延のびる通路を進むと、訓練場や騎士舎に出ることができるようになっている。

　しかし、今この広間には誰もいない。いや当然だろう。アレクたちも下位の騎士たちも間もなく試合が始まる時間で、入場のためにはもう闘技場に行っていなければならないからだ。まだ騎士舎に残っているとしたら、それは辞退者か、それともよっぽどのお間ま抜ぬけさんだけだろう。

　──あーもう、それなら間抜けは私もか。

　ザッと、そこで私は走るのをやめてその場に踏ふん張ばった。先を行くソラと私の腕うでがピンと張り、そのまま手が離はなれる。ソラは「わっ」とつんのめりかけたのをなんとか堪こらえ、それから焦った様子で私に向き直った。

「み、ミレーナ様！　頑がん張ばってください！」

「…………」

「早くしないとアレクシス様たちが！」

「……アレクシス様、ね」

　私は息を切らしながら、目の前の女の子……いや、『何者か』を睨にらんだ。

「ホント……自分の間抜けっぷりにムカつくっていうか……『推し』が絡からんだ時の能天気ぶりにはほとほと呆あきれるっていうか……」

「ミレーナ様……？」

　ソラの姿をした『何者か』が眉まゆを顰ひそめる。一方の私は小声で祝詞のりとを詠えい唱しょうし、掌てのひらに魔ま力りょくを集めていった。

　ずっと、本当はずっと違い和わ感かんがあった。何か変だと、そう思っていながら……その正体が分からなかった自分に腹が立つ。

　目の前の『何者か』は、アレクのことを『アレクシス様』と呼んだじゃないか。

　いつものソラなら、私と二人きりの時には『アレク様』と彼を呼ぶのに。すぐその違いに気付けなかったことは、同じ『推し』を愛する者として許されざることだろう。

　──私は掌を『何者か』にかざし、【真なる眼まなこの奇跡Ⅳ】を唱えた。

　掌から閃せん光こうが迸ほとばしる。相手を傷つけるわけではない、眩まぶしいだけの光だ。ただ、この光の前では何者も自分の姿を偽いつわることはできない。聖女の昇しょう格かく試験でもシェイプシフター変身モンスター相手に唱えさせられる、聖女としてマストの奇跡だ。

　光に包まれたソラは「きゃあっ！」と叫さけびをあげる。ただ、その声はどこか空々しく、棒読みのような響ひびきに聞こえた。そして私が目を瞬まばたいているうちに光は収まり、ソラが立っていた場所には、全く姿の違う『何か』が立っていたのだ。

　スラリと背が高く、棒切れのようにか細い体たい軀く。

　幽ゆう霊れいと見み紛まがうほどに蒼あお白じろい肌はだ。

　そしてその黒くろ髪かみは首元まで伸びており、前まえ髪がみは無造作に垂らされてその顔を隠かくしている。

「……あーあ、バレちゃったか。いやすごいですね聖女サマ。姿もロールプレイも、会心の出来だと思ってたんですけどね」

「……っ！」

『何者か』。ソラそっくりに化け、私を部屋から連れ出し、そして騎士砦まで連れてきた。今私の前には得体の知れない『何者か』が立ち、淡々とした調子で言葉を発していたのである。

　私は息を吞のんだ──なんだこれ初めてのパターンだ。普ふ段だんの王宮のセキュリティは万ばん全ぜんで、こんなふうに想定外の存在が突とつ如じょ訪ねてくることなんてなかったもの……！　どうするべきかは分からなかったが、とりあえずすぐそばにはアレクたちのいる闘技場がある。私はテンパりながらも、慌あわてて騎士砦から逃にげ出そうとした。

　ただ、そんな私を見た『何者か』は「あ、逃げないでもらっていいですか、聖女サマ」とのほほんと言った。

「侍じ女じょちゃんの命がどうなってもいいならいいんですけどね」

「えっ!?」

　バッと、私は上うわ擦ずった声とともに背後を振り返った。見れば、『何者か』はいつの間にか右みぎ腕うでに小さな女の子を抱かかえていて、反対の手には鋭えい利りなナイフを握にぎっていた。
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「ソラ!!」

「そうそう。ちょっと待ってもらえますかね」『何者か』はうんうんと頷うなずきながら言った。

「姿を借りた相手を殺さなきゃいけないとなると……いや別に心が痛むとかはないんですけど、ちょっと勿もっ体たいないんで。それよりは静かな場所で、スムーズに会話できるとね、楽ですもんね」

「……アンタ……！」

　飄ひょう々ひょうと話す『何者か』を見て、私はギリギリと歯は嚙がみをする。

　突如として『何者か』の腕の中に現れたソラは、どうやら深く眠ねむっているようだった。傍はた目めからはキズやアザなんかはなく、微かすかだが呼吸の音が聞こえる。しかし、その身体はぐったりとしていて、垂れ下がる手足にも生気がない。

　私は再び祝詞を唱え、【真なる眼の奇跡】をもう一度行使した。迸る光に『何者か』は眩しそうに顔を逸そらしたけれど、一方で奴やつの腕の中のソラに変化はない。もしあれが幻げん影えいや偽にせ物ものだったなら、消えるか正体を現すかしたはずだ……ということは、あれはまさしく本物のソラの身体で。そして意識がない彼女の生せい殺さつ与よ奪だつは、間違いなく『何者か』の手に握られているようだった。

　ぶわっと、身体中から汗あせが吹ふき出でるのを感じた。手が震ふるえる、足が竦すくむ。突然の窮きゅう地ちに声もなく、動くこともできない。

「……お利口ですね、聖女サマ」

『何者か』はそう言って頷いた。それから奴は仰ぎょう々ぎょうしく私に頭を下げ、歌でも唄うたうように自分のことを語ったのだ。

「改めまして、己おれは『無む貌ぼう』と申します。アナタがたの言うところの邪じゃ教きょうの関係者で、趣しゅ味みは人間観察、特技は変し……変装です。この度たびは大きいイベントがあるって聞いたんで、その隙すきに聖女サマに会いに来ちゃいました。今日みたいな日じゃないと、騎士どもが五月蠅うるさそうでしたからね……なので、アポなしになっちゃったのはすみません」

「……邪教徒と……！」

「そうそう。先日はうちの信徒がお世話になりました」

　そう言って、『無貌』はぺこりと頭を下げる。それを見た私は、目の前の存在が自分の予想以上にヤバい奴だと確信し、再び身体中に鳥とり肌はだを立てた。

　世界の破は滅めつを望む邪教団。彼らの悪行を止めるため、アレクたち聖騎士は日頃から邪教団に関わる情報を集めていた。必要とあらば遠方の地まで彼らの制圧に出向くこともあり、確か数ヶ月前にも一度、アレクとサラくんとヒヨウ様が揃そろって遠えん征せいに行ったことがあったはずだ。

　あの時、邪教徒たちは首なしの巨きょ人じんを召しょう喚かんして騎士団を襲わせていた。三人は無事にそいつを討とう伐ばつしたけれど、一方で邪教徒たちは騎士に捕まることをよしとせず、爆ばく発はつ魔ま法ほうによって邪じゃ神しんに殉じゅんじたと聞いている。そういったことを指して『世話になった』と言っているのなら、今目の前にいる『無貌』の目的はこの国に対する復ふく讐しゅうなのかもしれない……いや、こんな小こ娘むすめにテロリストの説得なんて無理ゲーだよ!!　ヘルプミーアレクサラくんヒヨウ様!!!!

　──とは思いつつ。私は今、自分がそんなことを考えている場合ではないことも分かっていた。大たい抵ていこういう時、誰かが助けに来てくれるなんて都合のいいことは起こらない。私が頑張らなければソラがどうなるか分からないし、何より、国を背負しょって立たつ『オーアインの聖女』として、邪教徒を放っておくことは許されない気がする。

　私はとりあえず、「つまり貴方あなたの目的は、この国に復讐をすること？」と当あたり障さわりのないことを尋ねた。ただ、余よ裕ゆうのない私とは対照的に、『無貌』は「いや違いますよ？」と軽い調子で言った。

「え、違うの？」

「違います。っていうか己れとしては、信徒がどうなろうとどうでもいいんですよね。あいつら見ててもあんま面おも白しろくないし」

　そう言って、『無貌』ははぁ〜っと溜ため息いきを吐つく。

「……己れはね聖女サマ、退たい屈くつが死ぬほど嫌きらいなんですよ。今までも何回か『喚よばれて』来たことはありましたけど、信徒たちの願いって大たい概がいみみっちくて。いつもだったらその場でひと暴れして『還かえる』とこだったんですけど──ただ今回は、アナタのことを知ることができたので。いやあ、目の前にすると本当にすごい魔力ですね！　それ、この世界を滅ほろぼすために使ってみませんか？」

「……!?」

　朗ほがらかな調子で放たれた醜しゅう悪あくな言葉に、私はギョッと身体を仰のけ反ぞらせる。それを見て、『無貌』はなおも楽しそうに台詞を続けた。

「ワクワクしますよねぇ……それだけの魔力があれば、あんな怪かい物ぶつやこんな怪物も喚び放題！　見たいなぁ……己れはもっと災さい禍かの炎ほのおが見たいし、逃げ惑まどう人間たちの顔が見たい。この国がボロボロになって、人間が泣き叫ぶところが見たい……」

「っ……」

「あ、そういう意味ではこの間の地じ震しんの後なんかはすごかったですけどね。地方では結構酷ひどい有り様になったとこもあったし……ただ、この街はそんなに悲ひ惨さんなことにはなりそうもなかったんで、そこは残念でしたけど」

「……頭おかしいんじゃないの、アンタ」

『無貌』の台詞を聞いて、私は心底嫌いやな気持ちになりながらそう言った。胸むな糞くそ悪わるい、なんて言葉じゃ足りない。この間自分が見聞きした苦痛の顔や苦く悶もんの声が蘇よみがえり、私はヘドロでも舐なめたみたいな顔をした。

　それを見て、『無貌』はニッコリと笑う。長ちょう髪はつで隠れていたが、奴は間違いなくそこで笑ったのだ。私は自分の目にこの世のものとは思えない醜悪な顔が映った気がして、ウッと口を押さえる。

「そんなこと言っていていいんですか、聖女サマ」クククと、可笑おかしそうに『無貌』が続ける。

「今回己れがアナタに会いに来たのは、お手伝いのお願いのためなのに。いや己れ思ったんですよ……チンケな信徒たちに従って、国の一つ二つ滅ぼすなんてつまらない。でも、アナタくらいすごい魔力の持ち主とだったら、もっと面白いことができるかもしれない……どうです聖女サマ、手始めに己れがデカいドラゴンの喚び方教えてあげますから、そこのスタジアムの奴らを消し炭にしてみませんか」

「……！」

　ここまで聞いて、私には『無貌』の目的がようやく分かった。なるほどこいつは、『オーアインの聖女』のチート級のＭＰや魔ま導どう力を利用して、この世界をめちゃくちゃにしてやろうと思っているようだ。国や民のために祈る聖女にそんなお願いをしてくるとは太い神経をしているが、こいつとしてはお願いではなく命令をしに来たつもりなのだろう。『無貌』はなおもソラの身体を抱えつつ、その頰ほおにナイフをペチペチしていたのだから。

「あの聖女サマ、己れ読心術とか持ってないんで、ちゃんと言葉にしてもらわないと分かんないんですよ。でもきっと同じこと思ってくれてますよね？　己れと同じように、空から巨きょ大だいなドラゴンとか、あと隕いん石せき的なものが降ってきたら愉ゆ快かいだなって思いますよね？」

「……そんなものを喚ぶ力は、私にはありません」

「しらばっくれんなよ」とりあえずの返答をした私に、『無貌』は鋭するどく言った。

「間近で見て確信しました……アナタは聖女として相当なレベルだ。それこそ、己れですらほとんど見たことがないほどに。アナタを絞しぼりに絞り尽くしたら、どんな愉快な怪物が出てくるのか興味がある」

　再び下げ卑びた笑い声をあげて、『無貌』は私のことを見つめた。一方の私はそれに背筋を凍こおらせつつ、しかし、同時に拳こぶしを固く握り締しめながら目の前の存在を見ていたのである。

　何を好き勝手言ってんだこいつは。

　私の脳のう裏りに浮うかんでいたのは、前世で私を散々苦しめた上司の顔だった。できるわけのない量の依い頼らいを私たちに押しつけてきたり、人の手て柄がらを奪うばったり、自分のミスを部下のせいにしたり……理り不ふ尽じんが服を着て歩いているような男だった。今でも奴を思い出すとはらわたが煮にえくり返りそうになる。

　その上司は最終的に、私や同どう僚りょうたちの告発や工作によってそのポストから追放された。因果応報というか、それは当然のことのはずだ。誰かを踏みつけて自分の欲望を満たすような奴が、この世にのさばっていていいわけがない。

　──そして、私が怒いかり心頭で震えていた時だった。

　ドン、ドン、ドン。

「!?」

「ん？」

　遠くで鳴なり響く空くう砲ほうの音を聞いて、私はバッと広間の窓から外を見た。その動きに『無貌』がピクリとするのが視界の端に見えたけれど、私はそれに構わず闘技場の方角を凝ぎょう視しする。

　少し離れた砦内からでも分かる、闘技場で熱ねっ狂きょうする声。先の空砲は恐おそらく、御前試合開幕の合図だろう。あれが聞こえたということはつまり、もう幾いくばくもないうちに、アレクたちの戦いが始まってしまうということだった。

　私は『無貌』に背を向けたまま、呆ぼう然ぜんとその場に立ち尽つくす。

「…………」

「……あの、聖女サマ？」

「……ふ、ふふふふふ……」

「あ、あのぉ〜……」

　異様な雰ふん囲い気きを感じてか、『無貌』が私に声をかけてきた。それを聞きながら私は、上擦った笑い声をあげるしかなかったのだ。

　私が不在のまま、アレクたちの晴れ舞ぶ台たいが始まってしまった。

　私は今に至るまでこっそりと、私が部屋にいなかったことが騒ぎになって試合開始が遅おくれたり、そしてスタッフたち（あわよくばアレクたち）が私を探しているうちに、現在の困った状じょう況きょうに気付いてくれたりするのではないか……と、そういうことを考えていたのである。

　しかし実際には、『オーアインの聖女』たる私がいなくとも、御前試合は始まってしまった。これで助けが来ることは絶望的になり……そして何より、私は『推し』たちの晴れ舞台に最初から立ち会うことはできなくなってしまった。

　いやそりゃね？　私の他にも王とか妃きさきとか色んな人招いてるし、恐らく騎士たちはしっかり揃ってるし。観客一人いないくらいだったら始めるに決まってるんですわイベントなんて。そりゃ前世のライブでもＶＩＰ席に一人招待客がいないからといって開始時間がズレることなんてなかったしさぁ、分かるんだよそんなことはさぁ。

　でもさぁ……私はさぁ、今日は最初の最初からアレクたちのこと見て、応おう援えんする気満々だったんだよ！　私は昨日の夜から、っていうか御前試合のことを聞いた時からずぅぅぅぅぅぅっっっっっと、今日のこと楽しみにしてたんだよ!!　その気持ちがお前に分かんのかよ『無貌』サンよぉ!?!?!?

「あの……聖女様……？」

「……ゃないわよ……」

　ドスの利いた私の声を聞いて、『無貌』が「えっ」と瞬きする。奴の方へ向き直った私は、込こめ得る限りの怒りを込めて、目の前の輩やからに叫びを放った！







「そんな下らない目的のために、私と『推し』との時間を邪魔すんじゃないわよ!!!!!!!!!!」

　▽【高速詠唱】発動！

　▽【癒いやしの奇跡ＥＸ】を唱えます。







　魂たましいのシャウトの瞬しゅん間かん、私の足元からはものすごい勢いで大きな魔法陣じんが広がった。

「何ッ!?」

　驚きょう愕がくする『無貌』と地面を蹴ける私。直後、魔法陣からは太陽のように強力な光が迸り、有う象ぞう無む象ぞうの区別なく周りのものを光で包み込んだ。

「うおっ！」とナイフを持った手で顔を覆おおった『無貌』に対し、目を閉じたまま走り込んでいた私は、そのまま思い切り奴にタックルをかましてやった。

　砦内には「ゔっ」という鈍にぶい声が響き、続けて三人分の身体と、ナイフが床ゆかに落ちる音がした。

「ソラ!!」

　目を瞬き、私は霞かすむ視界の中で小さな身体をしっかりと抱だき寄せた──見たか、これがオーアインの聖女の力よ！　と内心で嘯うそぶきながら、私はソラを抱えて一目散に砦の外に向かって走りだした。運動不足の身体は一歩ごとに節々から痛みを訴うったえてきたけれど、しかし火事場のバカ力はしっかり発揮して、なんとか倒たおれずに私の身体を前に運ぶ。

　砦を出れば、闘技場まではすぐだ。そこに行けばアレクもサラくんもヒヨウ様もいる。三人なら、必ず私たちを助けてくれる！

　──しかし、そこで突然右足に鋭い痛みが走り、私はもんどり打って床に倒れ込んだ。

「ううッ!?」

　どったんと、ソラを庇かばって背中から落ちる。石畳に身体を強打して一いっ瞬しゅん呼吸が止まったけれど、それでも私はすぐさま手をついて起き上がろうとする──が、膝ひざに力を入れた瞬間、右足は踏ん張れずにカクンと折れた。

「ぐっ！」

　私は再び床を舐めた。い、痛いったい……！　右足のかかとの上、腱けんの辺りが猛もう烈れつに痛い。力も入らないのだけど、一方でドクドクと血管が脈動する感かん触しょくは鮮せん明めいに感じた。斬きられた……!?　いやしかし、まだ背後に『無貌』が迫ってきた気配は──。

「ハッ！」

　そこで私は異様な怖おじ気けを感じて、ソラに覆いかぶさるように床に伏ふせた。直後、どこからともなく風音が鳴り、私の身体にはいくつもの切り傷が刻まれる。

「〜〜〜〜〜ッッッ!!」

「あーちょっと……無理はしないでくださいよ、聖女サマ」

　背後から声が聞こえた。私が荒あらい息とともに振り返り見ると、首をコキコキと鳴らしながら『無貌』がこちらに向かって歩いてきた。

　その手にナイフはない……となると、さっきのは攻こう撃げき呪じゅ文もんの類たぐいだろうか？　しかし、私の魔法防ぼう御ぎょ力ですらこれほどのダメージを受ける魔法など聞いたことがない。ソラが今の攻撃をまともに受けていたら、身体がズタズタになっていたかもしれない。

　私はゾッとして、なおも地面を這はってこの場から逃げようとした。しかし、足の踏ん張りが利かないこの状況では、ソラと一いっ緒しょに逃げることなど叶かなわない。

「ぐ……!!」

「結構アグレッシブですね、聖女サマ」私とソラに近づきながら、『無貌』ははっはと笑った。

「己れのイメージと違ったなぁ。アナタもうちょっと大人しいタイプだと思ってたんですけど」

「……黙だまりなさいよ……！」

「いやでも、本当に無理はしないでくださいよ。アナタは己れが久しぶりに見つけた逸いつ材ざいなんだから、うっかり殺しちゃったら」

「黙れって言ってんのよ!!」

　軽けい薄はくな台詞を遮さえぎって私が叫ぶ。それを聞いた『無貌』は笑えみを止めると、はぁと溜息を吐いて私を見下ろした。

「……自分の立場をまだ分かってないようだな。やっぱり一度、その子どもを痛めつけないと駄だ目めか」

　ぬうと、『無貌』の右手が私に、そして今も意識のないソラへと迫る。それを見た私はびくりと怯ひるみ、咄とっ嗟さにソラを抱きしめた。

　ダメだ、こいつは私の稚ち拙せつな作戦も、思い切りぶつけた感情も、全部を踏みつけて絶望を与あたえようとしてくる。そのためにソラを傷つけようとしている──なんの罪もない、ただ私の侍女をやっていただけの子どもを。

　私は小声で、ソラにありったけの加護を唱えようとした。しかし、唱え終わる前に強したたかに『無貌』に打うち据すえられて、私はソラから引ひき剝はがされて床の上を転がる。

「あぁッ！」

「聖女サマはそこで見ててくださいよ。己れに協力しなかったら、周りの人間がどうなるかをね」

「や……やめて！　ソラを傷つけないで!!」

　私は血の味が滲にじむ喉を絞って叫んだ。しかし、『無貌』はそれに構わず、倒れているソラへゆっくりとその手を伸ばした。

「やめて────っっっ!!!!」







「おい、汚きたない手でその子に触れるな」







『無貌』がハッと顔を上げる。その瞬間、何者かが天窓を突つき破やぶって広間へと飛び込んできた。その人は剣けんを手に、隕石のように真まっ直すぐに『無貌』へと斬りかかる。『無貌』は即そく座ざに飛とび退のいてそれを避さけたけれど、逃げた先にはいつの間にか、燃もえ盛さかる拳を構えた人ひと影かげが待ち構えていた。

「何ッ!?」

「うおおおおおおお!!」

　ゴォッ、という風を裂さく音、そして肉を抉えぐり抜く音。

　激しい衝しょう撃げき音とともに『無貌』は騎士砦の壁かべに叩たたきつけられた。その瞬間、私のすぐ横からは祝詞を詠唱する声が響く。

「神よ、悪あしきものに裁きを与えたまえ……【ホーリーカノン】!!」

　私が目を向ける間もなく、頭上からは眩まばゆい光が迸った。さっきの私の閃光とは違う、邪じゃ悪あくな存在の肉を滅ぼす輝き。放たれた光こう弾だんは壁にめり込んだ『無貌』に着ちゃく弾だんすると、爆ばく弾だんのように炸さく裂れつした。

「ぐ……グオオオオッ!!」

「……こ、これは……」

　私は呆然として辺りを見回した。最初に天窓から飛び込んできた小こ柄がらな騎士は、倒れている私とソラの方へ向き直る。『無貌』に拳を叩き込んだ大おお柄がらな騎士も、今なお残っている閃光を見つめながらこちらへ駆け寄よってくる。

　そして、そばにいた金きん髪ぱつの騎士は、私に跪ひざまずいて回復魔法をかけてくれた。真しん剣けんな眼まな差ざしの彼を見て、私は安心するとともに身体中から力が抜けるのを感じる。

「ア……アレク様、サラマンダ様、ザックロー様……!!」

「……遅おそくなってすみません、ミレーナ様」

　私が名を呼ぶと、アレクは心底申し訳なさそうな顔をしてぺこりと頭を下げてくれた。いやそんな、何を謝ることが……と思う私に対して、近寄ってきたサラくんやヒヨウ様も同じように首を垂れる。

「すみません、ミレーナ様……こんなことになっているなんて、知りませんでした」

「オレたち、自分たちのことで精せい一いっ杯ぱいで……貴女がいないことには気付いてたのに、何もできなくて」

「い、いえそんな、皆みな様さまには試合がありましたし」

「──民を守れずして、試合の意味などありません」

　私の台詞を遮って、アレクがそう口にした。それから彼はもう一度回復魔法を唱えると、傷だらけになっている私の手をそっと取る。

「……これほどまでに傷ついて……さぞ恐ろしい目にあわれたのでしょう。闘技場から貴女の奇跡癒しの奇跡ＥＸが見えて駆けつけましたが、その僅わずかの間にこんな……到とう着ちゃくが遅れたこと、後で気が済むまで罰ばっしてください」

「そんな！　罰するなんて……遅かっただなんて、そんなこと……！」

　アレクの言に、私は涙なみだ目めでそう返した。横からはヒヨウ様が倒れていたソラをそばに運んでくれて、私は嗚お咽えつを漏もらしながらソラを抱きしめる。

　そうだ、やっぱり私の『推し』たちは最高なんだから……!!　私たちが酷い目にあわされそうになった時、やっぱり彼らは来てくれた。この世にどんな理不尽があろうとも、きっと彼らは私を助けてくれるのだろう。

　ああ私は、彼らのためなら、いつまでだって祈っていられる！

　──しかし、そう思う私がふへへと情けない顔で笑っている一方で、そばのアレクは未いまだ真剣な表情をしていた。気付けばアレクもサラくんもヒヨウ様も、さっき『無貌』を叩きつけた壁の方、熱と爆ばく風ふうによって巻き起こった土つち煙けむりの向こう側を凝視していたのだ。

「……皆様？」

「……ミレーナ様。『奴』が何者か、ご存じですか？」

　おもむろにアレクが私に尋ねてくる。それに私が「い、いえ」と口くち籠ごもると、そのタイミングで騎士砦の入り口の方からは「アレクシス様！　聖女様はご無事ですか!?」と、他の騎士たちが駆けつけてくる声が聞こえてきた。

　しかし、彼らに向かってアレクは、「来るな！　全員、王や来らい賓ひんを連れてこの場所から離れろ！」と叫ぶ。

「えっ」と困惑した声を発する騎士たちと私。一方のアレクたち三騎士は、剣を構え直してなおも土煙の向こうを睨んでいた。程ほどなく煙は晴れ、『無貌』の姿が露あらわになる。いや、正確に言えば、『無貌だったもの』の姿が明らかになる。




　──ハぁ、面めん倒どうクセエなァ……コウナるノガ嫌ダッタかラ、ワザわザコノ『邪神様』ガ手間ヲカケタッテいウノニヨォ……！




「「「……!!」」」

　その声を聞いて、その場にいた全員が戦せん慄りつした。

　この世のものとは思えない歪いびつなノイズ。なのに意図ははっきりと伝わり、そこに込められた苛いら立だちも、そしておびただしい悪意さえもありのまま分かる。

　土つち埃ぼこりを踏みつけて現れたのは、さっきまでの幽霊じみた細身の『人間』ではなかった。

　辛かろうじて人型をしてると言えそうで、しかし思いつくどんな生き物よりも大きな軀からだ。

　そして、先の方で無数に裂けて触しょく手しゅのようになっている四し肢し。

　その頭部には顔がなく、夜の闇やみを押し固めたような暗黒の孔あなだけがぽっかりと空いていた。目も鼻も口もない……のに、どこからか見られているという感覚だけはあるのだ。私の、いやこの場にいる人間の全てが見み透すかされているような感覚が……！

「ッタク、虫ヲ払はらウのモ楽ジャネェんダゾ……トリあエズ、コンくライデ……」

「!!」

『無貌だったもの』の台詞を聞いて、咄嗟にアレクが魔法の防ぼう壁へきを展開した。それを見て、私もその防御の強化と、背後にいる騎士たちへの加護を唱える。

　──私の詠唱が終わると同時、『無貌だったもの』は触手をうねらせて、目の前をゴウと薙なぎ払った。







　……あれ……私、今どうなって……。




「う……うぅ……」

　近くから誰かの声がする。私がはっと目を瞬くと、周囲からは痛みで呻うめく声と恐きょう怖ふの悲鳴が響き、そして頭上からは太陽の光が差していたのだ。

　天窓からの日差しじゃない。この場所は騎士砦の広間だったはずだが、今は屋根が崩くずれてなくなっていた。辺りを見れば、倒とう壊かいした砦のものらしい大量の瓦が礫れきが転がっている。

　そして少し離れたところ、訓練場があったはずの場所には──『無貌だったもの』、いや『無貌の邪神』と斬り結んでいるアレクたち三騎士が見えたのだ。

「あ……アレク様！　サラマンダ様、ザックロー様！」

　私はすぐさま【神なる掌の奇跡Ⅳ】と【癒しの奇跡Ⅳ】を唱えた。すると瓦礫の下からは多くの騎士と、それからソラが引き摺ずり出されたのである。彼らのケガは即座に治ち癒ゆし、皆がゆっくりと起き上がるのに時間はかからなかった。

　ただ、意識を取とり戻もどした彼らに、私はアレクと同じことを叫ぶ。

「みんな逃げてください！　早く!!」

　声をあげるや否いなや、私は祝詞を唱えながらアレクたちの方へと駆け寄った。その間にも、『無貌の邪神』は触手を振るってアレクたちを痛つう烈れつに吹き飛ばしてしまう。

「きゃああああっ!!」

　私の目の前に、三人が恐ろしい勢いで叩きつけられてきた。それで私は再び【癒しの奇跡Ⅳ】を唱えたけれど、三人は詠唱が終わるのを待たずにバッと起きて立ち上がる。

　彼らは身体中から血を流しながら、文字通り決死の面おも持もちで『無貌の邪神』を睨みつけている。

「あ、あぁぁ……！」

　痛めつけられた『推し』たちの姿を見て、私の心臓がドクドクと激しく高鳴った。そんな情けない声を出した私に、アレクが「ミレーナ様」と静かに声をかけてきた。

「どうか我らに、与え得る限りの加護をお与えください。桁けた外はずれの脅威とも戦うことのできる力を……！」

「……ううっ……！」

　アレクの台詞を聞いて、私は青ざめながら呻く。そんな私を置いて、傷の癒いえた三人は再び『無貌の邪神』に斬りかかっていった。

　今になってようやく分かった。いや考えてみれば、最高位の【真なる眼の奇跡】ですら見み抜ぬけなかった姿を出された時点で、そのことは明らかだったのだ。

　あの敵は、今まで私やアレクたちが見てきたどんな怪物よりも遥はるかに強い。それこそ私がアレクたちの、そして彼らが自身の死を覚かく悟ごするほどに。勝算なんて少しも感じられないほどに……。

　なぜそんなものがいる？

　なぜそんなものが、私たちを脅おびやかす？

　理不尽に対して問いかけたところで、答えがあるはずもない。そしてさっきと同じで、私が何かをしなければ、アレクたちはすぐさま肉にく塊かいとなって地面に転がることだろう。そうだ私は『オーアインの聖女』として、また自分にできることをするしかないんだ──。




　でももし、できることを全てして、それでも『推し』を助けられなかったら？

　今まで、何よりも『推し』を大事に想って生きてきた。

　その『推し』を失ったとしたら、私は──。




「うううぅぅぅ〜〜〜〜〜〜っっっ……!!」

　私は震える手を抑おさえながら、さらなる奇跡をアレクたちのために行使する。

　それを見た『無貌の邪神』は、まるで私を嘲ちょう笑しょうするように、真っ暗な顔を歪ゆがませた気がした。




「▲絶望感ガ強マッた、トデモ言ッテオくカ？」







[image: ７　嵐の中でこそ推しは輝く]




　──風が渦うず巻まく音とともに、大地が鳴動する。

　ハァハァと息を切らしながら、多くの人間が闘とう技ぎ場から逃にげ出だしていた。彼らは王宮の前の大階段を半分落ちながら駆かけており、その最中、転びそうになるのも厭いとわずに、度たび々たび背後を振ふり返かえり見ていた。

　騎き士し砦とりでの方からは今なお轟ごう音おんと閃せん光こうが迸ほとばしり、そして時折、血しぶきのような霞かすみが舞まっている。

「こちらです！　皆みな様さま慌あわてずに、こちらへお逃げください!!」

　階段を下りたところで、聖せい騎き士したちが逃げ惑まどう民たみたちの誘ゆう導どうをしていた。これは有事の際に備えて、ヴァルガー・アレクシスが周知していたマニュアルの通りだ。今の騎士たちは、災害・混乱時には即そく時じその場で救急支し援えん隊となり、民の避ひ難なん誘ゆう導どうや応急手当てを行うことになっている。先日の地じ震しんを受けてアレクシスは、『オーアインの聖女』の知ち恵えも借りて、抜ぬかりなく災害対策を進めていたのだ。

　……しかし。

「もういい、君たちも逃げなさい」

「いえ、そんなわけには……はっ、国王陛下!?」

　自らに声をかけてきた老人を見て、避難誘導に当たっていた若じゃく年ねんの騎士が驚きょう嘆たんの声をあげた。

　近この衛えの兵に支えられ階段を下りてきていたのは、アハト・オーアインの国王、アーガスト・ゴルドルその人だったのだ。慌てて敬礼をする聖騎士たちに、王は首を振って彼らのことを見る。

「闘技場から逃げてきたのはワシで最後だ。兵たち近衛兵に確かく認にんさせたからな……だからもう、君たちも逃げなさい」

「いえ、それならば我々は先方の誘導隊に加わります！　さぁ、陛下もこちらに！」

「…………」

　若年の騎士の熱意を前にして、ゴルドル王は渋しぶ々しぶといった感じで彼の方へと歩みだした。王のその表情は諦てい念ねんに満ちており、左右を支える近衛の兵たちは心配そうに顔を見合わせている。

　ぼそりと、王が小さな、本当に小さな声で言葉を零こぼした。

「……ワシは……アレクシスたちが圧おされているところなど見たくはなかった……」

「えっ？」

　近衛の兵士が聞き返す。それに王はまた首を振り、それから振り向いて、今もまだ混こん迷めいの続いている騎士砦の方を見た。

　──ゴルドル王は逃げる際に一いっ瞬しゅんだけ、遠目から『異形のもの』と戦うアレクシスたちのことを目にとめていた。そして王はその聡そう明めいさ故ゆえに、敵があまりにも強いことと、アレクシスたちでさえ勝ち目がないことを悟さとってしまったのである。

　恐らく、先日の大だい地じ震しんというのは、『奴邪神』が宙そらから降誕した時の余波だったのだろう。どこで儀ぎ式しきが行われたのかなど想像もつかない……ただ明らかなことは、アレクシスたちですら歯が立たない『邪じゃ神しん』を前にした時、全ての人間は膝ひざをついて死を受け入れるしかないということだ。せめて苦痛がないようにと祈いのって──。

「……こんなにも呆あっ気けなく、世界の終わりは訪おとずれるものなのだな、アレクシス」

　王はか細い声でそれだけ言うと、もはや言葉を発さなかった。







　一体、どれくらいの時間奇き跡せきを祈っているのだろう。

　激戦の中で私は──『オーアインの聖女』エナ・ミレーナは、歯を食いしばりながら考えていた。

　戦せん闘とう開始から既すでに二十種ほどの奇跡を使っている。そのうち防ぼう御ぎょや加護の奇跡は効果が切れる前に何度も重ねがけしているし、【癒いやしの奇跡Ⅳ】に関してはもう何十回も繰くり返し唱えている。敵の攻こう撃げきは痛つう烈れつで、アレクたちでも一発食らえば間ま違ちがいなく瀕ひん死しになるからだ。今までにないペースで奇跡を唱えたことにより、私は初めて、自分のＭＰ魔力が半分近くまで減ると、身体からだの具合がおかしくなってくることを知った。

　──目の前には未いまだ脅きょう威いが健在だ。ぬうとそびえる『無む貌ぼうの邪神』は、軀からだ中に傷を負いながらも倒たおれる気配は微み塵じんもない。騎士砦だったところはもはや更さら地ちと化していて、『無貌の邪神』が腕うでを一振りするたびに、また新しい触しょく手しゅの痕あとが地面に刻まれた。

　それを搔かい潜くぐるようにして、今また三騎士が走っていく。

「クくク……ハハハはハ!!」

『無貌の邪神』は怖おじ気けが走る声で笑った。奴やつは触手を振るう合間にどこからか紫むらさきの水すい晶しょうを二つ生み出し、それを自身の周りに浮うかべる。二つの水晶は自由自在に空中を駆けると、超ちょう高熱のビームをアレクたちに放った。

「アレクシス様！」

「サラマンダ、ザックロー！　私の後ろに！」

　アレクが二人の前に立ち、【ホーリーシールドⅡ】を展開する。さらに私が【壁へき守しゅの加護の奇跡Ⅳ】をかけることによって、放たれた熱線はアレクの防ぼう壁へきに阻はばまれた。

　そしてその背から、サラくんとヒヨウ様がバッと飛び出す。狙ねらいを変え、今度は二人に打ち込まれた熱線をかわし、ヒヨウ様が二つの水晶を叩たたき斬きった。さらにその隙すきを突つき、サラくんは『無貌の邪神』に肉にく薄はくして渾こん身しんの斬ざん撃げきを放つ！

「はあああぁぁぁっっ!!」

【退たい魔まの奇跡Ⅳ】によって輝く刃やいばが、黒々とした皮ひ膚ふに傷をつけた。切きり裂さかれた肉と肉の狭はざ間まから、下水を腐くさらせたような粘ねん性せいの体液が噴ふき出す。

　しかし、『無貌の邪神』はそれでもなお、高らかに笑いながら私たちのことを見ていた。

「オ前たチ……面おも白しろイ！　面白いゾ!!」

「ッ！　下がれ『紅こう熊ゆう』!!」

　ヒヨウ様がサラくんに叫さけんだ瞬しゅん間かん、『無貌の邪神』は大きく触手を振り回し、竜たつ巻まきのように周囲を薙なぎ払はらった。それを受けた三騎士は吹き飛とばされて宙を舞うが、それを見た私が【綿雲の奇跡Ⅳ】を唱えると、彼らは落下中にふわりと減速し、なんの衝しょう撃げきもなく静かに地面に着地する。

　しかし、足が着いた途と端たん、アレクたちは剣けんを地面に突き立てて跪ひざまずいた。

「皆様!!」

「……強い……こいつ、本当に……！」

　ヒヨウ様が血反吐ちへどを吐はきながら言った。彼の横ではサラくんもドクドクと頭から血を流しており、私は気を失いそうになりながらも【癒しの奇跡Ⅳ】を唱える。

　魔ま法ほう陣じんが輝き、三人の傷が塞ふさがった。しかし、彼らの顔や鎧よろいは今まで流してきた血で赤く染まっており、それを見た『無貌の邪神』は「不様だナァ」と嘲ちょう笑しょうを零す。

「オ前タち、分カッテるヨナ？　オ前タチが今モ生キテるノハ、オ前タチの力ジャナイ。後ロノ聖女サマガ凄すごイダけダ」

「……黙だまりなさい……！」

「お前タチは我おレタチノれベルニ欠片かけらモ届イテいナイ。タダまァ、マサカこンナ雑ざ魚こドモニこウマデ粘ねばラレルとハ予想外ダッタガな──ソノ点ダけハ面白イ。ヤハり、『オーアインの聖女』サマとヤラハ本物ダ」

「黙りなさいよ!!」

『無貌の邪神』の台詞せりふに、私は金切り声をあげながら叫んだ。違う、違う違う違う……！　アレクたちは最強なんだ！　私にいつでも勇気をくれて、いつだって助けてくれる！　あんたなんかに……あんたみたいな理り不ふ尽じんに負けるわけがないんだ……!!

　ただ、目の前のアレクたちは『無貌の邪神』になんの反論もしなかった。

　彼らには、そして本当は私にだってよく分かっていた。彼らが今まで怪かい物ぶつ相手に振るってきた力は、大部分が私のチート級の奇跡によるものだったのだと。この前の首なし巨きょ人じんだって、もし私の奇跡がなかったら、全ぜん滅めつしていたのは聖騎士たちの方だったはずだ。このレベルの敵を前にすれば、なおさらアレクたちが力不足なのは否いなめない。

　……いや、違う。力不足なのは私もだ。私にもっと力があればこんなことにはなっていない。このままでは、私の力が足りないばかりに、アレクたちが……。

「……ううッ……！」

　魔ま力りょくの減った体がギシギシと軋きしむ。霞がかかった頭は鈍にぶい痛みを発していて、私は脂あぶら汗あせを流しながら額に手をやった。

　──ザッ、と、そこで私の記き憶おくの蓋ふたが開く。







　蘇よみがえってきたのは、前世で最後に私が見た記憶だった。

　夜勤明けの早朝、朦もう朧ろうとしながらスクランブル交差点を渡わたっていた私は、誰だれかの悲鳴を聞いて左を見た。そちらからは猛もうスピードでトラックが走ってきており、疲つかれ目で霞かすむ私の視界には、運転席でハンドルに突っ伏ぷしているおっさんの河童かっぱハゲが映っていたのだ。

　あ、これ死ぬわ。

　トラックを前にした私は自分の死を確信し、早々と走馬灯に意識を向けていた。いやこういうの本当にあるんだね〜とぼんやり思いながら、私は家族との思い出や、今までの自分のライフイベントに思いを馳はせていたのである。

　その中で私は、『推おし』たちのことを何度も思い出した。

　私が箱推ししていたアイドルユニット。友人と行った音楽イベントで偶ぐう然ぜん結成ライブに居合わせ、そこからあれよあれよとファンになっていった。グッズも買ってイベントにも行って、メディア露ろ出しゅつが増えてからも握あく手しゅ会とかライブとか舞ぶ台たいとかには欠かさず行った──彼らに会えなくなると分かって、私はそこで初めて『死ぬの嫌いやだな……え、嫌なんですけど!?　嫌だ嫌だ嫌だ嫌だ!!』と思ったのだ。

　しかし、無情にもトラックが止まることはなかった。

　ガシャンという音と、お相撲すもうさんにタックルをかまされたような衝撃。

　それが前世の私の最後の記憶だった。







「……ミレーナ様、お気を確かに」

　サラくんの声を聞いて、私は『今』の自分に戻もどってくる。

　私はボロボロと涙なみだを流しながら、地面に膝をついている三騎士のことを見つめていた。

　アレクは私に背を向けて『無貌の邪神』の方を向いており、サラくんは真しん剣けんな表情で私を見ている。そして彼の横からは、ヒヨウ様が「ミレーナ様」と、心配した様子で声をかけてくれていた……しかし私は、渦巻く自分の感情を抑おさえられず、嗚お咽えつ交じりで唇くちびるを嚙かんでいた。

「……クくク……どウシタ聖女サマ、顔色ガ悪いゾ？」嘲笑とともに『無貌の邪神』が私へと言葉を放る。

「コイツらハ、コノ国デ最高ノ騎士サマとヤラハ、セイゼイこンナモンダ。オ前ノ魔力が尽つキレば、我レはスグニデもコイツラを殺セルダロウ」

「……そんなこと……」

「アルんダヨ」

　絞しぼり出した私の台詞を、『無貌の邪神』は鼻で笑って搔き消した。

「オ前がドレダケ奇跡ヲ願ッテモ、コイツラは我レヲ倒セナイ！　ソシテお前モ、コイツラヲ救エナイ……怖こわイヨナァ、聖女サマ？　自分ノ祈リガ全部無む駄だニナッテ、騎士サマを失ウノハ!!」

「違う……違う……ッ!!」

　そう言う私は、しかし手をガタガタと震ふるわせていた。ズキズキと頭が痛む、祝詞のりとを叫び続けた喉のどから血の味がする──そこで私は不意に、この世界に転生してからしばらくの間、自分が何にも熱くなれない時期があったことを思い出した。その理由は長らく不明だったけれど、さっき蘇った記憶があれば説明はつく。

　ああそうだ、私は前世の今際いまわの時ですら『推し』のことを考えていたけれど、そんな人間だったからこそ、彼らに会えなくなるということは本当に辛つらかったのだ。だから私は記憶に蓋をして、恐おそらく無意識のうちに、熱中できるものから──つまり、『また失ったら嫌だ』と思うものから距きょ離りを取っていたのかもしれない。どうせ何を好きになっても、簡単に奪うばわれてしまうかもしれない、と……そう思って。

　けれど、私はまた『推し』に出会ってしまった。私の無意識のバリアーなんかこじ開けて、彼らは私に触ふれてくれた。そして私も、もう一度誰かに心を尽くしてもいいと思えた。いや思ってしまった──。

　今、その出会い故に、私は再び『推し』と会えなくなるという恐きょう怖ふを知ってしまった。しかも今度は、『自らの力不足で彼らを失ってしまうかもしれない』という恐怖まで上乗せされて。

「う……うぅ……！」

　なおも絶望の表情を浮かべながら、私は地面に涙を零し続けていた。『無貌の邪神』はそれを見て大きな笑い声をあげ、それから一転、恐ろしく優やさしい声こわ音ねで私に語りかけた。

「アァ、ナンテ可か哀わいソウな聖女サマ……ドウダ、ヤハリ我レと共ニ来ナイカ？　モシそウスルと言ッテクレタナラ、ソウダナ……我レはモウ、コレ以上暴レはシナイ」

「なッ!?」

『無貌の邪神』の台詞に、ボロボロのヒヨウ様が驚きょう愕がくする。一方の私は俯うつむきながら、禍まが々まがしくも優しい声が耳に入ってくるのを聞いている。

「モチロン、我レはモウ二度とコノ国ニ、ソレカラ騎士サマにモ危害ヲ加エナイと約束シヨウ。ドウダ？　悪クナイ取引ダト思ウが……」

「……ミレーナ様、出で鱈たら目めを聞いてはなりません」

『無貌の邪神』を睨にらみながら、血反吐を吐きながらサラくんが言った。彼に続いてヒヨウ様も「そうです！　しっかりしてください、ミレーナ様！」と叫ぶ。

　しかし、耳に響ひびいた悍おぞましい声は、確実に私を蝕むしばんでいた。

　ガンガンと痛む頭が勝手に回って、私の瞼まぶたの裏に泣き叫ぶ民衆の姿を映し出す。瞬まばたきの境に映像は変わって、私の目の前で、アレクたちが横たわっている姿も見せる。彼らは血まみれで、そしてもう、冷たくなっていて──。

「うあああぁぁぁっっ!!」

　私は叫びながら、地面に突っ伏した。

「ミレーナ様……！」

「ミレーナ様ッ！」

　サラくんとヒヨウ様が私のそばで必死に声をかけてくれる。けれど、それすらも今の私には心を乱すノイズにしか聞こえなかった。

　このまま戦っていても、『無貌の邪神』には勝てない……でも、あいつは、『お前が来るならもうみんなを傷つけない』って……いや、そんな約束守られるわけがない……！

　でも、それなら何ができる？

　アレクでもサラくんでもヒヨウ様でも勝てない。

　私では彼らを救えない。

　ならば、今の私に、何が──。

「う、うう……!!」

　頭痛が酷ひどい、お腹なかが痛い。

　考えがまとまらない……何をどうすればいいのか、相対する悪意になんて返せばいいのか、分からない……！

「我レと共ニ来イ」今度は有う無むを言わさぬ口調で『無貌の邪神』が言った。

「オ前は久シブリに見ツケタ我レに匹ひっ敵てきスルれベルの人間ダ……悪イヨウニはシナイ。我レと共ニ、コノ世界ヲ──」







　その時。

　サラくんとヒヨウ様の向こうで、アレクが静かに立ち上がった。







「……立て。サラマンダ、ザックロー」

　アレクはそう言うと、チャキと再び剣を構えた。それを見た二人はすぐには動けず、一方アレクを見た『無貌の邪神』は「ハぁ」と溜ため息いきを吐つく。

「オイ、モウ分カッタだロウガ。オ前ラでハ我レを倒スコトはデキナイ……ソシテ聖女サマが心ヲ決メレバ、オ前ラハ死ナズに済ムンダゾ」

「黙れ！」

　アレクの声が辺りに響く。空気の淀よどみを吹き飛ばして、彼の凛りんとした声が私たちを包む。

　私は顔を上げて、霞む目を凝こらしてアレクの背中を見た。

「……アレク、様……」

「立つんだサラマンダ、ザックロー！　我らの使命は最後まで国を、そして民を守ることだろう!?　その守るべき人の前で、不ふ甲が斐いない姿を見せるな！　命が続く限り、立ってその意思を示せ!!」

「「!!」」

　アレクの叱しっ咤たを聞いて、サラくんとヒヨウ様が目を見開く。刹せつ那な、二人はぴったりのコンビネーションで私を支えつつ、バッと立ち上がった！

「うあっ!?」

「すみません、ミレーナ様」サラくんが静かに、けれど力強い声で私に言う。「また情けないところを見せてしまっていた……今こそ、俺たちが貴女あなたを守らなければならないのに」

「癪しゃくですが、右に同じです」サラくんと一いっ緒しょに私を地面に立たせてくれながら、ヒヨウ様も言葉をかけてくれた。

「一瞬でも膝をついちまった自分が情けないぜ……あの野や郎ろうに、好き勝手言った落とし前をつけさせてやらなきゃいけねーのによ！」

「……サラマンダ様、ザックロー様……！」

「……ウザッてェ……！」

　私たちの頭上で、おびただしいほどの悪意が渦を巻く。

　なおも顔を上げて相対する私たちを前にして、『無貌の邪神』は苛いら立だちに満ちた声をあげた。低く野太い咆ほう哮こうは地面に亀き裂れつを入れ、空の雲を割っていく。

「分カッテんノカ……!?　コノママ戦エばオ前ラハ死ヌンダ！　ドウ頑がん張ばッテモ、ドンナ祈リを捧ささゲテモ、全部無駄ダ!!」

「──無駄なものか」

　サラくんとヒヨウ様が私から離はなれ、アレクの横に並ぶ。二人の助けで立たせてもらった私は、ふらつきながらも足を踏ん張り、騎士たちのことを見つめる。

　眼前に並び立った三人は、私を振り返り見て優しく笑った。

「……ミレーナ様。俺は、貴女ほど優しい方を見たことがありません。労働者にも、弱き者にも隔へだてなく接し、それに彼らがどれほど救われたか……俺も同じです。俺もまた、貴女に救われてきた……貴女は俺たちの道標みちしるべなんだ」

「ミレーナ様！　前に言っていた約束、覚えてますか？　貴女に相応ふさわしい騎士になるって──オレはあの日、貴女に許してもらって、救われた気がしたんです！　今こそ約束を果たしてみせます！　オレは聖騎士として、この国と貴女を守ります!!」

　サラくんとヒヨウ様の声が私に真まっ直すぐ届く。そして二人に続いて、アレクも私に言葉をくれた。

「ミレーナ様。私はきっと、貴女に理解してもらえたことや、貴女のおかげで旧友との絆きずなを取り戻せたことを永遠に忘れません……我々は皆、既に貴女に救ってもらっているのです。ならばもはや、貴女の祈りを無駄にできる者などいるはずがない。貴女のために戦うことに、なんの恐れも躊躇ためらいもない……」

「……!!」

　アレクがサラくんとヒヨウ様に目配せをする。それに二人は頷うなずいて、また私のことを見た──彼らが何を心に決めたのか、私にはすぐに分かった。

「お逃げください、ミレーナ様」笑え顔がおのままで、アレクが私に言う。「奇跡の力はまだ残っている……我々が必ず時間を稼かせぎます。どうか民とともにここから離れてください」

「そんな……アレク様、サラマンダ様、ザックロー様……!!」

「……雑魚ガ、ドレダケ我レを苛立タセルつモリダ……!?」

　アレクたちが言葉を切ると、『無貌の邪神』はうんざりした様子で、地面を揺ゆるがすような低い声を発した。その四し肢しでは触手がざわめき、今にも獲え物ものに襲おそいかかろうと震えているのが見える。

「ソノ目、ソの態度、全テが気ニ入ラネェ！　モウ待ツノは終ワリダ！　サッサと絶望シキッタ顔ヲ見セロ!!」

「アレク様!!　サラマンダ様!!　ヒヨウ様!!」

　私が叫ぶ。三人はまた笑顔を浮かべてから、剣を構えて『無貌の邪神』と対たい峙じした。

　三人の見せてくれた笑顔が網もう膜まくに焼きつく。脳のう裏りでは彼らと過ごしてきた映像が揺れる。

　瞬きの境の恐ろしい風景が、それらに塗ぬり替かえられていく。

「「「──ミレーナ様、どうかご無事で!!」」」







　そう言うや否や、彼らは地面を蹴けって駆け出した。

『無貌の邪神』の触手がうねる。

　アレクたちの剣が煌きらめく。

　そして私はその場から動けないまま、遠ざかっていく『推し』たちを見つめていた。







　──本当に逃げるの？

　魔力不足の頭痛は止やまない。その中で、私の脳裏にはどこからか声が響いていた。

『推し』は私に逃げろと言った。このままではみんな幸せになれないから、せめて私だけでも逃げてほしいと。貴女のためなら、自分たちはここで死んでも構わないから……と。

　それじゃダメなんだよ。

　そうだ、私は今までずっと『推し』とともに生きてきた。『推し』がいなくなった人生なんて考えたことがなかったし、考えたいとも思わなかった。たとえ『推し』を犠ぎ牲せいにして自分だけ生き残ったって、その後には暗い夜の砂さ漠ばくのような余生があるだけだろう。

　そしてそこまで考えた時、ザザッと、また忘れていた前世の記憶が蘇った。それはトラックに轢ひかれる間ま際ぎわ、私が意識を失うまでのごくごく短い一瞬のことだ。

　刹那、私が脳裏に浮かべていたのは──「あぁ、来週の『推し』の公演、見に行きたかったなぁ」──ということだった。

　いや、そりゃあそうだよ。だってさぁ、初のスタジアム会場だよ!?　長年小さめの箱会場が多くて、ようやく二年前にドームでライブやって……！　それが遂ついに！　遂にスタジアムを埋うめられるくらいになったんだよ!!　ずっと見守ってきたファンとしてはもう言葉もなかったよ!!!!　でっかい会場で彼らの雄ゆう姿しを見たかったんだから私は!!!!!!

　ずっと忘れていた記憶と気持ちが溢あふれ出でる。そしてその瞬間、私はハッと気がついた。

　もし前世で私が『推し』の公演を見るためにできることがあったなら、私はなんでもやっただろう。トラックから逃のがれるためにボディガードを雇やとうとか、ジムに通って回かい避ひ能力を高めるとか……まあ現実は非情で、目の前に迫せまる脅威相手にできることはなかったけども。

　でもそれなら、今この瞬間はどうなんだろう。

　私は『推し』のために手を尽くしたのだろうか。私にできることはもう、何一つないのだろうか──




　──あなたは、『オーアインの聖女』、でしょ？




　頭の中で声が響く。押しも押されもしないチート級の聖女。これまでどんな怪物にも、大地震にさえも後おくれを取らなかった。民を、『推し』を幾いくたびも救い、ずっと信しん頼らいされてきた──そうだ私なら、今もまだできることがあるかもしれない。少なくとも、前世でトラックに立ち向かうよりは勝ち目があるような気がする。




　そうか私は、あの時見られなかった公演に、今度は辿たどり着つけるかもしれないのか。




　──『邪神』がなんだ。力の差がなんだというのだ。

　私は!!　これからも!!!!　見ていたいんだよ!!!!!!　みんなのことを!!!!!!!!

　真面目で苦労人で優しいアレクのことを!!!!!!!!!!

　カッコよくて弱みがあって懐ふところのデカいサラくんのことを!!!!!!!!!!

　可か愛わいくて自由で健けな気げなヒヨウ様のことを!!!!!!!!!!




　私は本当に大好きな『推し』たちに!!!!!!!!!!!!!!!!!!!!

　ずっと笑っていてほしいと思ってるんだよ!!!!!!!!!!!!!!

　▽【スキルブースト】発動！

　▽【高速詠えい唱しょう】発動！

　▽【退魔の奇跡ＥＸ】を唱えます。







　その瞬間、私の足元から巨きょ大だいな魔法陣が広がった。

「「「!?」」」

「ナニッ……!?」

　アレクたちが足を止め、『無貌の邪神』もまた驚おどろいて辺りを見回した。私を中心に広がる魔法陣は今も猛もう烈れつなスピードで拡大しており、既に騎士砦跡あとを超こえ、オーアインの街まで広がり続けている。

　そしてその最中、アレクたちの剣は眩まばゆい白銀に光りだしたのだ。

「これは……」

「聖女様の奇跡、でしょうか……？」

「すげぇ……今までに見たことがない光だ！」

「……アリ得ナイ……」剣の輝かがやきを見た『無貌の邪神』が、初めて動どう揺ようした様子で呻うめく。

「バカな……ソンナハズはナイ！　オ前のレベルデ【その奇跡】ハ使エナイはズダ!!」

「……っ！　知らないわよ、そんなこと……!!」

『無貌の邪神』の台詞を聞きながら、私は歯を食いしばって祈りを続ける。

　自分の身体が急速に冷えていくのが分かった。組んでいる手がガタガタと震え、足元からは鉄てっ砲ぽう水みずが流れるように自分の魔力が抜けていくのを感じる。けれど、だからといって詠唱を止めるつもりはない。

　そうだ、さっきアレクたちは『既に貴女に救ってもらった』と言ってくれたけど、それは私も同じなんだ──『推し』を失って転生した私は、絶望して何にも熱を持てなくなっていた。退たい屈くつで苦しくて、世界の隅すみっこでどん詰づまりになって……でも、そんな私を、アレクたちが変えてくれたのだ。みんなに会えたからこそ、私はここにいる。

　私も既に救われていた。そして私は強ごう欲よくだから、もっとみんなに救ってもらいたいし、『もう救われたから』でアレクたちに満足してほしくない。私はもう一度、いや何度だってみんなのことを救いたいんだ!!

「私は逃げません！　アレク様、サラマンダ様、ザックロー様!!」

「「「!!」」」

　私が叫ぶのを聞いて、三人はハッと私のことを見た。

「私は──皆様を信じます！　信じています!!　だから勝って……！　『邪神』なんかに負けないで!!」

「……ええ。もちろんですとも」

「絶対に……絶対に勝ちます、ミレーナ様……！」

「そこで見ていてください！　とびきりの戦いをお見せしますから！」

「……グググ……！」

　三人が高らかに叫ぶ。それを聞いて、『無貌の邪神』は業ごうを煮にやして台詞を吐いた。

「調子に乗ルナヨ、雑魚ドモがァッ!!」

　ゴウ、と巨大な棍こん棒ぼうのように束ねられた触手が振り下ろされる。迫り来る隕いん石せきのようなそれを、しかしサラくんは怯ひるむことなく睨んでいた。

「うおおおおぉぉぉぉぉぉッッ!!!!」

　燃もえ盛さかる腕が脈動し、下から振り上げられた剣が天を衝つく。

　白銀の刃は触手の塊かたまりに触れると、それをバターのように両断した。

「グオオぉッ!?」

「今ですアレクシス様、『蒼そう鷹よう』！」

「「応！」」

『無貌の邪神』が怯んだのを見て、アレクとヒヨウ様も大地を蹴る。二人の動きに気付いた『無貌の邪神』は、今度は五つもの紫の水晶を呼び寄せてビームを放った。だが、熱線も冷れい凍とう光線も電でん撃げきも、ヒヨウ様が剣で斬り払うと空中で水晶ごと霧む散さんする。そしてその隙に、アレクが『無貌の邪神』の懐に飛び込んだ！

「はあッ!!!!」

　斬撃が、邪じゃ悪あくな軀に傷をつける。腐った肉を斬り裂く音が響き、暗くら闇やみを閉じ込めていたような黒い体液が噴き出す。

「ギアアアぁァァァアア!!!!」

『無貌の邪神』は、その一いち撃げきだけで苦く悶もんの絶ぜっ叫きょうをあげた。白銀の刃は明らかに『無貌の邪神』に有効で、勝機と見たアレクたちはなおも剣を構えた──が、そこで『無貌の邪神』が息を荒あららげながら台詞を吐く。

「……フ、フザケルな……！　我レは『邪神様』ダゾ!!　コンな雑魚ドモヲ調子ヅカセルなンテコト、アッてイイハズがナイ……!!」

　その瞬間、『無貌の邪神』の顔に空いた昏くらい孔あなから、心臓が止まりそうなほどの威い圧あつ感が迸った。

「っ!?　サラマンダ、ザックロー！　ミレーナ様を守れ!!」

　アレクが叫んだ。『無貌の邪神』は黒々とした巨きょ体たいを傾かたむけ、真っ暗な顔を私たちの方へと向ける。そして、三人が跳ちょう躍やくとともに私のそばへと舞い戻った直後──『無貌の邪神』の顔面からは、螺ら旋せんを描えがく紫の極ごく太ぶとビームが発射されたのだ！

「「「うおおぉぉぉッッ!!」」」

　三人は剣を合わせ、白銀に光る防壁を展開してビームを受け止めた。防壁に弾はじかれたビームの余波が、地面を腐らせ岩を風化させていく。宙へと拡散した淀みは空気さえも蝕んで、世界を瘴しょう気きに満ちた地じ獄ごくへと変えていく……！

「グハはハハハ！　サービスタイムはモウ終ワリダ!!」歯を食いしばっているアレクたちを見て、『無貌の邪神』はビームを放ちながら笑った。

「モウ手加減はなシダ！　聖女モ死ぬカモシレナいガ、我レヲ脅おびやカスノデアレばモウドウデモイイ!!　雑魚トモドも塵ちりト化セ!!」

「「「ぐううっ……!!」」」

　三人は剣を合わせて防壁を支えていた。白銀に光る防壁は、ビームを弾き散らし、しかし圧あっ倒とう的てき質量の照射を前に少しずつ圧されていく。少しずつヒビが入っていく……！

「お、抑え切れん……！」

「クソッ、このままじゃ……！」

「……ミレーナ様？」

　とそこで。焦あせりを見せていたサラくんとヒヨウ様の横で、アレクが私の異常に気付いて名前を呼んでくれた。というのも、今も私は手を組んで祈りを続けていて、足元の魔法陣も拡大を続けている。しかし同時に、私は脂汗にまみれながら、不敵に笑って三人のことを見つめていた。

　魔力は残り少ない。頼たのみの綱つなの奇跡も、あと一歩のところで『無貌の邪神』を倒すには至っていない。

　そんな変わらず絶望的な状じょう況きょうの中で、それでも私はニッと笑っていた──その理由は、私の脳裏に閃ひらめいた【退魔の奇跡ＥＸ】の説明を読んだからだった。

　私は組んでいた手を解き、両手を空に高々と上げる。

　そして内心でこう叫んだのだ。




　みんなの『尊み』を……オラに分けてくれぇぇっっ!!!!!!

　▽【千里眼の奇跡ＥＸ】を唱えます。

　▽【山やま彦びこの奇跡ＥＸ】を唱えます。




　ブウンと、オーアインの空に映像が浮かんだ。

「「「!?」」」

「あァッ!?」

　アレクたちも『無貌の邪神』も、突とつ然ぜんのことに驚きを隠かくせない。

　空に現れた巨大な映像に映っていたのは、今なお戦いの続いている騎士砦跡の様子だった。そこにはビームを放つ禍々しい『無貌の邪神』と、それに必死に抗あらがっているアレクたちの姿が見えている。

　私の目もく論ろみ通りならば、【退魔の奇跡ＥＸ】の魔法陣は既にオーアインの都市全体を覆おおっているはずだった。ひょっとしたら、この前視察に行った鉱山くらいにまでは届いているかもしれない……そして今、空に浮かべたこの場所の映像は、その範はん囲い全ての人の目に映っているはずなのだ。

　これから発する私の声もまた、その全域に届くはずだった。

《──皆さん、この声が聞こえていますか!?》

　破は滅めつをもたらすビームを前にして、私はアレクたちに守られながら声を張りあげていた。私の声は奇跡の力によって、映像を見ている人たちの頭上から鳴なり響く。

　私は喉を振り絞って、なおも力の限りに思いを叫んだ。

《私は『オーアインの聖女』、エナ・ミレーナです！　今私とアレクシス様たちは、この世界を脅かす『邪神』と戦っています！　敵の力は強大で……私一人の祈りでは足りません！　どうか、どうか皆さん、彼らのために祈りを!!　聖なる騎士たちに祈りを捧げてください!!》

「……何カと思エバ……」

　私が言葉を切った瞬間、紫のビームは勢いを増してアレクたちの防壁へと襲いかかった。

「「「ぐううっっ!!」」」

「祈りダト!?　フザケたコトヲ……！　『オーアインの聖女』ノ祈リデ無理ナラば、他ノ誰ガ祈ッテモ無駄ダロウが!!」

《そ……そんなこと、ない……！》

　私は空に伸のばしていた手を下げ、アレクたちに駆け寄よって彼らの背中を押した。

「「「ミレーナ様……！」」」

《み……みんな聞いて！　三騎士様の力はこんなもんじゃない！　私の、みんなの知ってるアレク様たちは、『邪神』なんかに負けるはずない！　そうでしょう!?》

　喉から血の味が込こみ上げる。ガラガラ声になりながら、それでも私は叫び続けた。

《私は信じる!!　みんなが私の『推し』を──私の大切な人たちを信じて、祈ってくれることを!!!!》

「下らネェ!!」

　ゴオ、とさらにビームが太さを増した。防壁はミシミシと音を立て、私たちはギュッと塊になってなおも耐たえようとする。

《ぐううっ……！》

「はハハハ!!　無駄ダッタなァ聖女サマ！　コノ状況ヲ見て、オ前ラニ祈リをカケル人間ナンザいルワケガネェ！　終ワリだ、全テ!!」

《……アレク様、サラマンダ様、ザックロー様……！》

「「「み、ミレーナ、様……！」」」

『無貌の邪神』が叫び、私たちは弱々しく名前を呼びあう。

　他に誰の声も聞こえない。ただ悪意に満ちたビームのノイズだけが辺りには響いて──

　私たちは半はん壊かいした防壁とともに、紫色の嵐あらしの中に吞のみ込まれていった。










《負けないで!!!!　ミレーナ様、アレク様ぁぁっっ!!!!》










　パァンと、白銀の光が紫の激流を弾いた。

「何ィっ!?」

『無貌の邪神』が叫ぶ。

　未だ照射されている強大なビームは、白銀の防壁ごと聖女と聖騎士を吞み込んだ──はずだった。ところが、もはや壊こわれかけだったはずの防壁は眩い光を放ち、激流を今一度強く吹き散ちらしたのだ。

　再び空中に私とアレクたちの姿が映る。私とアレクは空を仰あおぎ、ハッと顔を見合わせた。

「ミレーナ様、今の声は……！」

《ミレーナ様!!!!　アレク様ぁぁっっ!!!!!!!!》

「……ソラ……!!」

　ぶわっと、私の目から涙が溢れ出た。

　今辺りに響いた声は、私の可愛いソラの声だった。多くの時間を一緒に過ごし、同じ人を大事に想おもってくれた女の子……彼女は危機から生せい還かんし、【山彦の奇跡】を介かいして、今こうして私たちへと祈りを届けてくれたようなのだ。

【退魔の奇跡ＥＸ】。それはただ聖騎士を強化するだけでなく、魔法陣内の信しん仰こうの強さに応じて、その力を増ぞう幅ふくさせるものだった。だからこそ、今この国の誰かがアレクたちを応おう援えんしたり、彼らのために祈ることで、それが直接奇跡の力になる。少なくとも今、ソラの必死な叫びのおかげで、私たちは死地から戻ってこられたようだった。

　なおも『無貌の邪神』のビームは照射されている。しかし、防御を続けている私たちの頭上からは、ソラを皮切りに多くの人たちの声が響いていたのだ。




《がんばれザックローあんちゃん!!!!　そんなキモイやつにまけないで!!!!!!》

《にいちゃん……!!!!》

《お義に兄いっ、何やってんの!!!!!!　もし負けたりしたら……次会ったとき遊んであげないからっ!!!!!!!!》

「……へっ……！　そりゃあ、負けるわけにはいかねぇな……!!」




《オイオイオイ!!　サラマンダの旦だん那な、負けねぇでくださいよ!!!!　アンタは俺たちの希望の星なんだぜ!!!!!!》

《何をしているサラマンダ!!!!　村を出るからには、祖先の名に恥はじぬ戦いをしろと言っただろう!!!!!!》

「……ふっ……好き勝手、言ってくれる……!!」




　サラくんとヒヨウ様の剣の光が強まった。

　そしてアレクにもまた、多くの人からの声せい援えんが届く。




《頑張れアレクシス様!!!!!!》

《そんな奴に負けないで!!!!!!》

《アレクシス様!!!!　我々聖騎士隊、いつでも皆様の勝利を祈っております!!!!!!》

《アレクシス!!!!!!　キミが負けるなど、世界が許しても僕が許さないからな!?!?!?!?》

《頑張ってくれぇアレクシス!!!!!!!!　ワシ、やっぱまだ死にたくないよぉ!!!!!!!!!!》

「……フフフ……！」




　アレクが笑った。そして彼は決意に満ちた表情で、サラくんとヒヨウ様に叫んだのだ。

「いくぞ二人とも！　我らオーアインの『金きん狼ろう』、『紅熊』、『蒼鷹』!!　民を守るため、今こそ力を振り絞る時だ!!!!」

「「おお!!!!」」

「フ……フザケルなァァアァァ!!!!」

『無貌の邪神』が叫び、ビームが強まる。しかし、もはやアレクたちには欠片の怯おびえも竦すくみもなかった。

　彼らの剣は白銀に輝き──そしてさらに、虹にじ色いろの光を放って、紫の波動を押し返す。
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「グ……グうゥ……!!」

　防壁が輝く。虹色の壁かべはどんどんと広がり、鋭するどく伸び、まるで剣のようになって紫のビームを突き崩くずしていく。

「ア……アリ得ん……！　我レガ……負ケるコトナド……!!」

《いけぇぇぇぇ!!!!!!!!!!》

《負けるなぁぁぁぁ!!!!!!!!!!》

「みんなっっ……!!!!!!!!!!　頑張ってぇぇっっ!!!!!!!!!!!!」

「「「うおおおぉぉぉぉぉぉっっっ!!!!!!!!!!!!」」」

　嵐のような声援の中で、アレクたちもまた大きく叫ぶ。

　彼らがドンと一歩を踏ふむと、虹色の刃はビームを完全に吹き散らし、辺りに満ちていた瘴気を光とともに消しょう滅めつさせたのだ。そのままアレクたちは三さん位み一いっ体たいの虹色の刃を振りかざし、『無貌の邪神』へと最後の一撃を見み舞まう！

「こンナ──コンなバカなコトガァァァあアアア!!!!!!!!!!!!!!!!」







　振り下ろされた巨大な刃は、オーアインの空を真っ二つに割って、この地に虹を突き立てた。

　暗闇が晴れるように、輝きが辺りに満ちる。

　醜しゅう悪あくな叫びを搔き消して、巨きょ影えいが虚こ空くうへと消える。

　やがて光が収まると、鳴り響いていた轟音は噓うそのように静かになっていた。

　死んだはずの大地が再び色を取り戻して──世界は今、もう一度呼吸をし始めた。










　▲ジョブレベルが上がりました。







[image: ８　この心はいつまでも推しとともに]




　戦いが終わった時。

　既すでに太陽は傾かたむいていて、橙だいだい色いろに変わりつつある日差しが、私とアレクたちとを照らしていた。

「……終わった、のか……？」

　静かになった騎き士し砦とりで跡あとを見み渡わたしながら、サラくんが半ば呆ぼう然ぜんとそう言った。彼は虹にじ色いろに光る剣けんを未いまだ握にぎり締しめていたが、その横ではヒヨウ様が「ぶはーっっ!!」と息を吐はいて、大の字に地べたに転がった。

「なっ、おい『蒼そう鷹よう』貴様、気を抜ぬくにはまだ早いだろうが！」

「何言ってんだよ『紅こう熊ゆう』、お前も分かってるんだろ？　さっきまでの嫌いやな感じはもう全然ねぇ。勝ったんだよ、オレたちは」

「……しかし……」

　なおも憮ぶ然ぜんとしているサラくんに、アレクが「いや、ザックローの言う通りだ」と声をかけた。

「あれだけの敵だったから、お前の心配ももっともだろう。ただ、今は確かに奴やつの気配は消えている。一時のことかもしれないとはいえ、我々が奴を退けたことは間ま違ちがいない」

「……そう、ですか」

　アレクの言を聞いて、サラくんもようやく深く息を吐ついて剣を下げた。そこでみんなの剣に宿っていた光は少しずつ弱まっていき、遂ついにはただの金属の鈍にび色いろに戻もどる。

　それを見て、彼らはハッとして『こちら』を振ふり返かえった。

「「「ミ……ミレーナ様!!」」」

「……あ……いえ……私なら大だい丈じょう夫ぶですよ大丈……ヴッ……」

【退たい魔まの奇き跡せきＥＸ】の魔ま法ほう陣じんが消え、空に映る映像も消えた今。私は顔面蒼そう白はくで地べたにへたり込んでおり、安心と疲ひ労ろうと魔ま力りょく不ぶ足そくによる気持ち悪さで完全にグロッキー状態だった。ああもう……顔は脂あぶら汗あせと涙なみだと鼻水でグチャグチャだ。こんなのをアレクたちに見せたくはなかったが、腕うでを上げて顔を拭ぬぐうことさえ億おっ劫くうなのだ──今日のトリビア。聖女が自分のＭＰ魔力限界まで頑がん張ばると、三十連勤とか目じゃないくらいに身体からだも精神も消しょう耗もうする。５９６３へぇ。はあぁぁぁぁぁもう二度とこんなことやりたくねぇマジで……。

　ただ、そんな私にアレクたちは慌あわてて駆かけ寄よってきてくれた。跪ひざまずいたサラくんが私を抱だきかかえてくれ、ヒヨウ様が私の顔を拭ふいてくれる。そしてアレクが私の手を取って、労ねぎらいと称しょう賛さんの言葉をかけてくれた。

「本当に……ありがとうございました、ミレーナ様。貴女あなたの奇跡のお力で、我々は『邪じゃ神しん』を倒たおすことができました。貴女はオーアインの誇ほこりです。我々ごときが、なんと言って感謝の気持ちをお伝えすればいいのか……」

「……アレク様……」

　アレクの台詞せりふを聞いて、私は残る力を振り絞しぼって首を横に振った。

「……ごときなんて、そんなこと言わないでください……私にとって、皆みな様さまは最高の騎士様なのですから……私こそ、皆様をお守りできて、よかった……」

「ミレーナ様……」

　アレクが私の名を呼ぶ。その瞬しゅん間かん、私の身体からは淡あわい光が溢あふれ出だし、それはどんどんと強さを増しながら私を包みだした。

「なっ……!?」

「……あーやっぱ、無理したからかなぁ……」

　驚きょう愕がくの表情を浮うかべる三騎士の前で、意外と平然としながら状じょう況きょうを受け入れる私。

『オーアインの聖女』は、自身の命を削けずってでも奇跡を為なす──伝え聞いていたその理ルールは、私のチート級のジョブレベルをもってしても不変らしい。そりゃあどんなお金持ちでも、島を買うレベルの出費を際限なく続けていたら口座が空になるというものだ。

　ただ、極度の疲労のせいか天に召めされそうなせいかは知らないけれど、今の私には全てが人ごとのように感じられた。これが悟さとりの境地ってやつかもしれない──とはいえ、私としては後こう悔かいなどないはずだ。『推おし』への愛を信じ、『推し』を守ることができたから……そしてこれから消えることで、私は名実ともに真の『オーアインの聖女』になれるのかもしれない。

「ミレーナ様」

　アレクが私の名を呼ぶ。サラくんとヒヨウ様も私を見つめてくれていて、私は……うん、なんて幸せな最さい期ごなのだろうと思った。『推し』の腕の中で死ねるなら、これ以上の幸福はないはずだ。

「……聖女として全てを尽つくしました……私はこれでもう……心残りは……」

　光が強まって、私の身体が見えなくなっていく。

　心音が遠ざかる。熱も、呼吸の感覚も消えていくけれど、同時に痛みも、疲労も気持ちの悪さも消えていくのを感じた。

　ああ……なんて心ここ地ちのいい……お別れ……。

　私は三騎士にニコリと笑って、自らの意識を手放した──。










　はずだった。

　けれど、意識が途と絶だえるその直前、私は手をギュッと強く握られて「うっ……!?」と目を瞬しばたたいたのだ。

　光の中に消えそうだった意識が戻ってくる。

　私が霞かすむ視界で周りを見ると、そばではアレクが私の手を握ってくれていた。サラくんとヒヨウ様も私の手に触ふれてくれていたけれど、彼らの顔は悲痛に満ちていて、今にも泣きだしてしまいそうだった。

「み……皆、様……？」

「逝いかないでくださいミレーナ様」今までにないほど感情的な声こわ音ねで、アレクが私にそう言った。「全てを尽くしたなどと……そんなことを言わないでください。貴女の未来はまだ、いくらでも広がっているでしょうに……！」

「俺も同じ意見です」「オレだって同じ思いです！」

　アレクに続けてサラくんとヒヨウ様も同時に言う。私は光に包まれながら、けれど気力を振り絞って目を見開いた。

「サ……サラマンダ、様……ザックロー、様……」

「……俺は……貴女と過ごした時間の全てが楽しかった……これからも貴女と一いっ緒しょにいられると思うだけで、勇気が溢れてきたんです……！　それなのに、もし貴女がいなくなってしまったら、俺は……!!」

「ミレーナ様、約束したじゃないですか！　これからもオレを見ていてくれるって……！　オレは貴女がいたから変われたし、これからも変わっていこうと思えたんだ！　貴女が、いてくれたから……!!」

　二人の掌てのひらが私の手に乗っている。その熱が伝わってきて、私の、もう何も感じられなかったはずの身体が温かくなる。

「──もはや貴女しか、我々の聖女はいないのです」そう言いながら、アレクの掌がまた、私の手を強く握る。「貴女はいつも、ご自分のことを軽んじられる……けれど、それは間違いです。貴女が自身を評価するよりも、我々は貴女を大事に想おもっているのに」

「……アレク様……」

　さっきまで眩まぶしくなる一方だった光が、今はこれ以上強くなるのを止めて辺りに満ちている。

　私の身体の熱は依い然ぜん消えたままで──しかしその一方、『推し』たちの放つ熱は私の身体へ伝わってきていた。

　彼らはまだ、私に目を閉じるなと言っている。

「ミレーナ様、貴女はそれでいいのですか？　もう何も望まないと……我々と生きるのはもう十分だと、そうお思いなのですか？」

「……私は……」
















　──私は。
















　──私の、本当の気持ちは……。
















　──これでいいなんて、

　これっっっっっっっぽっちも思ってなあああああぁぁぁあぁぁあい!!!!!!!!!!!!










　その瞬間。私が心の中で、本当の本音を叫さけんだ瞬間。

　私から発せられていた光は、音もなく弱まって、遂には消えてしまったのだ。

　身体が再び悲鳴をあげる。吐き気けがどんどん強まってきて、頭がハンマーで叩たたかれているみたいに痛くなってくる──けれど、呼吸の感覚がある。心音が聞こえる。

　何より、私の身体の奥から、もう一度熱が生まれてくるのが分かる。

「ミレーナ様」

「ミレーナ様……！」

「ミレーナ様！」

　光を失った私のそばで、それでも三人が名前を呼んでくれた。私は残った力を振り絞って、彼らにニッと笑いかける。

「……ありがとうございます、そう仰おっしゃってくださって……私、まだ生きていたい……！　皆様と、一緒の時間をもっと過ごしていたい……!!」

「「「……!!」」」

　三人が声もなく私を見て、それから嬉うれしそうに頰ほおを緩ゆるませる。

　──『推し』の腕に抱かれて安らかに死ねることは、確かにこのうえなく幸福なことかもしれない。『オーアインの聖女』として、責務を果たせた満足感も噓うそじゃない。

　けれど……神様、許してください。私は今ここで、絶頂のうちだとしても消えたくはなかったんです。私はもっとアレクと、サラくんと、ヒヨウ様と一緒にいたい。何よりも、私に消えないでほしいと願ってくれた、『推し』の祈いのりに応えてあげたかったんです。

　気付くと、感かん極きわまった私はボロボロと涙を流していて、それを見たサラくんが慌てて慰なぐさめの言葉をかけてくれた。ヒヨウ様は涙目ながらも笑って背中をさすってくれたし、アレクもまた、泣き笑いながら私をギュッと抱きしめてくれた──ってちょっと!?　今そんなことされたら色んな意味でヤバいんですけどぉ!!!!
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　アレクのハグにテンパった私はフギャーと叫んでしまい、それを聞いた三人は私を落ち着かせようとまた名前を呼んでくれた。そして、そんな賑にぎやかな私たちに向かって、遠くの方から「ミレーナ様、アレク様!!」と、懐なつかしい声が飛んできたのだ。







『推し』を作ることに怯おびえていた私は、しかしまた、この世界でアレクたちのことを好きになった。

『推し』を想うことはやめられない。失うのが怖こわいからといってやめられるものではなかったのだ。そして彼らに光を見み出いだしたことで私は救われ、その私が祈ることで、彼らもまた新たな輝かがやきを見せてくれた。

　ともすれば忘れてしまいそうになるけれど、私たちはどちらかが一方に与あたえるだけの存在じゃない。私は『推し』のために祈り、『推し』は私に笑え顔がおを見せてくれる。そしてお互たがいが一いっ生しょう懸けん命めいに生きるから、それを見てまたお互いに奇跡を祈るのだ。

　──旧名：江え波なみレナ、享きょう年ねん三十二歳。

　そして今。私は十八歳の『オーアインの聖女』エナ・ミレーナとして、聖せい騎き士しの『箱推し』を続けている。




　これからも！　私は一生!!

『推し』て!!!!!!　参ります!!!!!!!!




　▲ジョブレベルが上がりました。
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『無む貌ぼうの邪神』の襲しゅう撃げきから、あっという間に一ヶ月が経たった。

　というのも、私エナ・ミレーナは戦いの後、ソラが駆けつけてくれたのとほぼ同時に、三騎士たちの腕の中で意識を失ったのである。そしてそのまま昏こん睡すいし、なんと二十日間眠ねむり続けてしまったのだ！

　消耗した聖女がどうなるかは散々話に聞いていたものの、自分も同じような伝説を作るハメになるとは正直思ってなかった……まあ神様のもとに召される？ のを断ったのに、それくらいで済んでよかったと思うべきなんだろう。二十日目に目覚めた後の私はピンピン元気なもので、ギャン泣きしてくれたソラや査察から慌てて戻ってきてくれたアレクたちの心配をよそに、もりもりとご飯を食べたりしていたからね。

　激戦の跡あとは二十日の間にすっかり片づけられ、騎士砦とりでの再建がもう始まっていた。今回の『邪神』騒そう動どうでまた元老院は騒さわがしくなったそうだが、民たみたちの混乱は微び々びたるもので、既に街からは活気のある声が聞こえてきていた。私もまた生活を取り戻すためのリハビリで、十日という日を慌ただしく過ごしたのだ。

　全ては元通りだった。私はまたアレクたちを『推す』ことに精を出すようになり、本日をもって、『オーアインの聖女』の役職にも復帰することとなっていた。




「「「ミレーナ様、ご復帰おめでとうございます！」」」

「ありがとうございます、皆様」

　王宮の謁えっ見けん室にて。私はいつぞやアレクたちの帰き還かんを出で迎むかえた時のように、王と王おう妃ひの前で、アレクたち聖騎士と対面していた。ただ、今回は彼らを労うためでなく、私が無事に復職したことをお祝いしてもらうためだったけど。

「ミレーナ様、お元気そうで何よりです。もうお身体の方は大丈夫なのですか？」

「ええ。もうこの通り、以前と同じですよ」

　アレクに尋たずねられて、私は笑いながら両りょう腕うでを広げる。ソラの話では、みんな私に後こう遺い症しょうでもありはしないかと気が気ではなかったらしい。そのせいか（私はやってから気付いたけど）、はしたないと言われかねなかった今の私の仕草にも、目くじらを立てる人はいなかった。みんな安あん堵どした様子で、私に笑顔を見せてくれている。

「……本当に、ご無事でよかったです。ミレーナ様」ぼそぼそとそう言うのはサラくんだ。

「貴女が無事に目を覚ますことを、信じていました……けれど、それでも、お待ちしている間、俺はとても平静ではいられなかった──」

「おいおい、なっさけねぇな『紅熊』サマはよぉ」

　サラくんの台詞を遮さえぎって、ヒヨウ様が笑い交じりの声を飛ばす。

「オレは少しだって、ミレーナ様が戻ってくることを疑わなかったからな！　いつお目覚めになってもいいように、お迎むかえする準備で忙いそがしかったぜ！」

「だろうな、『蒼鷹』」鼻で笑って、サラくんがヒヨウ様に反はん撃げきした。

「先日、お前が庭園の花を拝借しようとして、アレクシス様にお叱しかりを受けているのを見たぞ。あの時のお前の顔は傑けっ作さくだった」

「う、うるせぇ！　そりゃ、この城に咲さいてる花が一番いいもんだと思って……って、それはもういいンだよ街で代わりのやつを買ったからな！　それより、お前の方こそありゃなんだ？　贈り物ってもんは、デカければデカいほどいいとでも思ってんのか!?」

「なっ、貴様、俺のミレーナ様への感謝の気持ちを疑うつもりか!!」

「……あ、あはは……」

　公おおやけの場だというのに言い争い始めたサラくんとヒヨウ様を見て、私は思わず笑えみを漏もらしてしまった──ああいや、別に呆あきれたわけじゃなくってね！

　ただ、『推し』が喋しゃべってるところを間近で見られて、ようやく生きて帰ってこられた実感が湧わいたというか……周りに視線を向ければ、サラくんとヒヨウ様の言い合いを、王様たちや他の騎士たちも微ほほ笑えみながら見守っている。

『推し』と、私と同じように『推し』を尊んでくれる人が生きる世界……あーやっぱり、私はみんなを守れてよかった。そして再びみんなに会えてよかった！　生きてくのって最高だ!!

「……ん？」

　と、そこで私は気付く。いつもなら、そろそろアレクがサラくんとヒヨウ様の間に入ってくる頃ころ合あいだ。それなのに、今アレクは二人の横で、止めるでもなく立ち尽くしている。

　いや……彼は立ち尽くしているのではない。私の推察が間違っていなければ、アレクは今、私のことをじっと見つめていたのだ。

「アレクさ……ああえっと、アレクシス様？」

「あっ」

　私が声をかけると、アレクはハッとしたように瞬まばたきをする。彼は唇くちびるをキュッと結んで、私から目を逸そらした。その頰は少しだけ赤らんでいて、それから彼は──

「……し、失礼しましたミレーナ様、まじまじと見つめてしまって……あの、私のお贈りした花は、気に入っていただけましたでしょうか」

　と、早口でそう言った。




　……え？　いや。いやいやいやいや何その態度？　私なんか悪いことしたっけ？　いやでもそういう感じでもないよね何それ何それなんでそんなカワイイ顔してんのねぇなんでなんでなんで〜〜〜〜〜〜〜!?!?!?!?

　──と、突とつ然ぜんのミステリーに一人悶もん々もんとしていた私。いや待て、そういえばこの前召されかけた時、アレクにギュッとしてもらったんだっけ……ひょっとしてあれ思い出して恥はずかしくなっちゃったとか!?　だぁーもう！　そんな!!　そんなカワイイことあるか!?　……いやでも、普ふ段だんはそれくらいのスキンシップで動じる人じゃないんだよね……そこが不思議っていうか、むしろそういうのでテンパるのは私の方というか……あ、ダメだ、あの時のこと思い出すとニヤけてしまう……ふ、ふふ……推しに大事にしてもらった思い出、プライスレス……ふふふ……。

「──レーナ様、ミレーナ様！」

「はいぃっ!?」

　とそこで、すぐそばで名前を呼ばれて我に返る私。ハッとして周りを見ると、既に祝賀会は終わっていて、謁見室には私と、私を待っていてくれたらしいソラだけが残っていた。

「あ……そ、ソラ」

「大丈夫ですかミレーナ様!?　随ずい分ぶんボーッとしてらしたみたいですけど……」

「ああいいのいいの！　大丈夫だから！」

　心配そうに私を見るソラに、私は慌てて首を横に振った──どうやら、私が呆ほうけている間にアレクたちも戻っていってしまったようだ。ああもう残念……結局アレクの態度の謎なぞも解けずじまいだが、それは次に会えた時に確かく認にんするしかないだろう。

　ふう、と息を吐く私。すると、そばにいたソラが神しん妙みょうな顔をして、ぽそぽそと言葉を零こぼした。

「でも、大事件ですよね、ミレーナ様。アレク様にお嫁よめさんができたりなんかしたら」

「……え？　え、え？　え、ソラ、え、なに、え、どういうこと？」

「さっき王様が仰ってたじゃないですか」ソラが悩なやましげな顔で言う。「ミレーナ様がお眠りになっている間に、アレク様に縁えん談だんのお話が来ていたって……それで、王様からアレク様に、そろそろ結けっ婚こんを考えたらどうか、って……」







「──なんですってぇえっぇぇぇえええぇぇぇえぇぇぇぇええええっっっっっっ!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?!?」







　その叫びは城中に響ひびき渡わたり、私の部屋に供えられた花か瓶びんをカタカタと揺ゆらした。

　花瓶の中では赤いバラと、大きな向日葵ひまわりと、それから白いペチュニアが、日差しを受けて今も生き生きと輝いている。







　……『オーアインの聖女』の叫びは、これからも絶えそうにない。











　▼続きを遊びますか？

　　　はい

　　→また今度
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　どうもこんにちは、のんべんだらりと申します。この度たびは『異世界で聖せい騎き士しの箱推おししてたら尊みが過ぎて聖女になってた』をお手に取っていただきありがとうございます。

　本作は、裏サンデー女子部×ＫＡＤＯＫＡＷＡ女子ノベル部×ｐｉｘｉｖ主催の第２回異世界転生・転移マンガ原作コンテストにて優ゆう秀しゅう賞を頂き、その縁えんで漫まん画が化と書しょ籍せき化をしていただいた作品です。アプリのマンガワンでは山やま悠ゆう希き先生作画のもとコミカライズも連れん載さい中ですので、よかったらそちらも読んでいただけたら嬉うれしいです。




　今回、ミレーナやアレク、サラマンダやヒヨウといったキャラを書くにあたっては、ちゃんと『推す』に値あたいする人物になるように……と考えてばかりいました。

　互たがいに影えい響きょうを与あたえ合いながら、横並びになって一いっ緒しょに真まっ直すぐ歩いていく──そんな彼らのことを、皆みな様さまにも『推せるな』と思っていただけたなら、これほど嬉しいことはありません。もちろん私としましても、書籍化にあたって彼らの追加のお話を執しっ筆ぴつするのはとても楽しい時間でした！

　もしまた皆様にお会いできる機会がありましたら、彼らのもっとカッコいい＆カワイイところをお届けできるように頑がん張ばるつもりです。

　どうぞこれからも応おう援えんよろしくお願いいたします!!




　この本の刊行にあたって、多くの方々のお力をお借りしました。

　沢たく山さんのアドバイスをくださった編集のＹ様、素す敵てきな挿さし絵えを描かいてくださったＲＡＨＷＩＡ先生、鋭えい意いコミカライズを進めてくださっている山先生、そしてこの作品に関わってくださった全ての方々に篤あつく御おん礼れい申もうし上あげます。

　また、私を今日まで支えてくれた家族と友人にも感謝を。

　最後に、私の人生の半分以上を一緒に歩んでくれたＢのつくロックバンドに勝手に敬礼をして、この本を締しめさせていただきたいと思います。




　改めまして、ここまで読んでくださってありがとうございました。

　どうかこれからも、皆様と、皆様の推しに幸さち多からんことを。





のんべんだらり　　










電子書籍特典　書き下ろし短編

「本人に『貴方が推しです！』ってやっぱそうそう言えないよねいろんな意味で」









　とある日の会議後。アレクシスは、サラマンダとザックローにおもむろに尋ねた。

「お前たち。ミレーナ様がたまに仰る『推し』、という言葉の意味を知っているか？」

「え？」

　席を立とうとしていたサラマンダが目を瞬く。

「ああ、そういえば、度々耳にするような……」

「『イチオシの品』の『推し』じゃないんですか？」

　部屋を出ようとしていたザックローが、戻ってきつつアレクシスに言う。

「街の商人たちがよく使ってる言葉ですよ。特に出来が良くて、ぜひ見ていってほしい！　見ていかなきゃ損！　……みたいな」

「うむ……私も初めはそうかと思ったのだが、ミレーナ様がお使いになるタイミングは少し不思議でな。この間はソラ──ああその、従者の子と話している中で『流石私の推したち』と仰っていたんだ」

「……たち？　物に対しての台詞ではないような……」

「ああ。あの口ぶりは人間を、それも複数人を指していらっしゃるようだった。それにあの時は、『推し』とやらを誇るような口調で──」

「んなっ、まさか、誰か贔屓の騎士がいるってことですか!?」

　サラマンダの疑問に、ザックローが叫びを上げる。それを聞いてアレクシスとサラマンダは「ああ」と頷いたが、そんな二人にザックローは歯嚙みしながら言葉を続けた。

「いや、何を納得してるんすか！　ミレーナ様の、『オーアインの聖女』様の贔屓の騎士ですよ!?　そんな名誉、並みの騎士じゃ逆立ちしたって手に入らねーだろうに……クソ、誰なんだそりゃあ……！」

「……！」

　ザックローの言にサラマンダはハッとし、

「……まあ、確かに気になるところではあるな」

　と、アレクシスも目を細めて同意する。そんな二人を見て、ザックローは我が意を得たりと気炎を吐いた。

「でしょう!?　こりゃあもう、ミレーナ様から直接お聞きするしかないですよ!!」

　──とまあ、そんなことがあったらしく。

「……えぇと……」

「ミレーナ様」

「……ミレーナ様」

「ミレーナ様！」

「あうう……！」

　夕飯前。ルンルンで食堂に向かっていた私は、途中でアレクたち三騎士に囲まれて尋問を受けていた。

『貴女の推しは誰なのですか』、と──。

　いや前にもアレクに聞かれたことがあったけどさぁ、推しに「推しは誰」って聞かれるの辛いんですけど！　本当は「貴方がたです!!」って言いたいのに立場的にそれを言ったら何か波乱を巻き起こすかもしれないしさぁあああああもどかしいよおおおおお!!!!

「……あの、ですね」

　内心で叫び声をあげつつも、私はどうにか息を整えて言葉を発した。

「私はこの国の守護を司る聖女ですが、その力は聖騎士の皆様の献身があってのことです。皆様は私の誇りであり、そんな皆様を、私はこの世界のあまねく方々に見ていただきたいと思っています。私にとって、推しとは聖騎士の皆様全員のことなのです」

「「「…………」」」

「もちろん──」

　そこで私は、目の前の三人に向かって頑張って微笑んでみせた。

「──皆様のことも、大切に想っていますよ」

「……ありがとうございます、ミレーナ様」

　私の言葉を聞いて、アレクが嬉しそうに微笑んだ。彼の横ではサラくんが顔を赤くして視線を逸らしており、ヒヨウ様は頰を搔きながら照れ臭そうな顔を見せてくれる。

　それから、アレクたちは私に一礼とともに謝罪をしてくれた。

「お忙しいところお呼び止めしてしまって、しかも不躾なことをお聞きしてすみませんでした」

「ああいえそんな！　わ、私は全然大丈夫ですんで!!」

　彼らの態度に、私は慌てて首を横に振る。しかし内心では、

（く……くっそぉぉぉぉ……！　やっぱり、いつか何らかの形で君らに対するこの想いの丈を届けてみせるからな……!!）

　と、『推し活』への意気込みを新たにしておりましたとさ。

　ところで、アレクシスたちはミレーナの台詞を聞いて嬉しそうにはしていたが、同時にほんの少しだけガッカリしていた。

　実は彼らは

（自分を『推し』として、一番に名前を挙げてくれるのではないか）

　……と密かに思っていたのだけれど、それはミレーナには知りえないことだった。



















異い世せ界かいで聖せい騎き士しの箱はこ推おししてたら尊とうとみが過すぎて聖せい女じょになってた




【電でん子し特とく典てん付つき】
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